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新
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の
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般
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説
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式
性
の
回
復
に
よ
る
対
処

今
後
の
課
題

中
　
村
　
哲
　
也

1



2

第
一
章
問
題
の
所
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

一
、

ｻ
代
の
不
法
行
為
法
学
に
お
け
る
過
失
・
違
法
性
論
に
関
し
て
は
、
過
失
・
違
法
性
の
一
元
化
の
主
張
の
登
場
に
よ
っ
て
、
学
説

状
況
が
大
き
く
ぬ
り
か
幻
ら
れ
て
き
た
。
一
元
論
も
突
然
に
ま
た
独
特
な
も
の
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
学
説
の
、
加
藤
説

に
は
じ
ま
る
展
開
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
う
る
。
こ
れ
ら
の
学
説
が
造
り
出
す
大
き
な
流
れ
は
、
機
能
的
に
は
、
綜
合
判
断
要

求
の
拡
大
、
規
準
の
形
態
で
は
、
一
般
条
項
化
の
拡
大
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
方
向
に
対
し
て
、
他
方
で
、
沢
井
説
に
代
表

さ
れ
る
、
成
立
要
件
の
形
式
化
の
主
張
が
批
判
説
と
し
て
存
在
す
る
。
本
稿
は
、
一
般
条
項
の
運
用
方
法
の
提
案
と
し
て
の
意
義
と
い

う
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
学
説
の
特
色
、
そ
れ
を
与
え
る
法
思
考
の
問
題
点
を
整
理
し
（
第
二
章
～
第
五
章
）
、
今
後
の
あ
る
べ
き
方
向

を
探
ろ
う
（
第
六
章
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
問
題
は
次
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。

二
、
加
藤
説
以
後
の
学
説
の
展
開
は
、
我
妻
相
関
関
係
論
の
批
判
と
承
継
と
い
う
両
面
を
も
っ
て
い
る
℃
我
妻
説
ぼ
、
末
川
説
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

違
法
性
論
－
権
利
侵
害
要
件
を
形
式
的
に
解
す
る
こ
と
を
や
め
る
と
い
う
限
り
で
の
七
〇
九
条
の
一
般
条
項
化
1
を
う
け
て
、
「
違
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

性
決
定
に
つ
い
て
一
応
の
準
縄
を
定
め
る
必
要
」
か
ら
主
張
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
加
藤
説
以
後
の
学
説
が
、
我
妻
説
の
、
相
関

の
主
張
で
あ
る
こ
と
と
、
，
そ
れ
が
準
縄
の
鳶
め
の
方
式
で
あ
る
こ
と
の
ど
の
面
を
批
判
或
い
は
承
継
の
対
象
と
し
て
い
る
か
が
、
学
説

の
系
譜
と
い
う
点
で
の
澗
題
匙
な
ゐ
。
こ
の
点
起
つ
い
て
の
仮
説
は
、
・
加
藤
説
以
後
の
展
開
で
は
、
我
妻
説
の
準
縄
の
側
面
が
後
退

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
（
5
）

し
、
相
関
判
断
で
あ
る
こ
と
の
拡
大
承
継
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
、
以
下
で
の
学
説
の
展
開
の
意
義
付
け
の
角
度
は
、
七
〇
九
条
の
適
用
或
い
は
再
構
成
の
提
案
に
関
し
て
、
そ
れ
ら
が
裁
判
官
に
ょ

る
実
質
的
判
断
・
利
益
衡
量
の
位
置
と
内
容
を
ど
の
よ
う
に
限
定
・
確
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
不
法
行
為
法

ノ
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領
域
で
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
成
立
を
め
ぐ
る
争
い
は
、
過
失
責
任
原
理
そ
の
も
の
の
当
否
と
い
う
形
だ
け
を
と
る
場
合
は
別
と
七

て
、
七
〇
九
条
（
本
稿
で
は
そ
れ
以
外
の
不
法
行
為
成
立
要
件
に
関
し
て
は
立
入
ら
な
い
）
の
解
釈
を
め
ぐ
る
対
立
と
し
て
構
成
ぎ
れ

た
場
合
、
注
意
義
務
の
有
無
・
程
度
、
被
侵
害
利
益
の
要
保
護
性
を
め
ぐ
っ
て
の
争
い
に
な
る
（
そ
の
他
に
事
実
的
因
果
関
係
認
定
規

準
も
重
要
）
。
㍉
解
釈
学
説
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
の
裁
判
所
の
選
択
へ
の
働
き
か
け
ー
そ
れ
は
、
．
選
択
方
式
一
般
に
対
し
て
の
こ
と

も
あ
れ
ば
、
あ
る
事
件
或
い
は
一
定
種
類
の
事
件
で
の
選
択
に
対
し
て
の
こ
と
も
あ
る
ー
で
あ
る
。
七
〇
九
条
は
、
そ
れ
と
し
て
広
い

解
釈
可
能
性
を
も
つ
過
失
・
権
利
侵
害
（
違
法
性
）
と
い
っ
た
実
質
的
（
或
い
は
実
質
化
さ
れ
た
）
要
件
か
ら
な
っ
て
F
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
質
的
価
値
を
め
ぐ
る
多
く
の
諸
対
立
・
そ
れ
も
市
民
生
活
の
多
様
な
側
面
に
関
連
し
、
価
値
対
立
の
内
容
も
錆
綜
し
て
い
る
そ
れ
ら

が
、
七
〇
九
条
の
解
釈
と
し
て
構
成
可
能
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
に
個
々
の
事
件
で
の
裁
判
官
に
よ
る
選
択
可
能
性
の
巾
が
大
き
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
七
〇
九
条
に
よ
る
裁
判
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
裁
判
官
が
、
法
的
規
準
に
沿
っ
て
の
判
断
を
行
う
と
い
う
側
面
が

弱
ま
り
、
自
ら
の
価
値
判
断
に
よ
っ
て
行
う
解
決
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
強
く
お
び
る
可
能
性
が
あ
る
。
従
っ
て
、
七
〇
九
条
解
釈
論

に
関
し
て
、
裁
判
官
の
利
益
衡
量
の
場
・
内
容
の
画
定
方
法
如
何
と
い
う
角
度
か
ら
み
る
と
い
う
こ
と
は
、
解
釈
学
説
に
つ
い
て
、
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
に
、
裁
判
が
、
多
様
な
利
益
対
立
に
対
し
て
の
法
的
規
準
に
ょ
る
解
決
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
確
保
す
る
こ
と
に
ど
つ
て
の
適
合

性
、
臼
第
二
に
、
そ
の
解
決
が
、
内
容
的
に
、
近
代
法
に
お
い
て
客
観
的
法
の
主
観
的
対
応
物
と
さ
れ
る
、
主
観
的
法
1
1
権
利
の
確
保
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

な
る
こ
と
へ
の
適
合
性
を
み
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
最
終
的
に
は
、
裁
判
官
の
利
益
衡
量
の
場
・
内
容
の
画
定
の
有

無
及
び
そ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
価
値
判
断
如
何
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
更
に
別
言
す
れ
ば
、
体
系
的
視
点
の
有
無
と
内
容
、
そ
の
こ

と
の
、
一
定
の
社
会
状
況
の
下
で
の
、
人
格
的
利
益
・
財
貨
の
享
受
主
体
性
の
実
質
的
保
護
へ
の
適
合
性
如
何
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

囚
、
次
に
、
不
法
行
為
裁
判
上
、
と
く
に
公
害
・
医
療
・
製
造
物
責
任
（
契
約
責
任
と
し
て
構
成
さ
れ
る
に
せ
よ
、
実
質
的
問
題
点
は

変
わ
ら
な
い
）
等
、
専
門
的
知
識
が
、
因
果
関
係
判
断
だ
け
で
な
く
、
注
意
義
務
の
措
定
（
こ
れ
む
解
釈
論
）
に
も
重
要
性
を
も
っ
て



4

き
た
と
い
う
こ
と
に
関
連
し
た
問
題
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
学
説
に
関
し
て
は
、
こ
の
種
事
件
を
中
心
と
し
た
裁
判
所
の
作
業
の

「
専
門
性
」
の
意
義
付
け
、
促
進
と
い
う
こ
と
へ
の
各
学
説
の
適
合
性
如
何
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
専
門
性
は
、
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

に
よ
る
具
体
的
適
用
の
た
め
の
規
準
の
再
構
成
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
種
事
件
で
は
、
裁
判
所
の
作
業
に
お
い
て
、
そ
の

事
件
に
つ
い
て
の
一
定
の
専
門
的
知
識
が
要
請
さ
れ
る
他
に
、
規
準
適
用
に
よ
っ
て
解
決
す
る
た
め
の
法
的
専
門
性
が
と
く
に
注
意
義

務
の
設
定
に
集
中
的
に
現
わ
れ
る
。
裁
判
所
が
、
現
代
社
会
の
専
門
分
化
に
一
つ
の
根
拠
を
も
つ
諸
紛
争
に
対
処
す
る
に
は
、
と
く
に

争
点
の
所
在
の
構
成
－
予
見
対
象
・
時
期
、
更
に
は
、
推
定
則
の
使
用
方
法
な
ど
ー
を
通
し
て
、
法
適
用
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と

が
、
裁
判
所
自
身
が
他
者
に
対
し
て
争
い
が
規
準
の
解
釈
を
め
ぐ
る
そ
れ
と
し
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
に
対
応
し
て
、

重
要
性
を
も
つ
。
裁
判
所
に
よ
る
規
準
構
成
は
、
自
ら
の
下
す
結
論
を
理
由
付
け
う
る
よ
う
に
行
な
わ
れ
る
。
し
か
し
ま
た
、
こ
の
争

点
構
成
は
、
法
の
解
釈
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
具
体
的
事
件
を
こ
え
た
一
般
的
性
格
を
お
び
る
。
学
説
に
よ
る
、
裁
判
所
が
行
な
っ

た
こ
の
点
で
の
作
業
の
意
義
付
け
に
は
、
結
果
そ
の
も
の
の
意
義
付
け
と
同
様
、
学
説
の
側
の
基
礎
的
視
点
1
1
実
質
的
価
値
基
準
を
必

要
と
す
る
。

五
、
し
か
し
、
法
的
規
準
の
存
在
と
、
制
定
法
の
拘
束
力
を
出
発
点
と
し
た
、
上
記
の
意
味
の
専
門
性
に
と
っ
て
の
意
義
と
い
う
観
点

を
い
っ
た
だ
け
で
は
、
民
事
法
解
釈
論
の
方
法
の
検
討
に
と
っ
て
は
な
お
不
充
分
で
あ
る
。
社
会
で
の
私
人
間
の
紛
争
形
態
の
変
化
、

規
範
意
識
の
変
化
に
対
し
て
、
「
解
釈
」
を
経
て
も
、
制
定
法
か
ら
適
切
な
規
準
が
導
き
出
せ
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
（
勿

論
、
制
定
当
初
か
ら
疑
問
視
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
）
。
民
事
法
領
域
で
は
、
制
定
法
の
不
備
を
根
拠
と
し
た
結
論
を
出
す
こ
と
は
、
一

方
当
事
者
の
不
当
な
不
利
益
を
国
家
的
に
確
定
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
（
刑
法
で
は
、
罪
刑
法
定
主
義
が
こ
の
点
で
の
人
権
保

障
へ
の
価
値
選
択
を
表
現
し
て
い
る
）
。
こ
の
こ
と
を
避
け
、
個
人
の
財
貸
或
い
は
人
格
的
利
益
の
確
保
の
た
め
に
は
、
社
会
に
開
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
た
も
の
で
あ
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
性
格
を
民
事
法
は
持
つ
。
欠
映
論
・
法
継
続
形
成
論
・
そ
の
他
解
釈
方
法
も
含
め
て
、
解
釈
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方
法
論
の
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
こ
の
点
へ
の
対
処
に
注
が
れ
る
。
不
法
行
為
法
で
も
こ
の
問
題
が
現
わ
れ
る
。
次
章
以
下
で
は
、

「
解
釈
」
論
の
中
で
行
な
わ
れ
る
法
律
拘
束
性
問
題
へ
の
対
処
も
、
実
践
的
選
択
と
し
て
、
そ
の
意
義
は
、
求
め
る
結
果
と
前
述
し
た

規
準
・
専
門
性
の
意
義
と
の
対
比
か
ら
測
定
さ
れ
る
。
即
ち
、
裁
判
官
が
法
律
に
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
一
般
的
要
請
の
意
義
を
前
提
と

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

し
て
も
、
法
律
解
釈
に
よ
る
解
決
の
追
求
と
と
も
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
法
律
の
外
の
法
形
成
が
承
認
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、
仮

登
記
担
保
に
関
し
て
の
判
例
法
形
成
）
。
し
か
し
、
具
体
的
解
釈
論
で
の
方
途
の
選
択
は
、
実
用
法
学
の
実
践
性
の
一
変
型
で
あ
っ

て
、
具
体
的
解
釈
論
で
表
示
さ
れ
る
拘
束
性
問
題
へ
の
態
度
設
定
も
、
前
述
し
た
裁
判
官
の
利
益
衡
量
の
場
・
内
容
の
画
定
と
同
様
、

実
践
的
意
義
の
測
定
の
対
象
と
な
る
。

　
な
お
、
本
稿
の
中
心
部
分
を
な
す
の
は
学
説
史
的
叙
述
で
あ
る
が
、
学
説
の
と
り
上
げ
方
は
網
羅
的
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
学
説
史

作
業
に
必
然
に
伴
う
こ
と
で
あ
る
に
加
え
、
学
説
史
の
部
分
が
、
不
法
行
為
法
学
の
流
れ
の
等
者
の
見
取
り
図
を
得
よ
う
と
い
う
試
み

で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

（
1
）
本
稿
で
は
成
立
要
件
論
の
う
ち
の
、
過
失
論
違
法
性
論
を
対
象
と
す
る
。
因
果
関
係
論
の
う
ち
の
事
実
的
因
果
関
係
に
つ
い
て
の
認
定
規
準
も

　
実
際
の
裁
判
上
の
重
要
性
は
劣
ら
な
い
が
（
い
わ
ゆ
る
公
害
裁
判
で
は
、
よ
り
重
要
性
を
も
っ
た
）
、
学
説
の
傾
向
を
捉
え
る
に
は
、
過
失
．
違

　
法
性
論
で
充
分
で
あ
る
と
考
え
た
。
な
お
、
故
意
責
任
の
位
置
付
け
は
、
過
失
論
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
と
く
に
独
立
し
て
は
論
じ
な
い
。

　
　
ま
た
、
効
果
論
は
、
一
つ
に
は
目
下
の
筆
者
の
準
備
不
足
も
あ
る
が
、
も
う
一
つ
は
、
そ
れ
は
要
件
論
と
深
く
関
連
し
て
い
る
も
の
の
、
学
説

　
の
展
開
は
、
一
面
、
共
通
の
特
色
を
示
す
と
と
も
に
、
ま
た
別
個
の
分
析
を
必
要
と
す
る
も
の
で
も
あ
る
と
考
え
た
。

（
2
）
た
だ
し
、
論
理
的
に
は
、
我
妻
相
関
関
係
論
は
、
末
川
違
法
性
論
に
よ
る
権
利
侵
害
要
件
の
拡
大
を
必
然
的
な
前
提
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
相
関
判
断
が
権
利
侵
害
要
件
の
拡
大
が
問
題
と
な
る
領
域
で
だ
け
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
権
利
侵
害
説
で
も
相
関
判
断
が
要
求
さ
れ
う

　
る
。
し
か
し
、
我
妻
自
身
は
、
末
川
説
を
前
提
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
事
実
と
し
て
、
末
川
説
が
相
関
関
係
論
登
場
を
促
し
た
と
い
う
こ
と
は
い
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え
る
。

（
3
）
我
妻
栄
『
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
（
新
法
学
全
集
）
』
〔
一
九
三
九
〕
一
二
五
頁
、
ま
た
、
同
じ
意
味
で
、
標
準
と
い
う
表
現
は
、

　
、
、
一
一
一
六
頁
、
　
一
一
一
七
頁
。

　
　
　
な
お
、
我
妻
・
『
事
務
管
理
…
…
（
現
代
法
学
全
集
）
』
〔
一
九
一
一
＝
〕
四
一
七
頁
、
四
四
八
頁
に
は
、
準
縄
・
標
準
と
い
う
表
現
は
な
い

　
　
〔
瑠
語
擢
欝
幣
齢
㌣
隷
い
蒜
勘
削
鉱
盤
彊
壁
錨
麩
講
獅
夢
島
談
藻
勧
齢
蹴
届
識
梛
鍵
鶴
∀
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
新

　
　
法
学
全
集
で
準
縄
が
自
覚
的
に
強
調
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
現
代
法
学
全
集
で
は
準
縄
の
必
要
性
が
低
く
評
価
さ
れ
て
い

　
　
た
と
断
言
す
る
こ
と
は
、
そ
こ
で
の
叙
述
か
ら
で
は
、
で
き
な
い
（
当
然
で
あ
る
と
し
て
こ
と
さ
ら
に
は
強
調
す
る
必
要
性
を
み
な
か
う
た
と
い

　
　
う
可
能
性
も
あ
る
か
ら
）
。

（
4
）
我
妻
説
は
、
必
ず
し
も
広
い
支
持
を
う
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
（
拙
稿
「
民
法
七
〇
九
条
の
一
般
条
項
化
と
個
人
の
利
益
」
法
政
理
論
一
五

　
巻
二
号
〔
一
九
八
三
〕
四
三
頁
註
（
3
）
、
八
一
頁
以
下
）
に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
通
説
」
と
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
に
「
通
説
」
と
し
た
こ
と

　
　
が
、
我
妻
不
支
持
説
の
存
在
を
検
討
し
そ
れ
が
我
妻
説
の
批
判
・
承
継
に
生
か
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
導
か
な
か
っ
た
で

　
あ
ろ
う
か
。

（
5
）
不
法
行
為
法
学
説
史
と
い
う
こ
と
に
限
定
せ
ず
に
、
方
法
論
上
の
流
れ
を
み
る
と
、
と
く
に
新
受
忍
限
度
論
、
平
井
説
、
石
田
説
に
は
、
の
ち

　
　
に
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
裁
判
過
程
に
関
す
る
、
末
弘
ー
川
島
理
論
の
影
響
が
大
き
い
。
た
だ
し
、
末
弘
理
論
・
川
島
理
論
の
そ
れ
ぞ
れ

　
　
の
検
討
を
経
た
・
「
影
響
」
の
意
味
の
画
定
は
、
本
稿
の
用
意
を
超
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

（
6
）
本
文
で
の
叔
述
は
、
解
釈
学
説
と
判
決
理
由
で
の
法
律
論
の
意
義
の
峻
別
を
出
発
点
に
し
て
い
る
。
解
釈
学
説
も
主
張
者
の
実
践
的
判
断
を
基

　
礎
に
も
つ
と
い
う
点
で
は
、
裁
判
上
の
解
釈
論
と
同
様
に
主
観
的
で
あ
る
。
し
か
し
決
定
的
な
相
違
は
、
第
一
に
、
学
説
は
権
力
行
使
者
に
よ
る

　
．
�
ﾟ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
第
二
に
、
学
説
が
そ
れ
と
し
て
意
義
を
も
ち
う
る
の
は
、
裁
判
が
法
の
解
釈
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

　
　
る
か
ぎ
り
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
勿
論
、
実
質
的
利
益
に
関
し
て
だ
け
で
な
く
、
権
力
と
の
距
離
に
つ
い
て
の
法
律
学
者
の
意
識
も
ま
た
多
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，
様
で
あ
る
か
ら
、
上
述
第
一
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
論
が
そ
の
よ
う
な
意
識
の
下
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
・
ま
た
念
の
た

　
　
め
に
付
言
し
て
お
く
と
、
r
こ
こ
で
の
権
力
と
い
う
概
念
は
、
批
難
の
意
味
を
全
く
含
ん
で
い
な
い
。

泳
7
）
従
ρ
て
、
裁
判
作
業
の
専
門
性
一
般
が
肯
定
或
い
は
否
定
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
専

　
・
問
性
、
例
え
ば
、
適
切
な
直
観
的
判
断
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
も
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
呵
，

第
二
章
　
加

藤

説

幽
、

ﾁ
藤
0
『
不
法
行
為
』
〔
一
九
五
八
〕
は
、
昭
和
四
〇
年
以
降
の
、
交
通
事
故
・
公
害
へ
の
対
応
を
要
請
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し

で
大
き
な
変
貌
を
示
す
不
法
行
為
法
学
の
出
発
点
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
加
藤
説
が
そ
の
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
「
出
発
点
」
と
い
う
の
は
次
の
二
つ
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
第
一

に
、
現
代
過
失
．
・
違
法
性
論
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
角
度
か
ら
で
あ
れ
、
我
妻
相
関
関
係
論
批
判
を
共
通
に
し
て
い
る
。
加
藤
．
前
掲

書
は
、
我
妻
説
を
「
学
説
の
到
達
点
」
と
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
関
関
係
論
が
「
通
説
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
的
な

役
割
を
果
た
し
、
我
妻
・
加
藤
説
と
し
て
、
そ
の
後
の
学
説
の
批
判
・
修
正
対
象
を
作
り
上
げ
た
こ
と
、
第
二
に
、
既
に
加
藤
説
に
お

い
て
、
我
妻
説
の
修
正
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
修
正
の
試
み
の
な
か
に
、
そ
の
後
の
学
説
の
展
開
に
と
っ
て
の
い
く
つ
か

の
端
初
が
み
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
こ
で
は
、
第
二
点
が
叙
述
の
対
象
で
あ
る
。
即
ち
、
加
藤
説
の
過
失
．
違
法

性
は
・
違
法
性
の
一
般
論
に
つ
い
て
の
相
関
関
係
諭
過
失
及
び
違
法
性
に
つ
い
て
の
事
象
類
熱
か
ら
な
っ
て
い
る
．
そ
し
そ
、
こ

の
二
つ
の
柱
に
は
、
と
も
に
我
妻
説
へ
の
修
正
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
、
そ
の
後
の
新
受
忍
限
度
論
の
登
場
に
直
接
に
つ
な
が
る
。
ま

た
、
こ
め
二
つ
の
柱
の
論
理
的
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
も
、
後
に
の
べ
る
論
理
的
側
面
に
つ
い
て
の
特
色
の
一
つ
の
現
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わ
れ
で
あ
る
。

一
一

A
ま
ず
、
相
関
関
係
論
の
う
ち
の
相
関
の
さ
せ
方
に
我
妻
説
か
ら
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
我
妻
説
は
、
被
侵
害
利
益
の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
、
態
容
と
の
相
関
が
重
要
で
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
を
区
別
し
、
前
者
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
態
容
を
強
調
し
た
。
加
藤
説
に

お
い
て
は
、
被
侵
害
利
益
に
即
し
て
態
容
と
の
関
係
を
区
別
す
る
と
い
う
こ
と
は
・
我
妻
説
に
お
け
る
程
に
は
・
明
確
で
は
灘
・
更

に
い
く
つ
か
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
態
容
と
の
相
関
で
な
窯
故
意
過
失
と
の
そ
れ
が
重
ら
れ
て
い
飽
こ
の
相
違
は
・
す
ぐ
の
ち

に
表
わ
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
主
張
i
「
故
意
・
過
失
と
い
う
こ
と
も
広
い
意
味
で
い
う
と
違
法
性
の
問
題
の
一
部
と
い
っ
て
も
い
い
。

広
い
意
味
で
の
違
性
法
が
あ
る
と
し
て
、
損
害
賠
償
を
認
め
る
か
認
め
な
い
か
と
い
う
判
断
の
中
に
、
故
意
・
過
失
の
判
断
も
入
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

く
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
」
1
と
と
も
に
、
我
妻
説
の
い
う
態
容
と
の
相
関
の
後
退
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一

面
、
我
妻
相
関
関
係
論
の
も
っ
た
論
理
的
矛
盾
の
一
つ
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
み
る
．
と
が
で
き
儒
）
し
か
し
こ
の
修
正
は
・
相
関
関
係

論
を
被
侵
害
利
益
を
故
意
・
過
失
と
相
関
し
て
構
成
し
な
お
す
こ
と
即
ち
・
準
縄
機
能
実
現
の
一
つ
の
試
み
へ
の
「
方
向
転
鞠
に

は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
加
藤
説
の
展
開
の
な
か
に
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
の
過
失
・
違
法
性
論
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
点
の

相
違
は
、
相
関
判
断
を
、
諸
要
因
の
（
従
っ
て
、
態
容
で
あ
っ
た
り
、
故
意
・
過
失
で
あ
っ
た
り
し
て
も
よ
い
）
総
合
判
断
に
近
付
け

る
も
の
と
い
う
意
味
を
も
っ
た
。

　
日
弁
連
の
講
演
で
の
べ
ら
れ
た
こ
と
は
、
未
だ
、
一
元
化
を
主
張
す
る
学
説
の
存
在
を
さ
し
て
い
る
も
の
と
は
い
え
な
児
。
し
か

し
、
新
受
忍
限
度
論
の
直
接
的
先
駆
形
態
で
あ
る
違
法
性
受
忍
限
度
の
主
張
の
他
に
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
、
我
妻
説
的
態
容
の
後
退
と

故
意
過
失
を
含
ん
だ
「
広
い
意
味
の
違
法
性
」
と
い
う
考
え
方
も
、
新
受
忍
限
度
論
の
形
成
に
と
っ
て
の
端
初
と
な
っ
溺
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

三
、
加
藤
説
の
我
妻
説
と
の
相
違
の
第
二
点
は
、
事
象
類
型
1
1
「
複
数
の
不
法
行
為
論
」
で
あ
る
。
加
藤
説
の
類
型
化
に
は
二
つ
の
段

階
が
あ
る
。
当
初
の
『
不
法
行
為
』
で
は
、
一
般
的
要
件
で
あ
る
過
失
・
違
法
性
の
分
類
と
し
て
、
前
者
に
関
し
て
事
故
類
型
、
後
者
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に
関
し
て
、
相
関
の
二
つ
の
柱
で
あ
る
被
侵
害
利
益
と
侵
害
態
容
の
類
型
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
類
型
化
で
も
、
と
く
に
過
失
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

型
の
「
方
法
的
基
礎
」
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
が
、
過
失
内
容
の
明
確
化
の
第
一
歩
に
は
な
り
う
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
段
階
で
は
、

我
妻
説
と
の
相
違
は
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
つ
い
で
、
ア
メ
リ
カ
留
学
後
、
類
型
化
の
「
必
要
性
を
当
時
（
『
不
法
行
為
』
執

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

筆
当
時
）
よ
り
も
は
る
か
に
強
く
感
じ
」
た
こ
と
か
ら
登
場
す
る
加
藤
編
『
注
釈
民
法
ω
』
〔
一
九
六
五
〕
の
「
不
法
行
為
の
諸
類
型
」

は
、
「
複
数
の
不
法
行
為
」
論
と
相
関
関
係
論
の
接
合
で
あ
っ
た
。
「
複
数
の
不
法
行
為
」
の
考
え
方
は
、
本
来
的
に
は
、
一
般
的
過

失
・
違
法
性
概
念
か
ら
出
発
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
体
系
的
思
考
の
産
物
で
は
な
く
、
直
観
的
か
つ
経
験
的
思
考
の
産
物
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
二
段
階
の
類
型
論
で
は
、
反
体
系
的
思
考
が
前
面
に
出
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
我
妻
相
関
関
係
論
の
類
型

と
は
全
く
異
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
加
藤
説
の
類
型
論
に
対
し
て
は
、
「
分
類
す
る
方
法
的
基
礎
が
明
ら
か
で
な
い
」
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

加
藤
は
統
一
的
な
基
準
の
欠
如
を
承
認
し
つ
つ
、
「
理
論
的
な
類
型
化
で
な
く
、
実
際
的
な
類
型
化
」
で
あ
り
、
「
類
型
別
の
不
法
行
為

の
実
務
を
発
展
さ
せ
・
類
型
別
の
理
論
を
発
展
さ
せ
る
の
に
寄
与
し
博
と
応
え
る
・
そ
こ
で
・
「
理
論
的
」
基
礎
を
欠
い
た
類
型
論

の
も
つ
、
「
実
際
的
」
意
味
の
な
か
み
が
問
題
と
な
る
。
以
下
、
ま
ず
、
「
生
活
の
妨
害
」
類
型
の
性
格
の
変
化
を
素
材
と
し
て
、
加
藤

説
の
類
型
論
が
、
判
断
要
因
の
多
様
性
の
整
序
と
い
う
こ
と
の
有
用
性
は
あ
っ
て
も
、
基
礎
的
評
価
視
点
か
ら
の
目
的
論
的
設
定
で
な

い
こ
と
に
よ
っ
て
、
判
断
規
準
の
提
出
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
な
ぜ
そ
の
類
型
が
た
て
ら
れ
る
の
か
を
、
ま
た
、
他
の
類
型
と
の

相
違
－
従
っ
て
、
利
益
衡
量
の
場
と
内
容
の
画
定
1
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
示
す
。

つ
い
で
加
藤
説
の
欠
映
構
成
に
関
し
て
、
「
複
数
の
不
法
行
為
論
」
が
、
反
体
系
的
思
考
を
介
し
て
、
欠
鋏
論
と
親
近
性
を
も
つ
こ

と
、
こ
の
欠
饒
論
が
、
類
型
論
と
同
様
、
統
一
的
基
準
に
導
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
。
　
　
　
，
、
　
！

四
、
『
不
法
行
為
』
に
お
け
る
「
生
活
妨
害
」
類
型
は
、
そ
こ
で
の
「
社
会
生
活
上
受
忍
す
ぺ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
範
囲
内
」
の
利
益



1
0

侵
害
は
違
法
性
が
な
く
な
る
と
い
う
違
法
性
受
忍
限
度
論
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
不
法
行
為
法
学
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
も
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
類
型
は
、
加
藤
が
当
初
直
接
に
意
図
し
た
よ
う
な
、
単
に
、
権
利
濫
用
論
に
対
し
て
、
そ
こ
で
の
原
則
と

　
　
　
　
　
（
1
5
）

例
外
を
逆
に
し
た
と
い
う
こ
と
に
留
ま
ら
な
い
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
「
生
活
の
妨
害
」
は
、
『
不
法
行
為
』
に
お
い
て
は
、
被
侵
害
利
益
類
型
の
う
ち
の
「
人
格
的
な
も
の
」
の
う
ち
、
「
身
体
的
側

面
」
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
類
型
と
他
の
被
侵
害
利
益
類
型
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
く
、
加
藤
自
身
、
な
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

被
侵
害
利
益
類
型
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
こ
の
位
置
付
け
を
「
便
宜
上
」
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
や
が
て
、
こ
の

「
生
活
の
妨
害
」
は
・
「
公
害
」
と
同
じ
意
味
で
叡
麹
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
・
被
侵
害
利
益
類
型
で
な
文
．
「
不
法
行
為
の
類
型
」

で
あ
る
と
い
う
性
格
を
明
確
に
持
つ
よ
う
に
な
る
。
　
つ
ま
り
、
こ
の
類
型
は
違
法
性
と
い
う
一
つ
の
一
般
的
成
立
要
件
判
断
の
だ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

の
被
侵
害
利
益
の
一
類
型
で
な
く
、
こ
の
類
型
の
中
で
、
不
法
行
為
の
す
べ
て
の
成
立
要
件
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ

て
、
違
法
性
1
1
受
忍
限
度
判
断
も
、
被
侵
害
利
益
と
侵
害
態
様
の
相
関
関
係
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
類
型
で
の
相
関
関
係
論
の
特

色
は
、
第
一
に
、
不
法
行
為
の
類
型
で
あ
る
こ
と
か
ら
当
然
で
あ
る
が
、
被
侵
害
利
益
に
は
す
べ
て
の
種
類
の
利
益
が
問
題
と
な
っ
て

く
る
。
「
ま
ず
第
一
に
考
慮
さ
れ
る
の
は
被
侵
害
利
益
で
す
。
…
…
人
身
被
害
を
受
け
た
と
い
う
の
は
、
被
侵
害
利
益
と
し
て
重
大
な

も
の
で
す
か
ら
、
原
則
と
し
て
受
忍
限
度
を
こ
え
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
に
続
い
て
生
活
上
の
利
益
、
財
産
上
の
利
益
等
が
あ

る
…
遍
」
こ
こ
で
は
・
被
侵
害
利
益
が
・
利
益
衡
量
の
一
方
に
お
か
れ
を
も
の
と
し
て
・
「
大
小
「
重
菰
鞄
に
ょ
っ
て
並
ら
べ
ら
れ

て
い
る
。
利
益
の
・
従
っ
て
利
益
対
立
の
質
に
着
目
し
た
分
類
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
公
害
類
型
と
い
う
こ
と
が
、
利
益
評
価
に

即
し
て
、
，
一
定
の
利
益
評
価
の
体
系
で
の
位
置
を
与
え
ら
れ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
第
二
に
、
相
関
判

断
の
も
う
一
方
の
柱
で
あ
る
侵
害
態
容
と
し
て
は
、
行
為
が
法
的
性
格
付
け
を
さ
れ
た
も
の
と
は
異
っ
て
、
公
益
性
・
公
法
討
な
規
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
2
1
）

と
の
関
係
・
最
善
を
尽
す
こ
と
、
と
い
っ
，
た
諸
要
因
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
一
面
で
は
、
我
妻
相
関
理
論
の
態
容
部
分
に



枷仲題縣餉細灘漣融肪臨群篠磁獄
1
1

存
し
た
論
理
的
問
題
点
が
解
消
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
と
と
も
に
、
他
面
で
は
、
一
つ
一
つ
の
要
因
は
一
定
の
利
益
衡
量
の
方
向
を
示

す
も
の
で
あ
っ
て
も
、
諸
要
因
と
し
て
現
わ
れ
る
と
き
は
（
そ
し
て
諸
要
因
で
あ
る
こ
と
が
こ
の
類
型
形
成
で
は
重
要
）
、
規
定
的
要

因
が
与
え
ら
れ
な
い
限
り
、
諸
要
因
と
し
て
は
評
価
を
表
わ
さ
な
い
か
ら
、
諸
要
因
の
評
価
方
法
（
位
置
付
け
）
如
何
と
い
う
新
た
な

問
題
が
生
ず
る
。
結
局
、
こ
の
類
型
で
は
、
被
侵
害
利
益
の
大
小
を
含
め
た
、
こ
れ
ら
要
因
の
総
合
判
断
の
結
果
が
、
「
受
忍
限
度
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
箆
）

を
超
え
た
（
或
い
は
超
え
な
い
）
と
し
て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
受
忍
限
度
」
判
断
の
内
容
は
、
「
常
識
」
が
決
定
す
る
と

さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
こ
の
「
生
活
妨
害
」
類
型
か
ら
は
次
の
こ
と
が
い
え
る
。
た
し
か
に
、
違
法
性
受
忍
限
度
論
は
、
「
公
害
」
類
型
に
お
い
て
、
活
動

と
し
て
承
認
さ
れ
た
も
の
か
ら
の
損
害
で
あ
っ
て
も
、
賠
償
責
任
を
免
れ
得
な
い
と
い
う
規
範
の
生
成
を
よ
り
確
定
的
に
表
現
す
る
も

の
と
い
う
意
味
を
も
っ
た
。
し
か
し
他
方
そ
の
類
型
論
は
総
合
判
断
化
を
促
進
す
る
も
の
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
後
の
学
説
の
展
開
の

端
初
と
な
っ
た
。
即
ち
、
当
初
の
『
不
法
行
為
』
に
お
い
て
「
便
宜
的
」
に
被
侵
害
利
益
の
一
項
目
と
さ
れ
た
「
生
活
妨
害
」
は
、
の

ち
、
被
侵
害
利
益
の
種
類
で
は
な
く
、
不
法
行
為
の
類
型
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
不
法
行
為
の
類
型

の
「
実
際
的
」
意
味
は
、
要
因
の
相
違
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
て
、
規
準
の
点
で
の
他
と
の
相
違
は
現
わ
れ
て
こ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
の
類
型
構
成
が
利
益
衡
量
の
場
の
限
定
・
方
向
の
設
定
と
い
う
童
義
を
も
た
な
い
（
「
常
識
」
は
す
べ
て
の
場
合
に
妥
当
す
る
）
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
複
数
の
不
法
行
為
論
」
が
反
体
系
論
で
あ
っ
て
、
諸
要
因
を
位
置
付
け
評
価
す
る
視
点
に
即
し
た
類
型

を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
よ
る
。

　
類
型
が
利
益
衡
量
の
場
・
内
容
の
画
定
を
含
ま
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、
「
受
忍
限
度
」
が
「
生
活
の
妨
害
」
に
限
ら
ず
一
般
化
の

芽
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

五
、
加
藤
説
の
類
型
論
1
1
「
複
数
の
不
法
行
為
」
論
は
、
欠
鋏
論
と
も
容
易
に
結
び
つ
く
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
利
益
衡
量
の
方
法
と



1
2

並
ん
で
、
論
理
構
成
に
つ
い
て
の
考
え
方
も
現
わ
れ
て
く
る
。

　
各
事
象
類
型
の
要
件
・
効
果
は
、
条
文
或
い
は
条
文
を
素
材
と
し
て
抽
出
し
た
一
般
的
命
題
と
は
論
理
的
結
び
つ
き
を
必
要
と
さ
れ

て
い
な
い
。
た
し
か
に
、
こ
の
類
型
論
で
も
、
当
初
強
か
っ
た
一
般
的
要
件
で
あ
る
過
失
・
違
法
性
概
念
が
個
々
の
類
型
で
検
討
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

る
と
い
う
側
面
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
「
複
数
の
不
法
行
為
」
論
が
純
化
さ
れ
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
考
え
方
が
、
規
準
の
条
文
・
一
般
的
命
題
と
の
論
理
的
結
び
つ
け
と
い
う
こ
と
と
は
別
の
原
理
に
立
つ
考
え
方
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

い
う
性
格
は
変
わ
ら
な
い
。
加
藤
説
で
は
、
交
通
事
故
・
事
業
災
害
・
製
造
物
責
任
・
医
療
行
為
に
よ
る
責
任
・
生
活
妨
害
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

て
、
無
過
失
責
任
が
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
で
一
部
に
適
用
さ
れ
る
と
す
る
。
　
こ
れ
ら
の
う
ち
に
は
既
に
立
法
が
存
在
す
る
領
域
も
あ
る

が
、
加
藤
説
の
こ
の
点
の
特
色
は
、
立
法
の
有
無
に
拘
わ
り
な
く
、
直
接
に
、
各
類
型
に
お
け
る
妥
当
性
判
断
に
基
づ
い
て
、
解
釈
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
幻
）

よ
る
無
過
失
責
任
が
「
正
面
か
ら
」
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
主
張
は
、
欠
鋏
論
に
よ
っ
て
根
拠
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
加
藤
説
に
お
い
て
は
、
具
体
的
事
件
に
関
し
て
、
「
最
初
の
判
断
過
程
で
は
、
既
存
の
法
規
を
意
識
的
に
除
外
し
て
、
全
く
の
白
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銘
）

の
状
態
で
、
こ
の
事
件
を
ど
う
処
理
し
解
決
す
ぺ
き
か
」
の
「
実
質
的
な
利
益
衡
量
」
を
行
う
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
事
件
毎
の
直
観

的
判
断
の
考
え
方
は
、
対
象
を
事
象
類
型
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
と
同
じ
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
一
般
的
に
、
「
法
規
」

か
ら
離
れ
て
の
自
由
な
利
益
衡
量
と
い
う
方
法
が
語
ら
れ
て
い
る
、
こ
こ
に
は
、
一
定
の
実
質
的
評
価
視
点
に
基
づ
く
、
裁
判
官
の
利

益
衡
量
の
場
・
内
容
の
画
定
“
規
準
の
設
定
と
い
う
考
え
方
は
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
論
理
構
成
に
つ
い
て
考
え
方
－
複
数
の
理
論
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

成
の
問
の
選
択
は
、
そ
れ
が
「
ど
れ
だ
け
実
際
に
適
合
し
て
い
る
か
、
説
得
力
と
し
て
ど
れ
が
す
ぐ
れ
て
い
る
か
な
ど
の
考
慮
」
に
よ

る
、
と
い
う
そ
れ
ー
と
結
び
つ
い
て
、
「
法
の
柔
軟
な
発
展
の
た
め
に
」
「
法
の
適
用
範
囲
を
合
理
的
に
制
限
し
て
、
法
の
欠
映
を
広
く

　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

考
え
て
い
く
こ
と
」
と
い
う
欠
鋏
論
の
主
張
を
根
拠
付
け
る
。

　
欠
鹸
論
は
一
般
的
に
い
っ
て
、
既
存
の
規
準
が
存
在
し
な
い
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
従
っ
て
、
欠
映
構
成
は
、
領
域
の
限
定
・
評
価



棚仲
題

麻餉細灘漣猷肪臨灘彿稚獄
1
3

内
容
の
方
向
付
け
を
伴
な
わ
な
い
場
合
、
評
価
面
で
の
一
般
的
な
自
由
な
衡
量
の
主
張
、
法
的
構
成
面
で
の
他
の
規
準
及
び
体
系
と
の

論
理
的
整
合
性
へ
の
無
関
心
を
含
む
こ
と
に
な
る
。
加
藤
の
欠
鹸
論
も
、
反
体
系
的
思
考
を
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

よ
う
な
内
容
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

六
、
こ
の
よ
う
な
、
　
（
旧
）
受
忍
限
度
論
、
欠
鹸
構
成
に
よ
る
無
過
失
責
任
論
を
内
容
の
一
部
と
す
る
「
複
数
の
不
法
行
為
」
論
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

過
失
・
違
法
性
概
念
を
内
容
と
し
た
一
般
条
項
の
、
法
律
学
に
よ
る
操
作
の
方
法
を
、
体
系
的
思
考
に
基
づ
く
も
の
に
で
な
く
、
直
観

的
判
断
に
よ
る
も
の
に
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
学
説
が
、
一
定
の
評
価
視
点
に
基
づ
く
判
断
規
準
の
提
示
を
行

う
と
い
う
こ
と
に
力
点
を
お
く
の
で
な
く
、
裁
判
過
程
で
の
実
質
的
利
益
衡
量
に
着
目
し
て
、
一
般
的
に
そ
れ
を
法
規
の
拘
束
か
ら
自

由
に
す
る
こ
と
、
判
断
要
因
の
提
示
を
行
う
こ
と
を
学
説
の
中
心
作
業
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
学
説
の
方
法
か
ら

は
、
判
決
理
由
の
な
か
で
の
規
準
構
成
作
業
（
解
釈
論
）
に
対
し
て
一
般
的
に
、
「
説
得
」
の
問
題
と
す
る
以
外
に
は
、
そ
の
作
業
の

内
在
的
な
批
判
ま
た
意
義
付
け
の
た
め
の
視
点
は
現
わ
れ
て
こ
な
い
。
加
藤
説
に
お
い
て
、
公
害
類
型
の
と
り
出
し
か
ら
は
、
判
決
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

対
し
て
、
そ
れ
ら
が
実
質
的
に
無
過
失
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
指
摘
が
あ
る
に
留
ま
る
。

　
結
論
と
し
て
、
加
藤
説
の
特
色
は
、
法
的
操
作
を
排
し
て
の
、
直
観
的
判
断
に
よ
っ
て
妥
当
性
を
導
く
こ
と
の
要
求
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
学
説
史
上
は
、
我
妻
相
関
関
係
論
の
も
っ
て
い
た
一
面
で
あ
る
準
縄
の
考
え
方
の
後
退
で
あ
り
、
直
接
的
に
は
新
受
忍
限
度
論

へ
の
橋
渡
し
、
し
か
し
更
に
そ
れ
に
留
ま
な
い
・
学
説
に
よ
る
不
法
行
為
成
立
要
件
の
一
般
条
項
性
の
拡
大
傾
向
の
重
要
な
源
と
な
っ

た
、
と
位
置
付
け
う
る
。

（
1
）
　
こ
の
表
現
は
、

　
か
ら
と
っ
た
。

加
藤
「
不
法
行
為
の
類
型
化
の
意
義
」
私
法
四
一
号
〔
一
九
七
九
〕
一
七
八
頁
の
、
「
社
会
事
象
別
の
類
型
化
」
と
い
う
表
現



1
4

（
2
）
債
権
侵
害
と
営
業
侵
害
の
項
目
に
お
い
て
の
み
態
容
と
の
関
係
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
加
藤
『
不
法
行
為
』
＝
八
頁
以
下
、
一
二
二
頁
。

（
3
）
加
藤
・
前
掲
一
一
四
頁
㌻
一
二
五
頁
以
下
参
照
。

（
4
）
加
藤
「
公
害
問
題
に
つ
い
て
」
日
弁
連
・
昭
和
四
〇
年
度
特
別
研
修
叢
書
〔
一
九
六
六
〕
五
一
頁
。

（
5
）
加
藤
の
日
弁
連
講
演
を
こ
の
よ
う
に
み
る
も
の
、
広
中
俊
雄
「
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
を
め
ぐ
っ
て
」
日
弁
連
・
昭
和
四
噌
年

　
度
特
別
研
修
叢
書
〔
一
九
六
七
〕
↓
『
民
法
論
集
』
h
一
九
七
一
〕
二
一
＝
頁
。
本
文
で
い
う
「
論
理
的
矛
盾
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
柳

　
　
沢
弘
士
「
ケ
メ
ラ
ー
の
民
事
不
法
理
論
」
日
本
法
学
三
哺
巻
四
号
〔
一
九
六
六
〕
六
八
七
頁
以
下
。
　
　
　
　
覧

（
6
）
広
中
・
前
掲
二
二
二
頁
。
た
だ
し
広
中
論
文
（
講
演
）
は
解
釈
論
の
展
開
で
あ
っ
て
、
本
文
の
表
現
も
、
そ
の
当
時
、
加
藤
説
の
変
化
を
自
ら

　
　
の
主
張
の
方
向
の
中
で
位
置
付
け
る
と
い
う
コ
ン
テ
ス
ト
の
も
の
で
あ
っ
て
、
本
稿
と
は
叙
述
の
性
格
が
異
る
。

（
7
）
加
藤
「
公
害
法
の
現
状
と
展
望
」
法
学
セ
ミ
ナ
！
一
三
二
号
〔
一
九
六
七
〕
で
も
、
要
件
一
元
論
の
存
在
は
指
示
さ
れ
て
い
な
い
（
六
六
頁
、

　
　
六
八
頁
参
照
）
。
こ
の
論
文
が
翌
年
出
版
さ
れ
た
於
藤
編
『
公
害
法
の
生
成
と
展
開
』
〔
一
九
六
八
〕
に
所
収
さ
れ
る
に
際
し
て
、
一
元
論
へ
の
メ

　
　
ソ
シ
甥
払
が
付
加
さ
わ
て
い
る
。

（
8
）
た
だ
し
、
加
藤
は
、
そ
の
後
も
新
受
忍
限
度
論
に
加
わ
る
こ
と
は
な
い
（
「
公
害
訴
訟
と
不
法
行
為
論
（
3
完
）
」
N
B
L
哨
四
八
号
〔
一
九
七

　
　
七
〕
一
五
頁
参
照
）
。
し
か
し
、
新
受
忍
限
度
登
場
当
時
、
そ
れ
に
好
意
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
窺
え
る
。
例
え
ば
、
「
最
近
で
は
、
故
意
過
失
と
違

　
　
法
性
と
を
ま
と
め
て
考
え
ゐ
考
え
方
も
出
て
き
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
い
ち
お
う
伝
統
的
な
分
け
方
に
従
っ
て
…
…
」
（
加
藤
編
・
前
掲
書
二

　
　
二
頁
）
と
い
う
表
現
噂
ま
た
、
野
村
好
弘
と
の
共
著
『
事
故
責
任
』
〔
一
九
六
八
〕
の
存
在
（
そ
こ
で
の
一
元
論
の
主
張
は
野
村
の
執
筆
と
推
測

　
　
さ
れ
る
が
）
。

（
9
）
こ
の
二
つ
の
概
念
は
、
同
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
（
加
藤
・
私
法
四
一
号
一
七
七
頁
）
。

（
1
0
）
平
井
宜
雄
『
損
害
賠
償
法
の
理
論
』
〔
一
九
七
哺
〕
三
九
九
頁
註
ω
。

（
1
1
）
加
藤
「
日
本
不
法
行
為
法
の
今
日
的
課
題
」
法
律
時
報
三
六
巻
五
号
〔
一
九
六
四
〕
ー
『
民
法
に
お
け
る
論
理
と
利
益
衡
量
』
〔
一
九
七
四
〕
噌

　
　
七
七
頁
註
ω
。
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、



枷仲
題課
と向動

の
論
性法違

　

失過
る
けおに学法為行法不

代現
1
5

（
1
2
）
等
『
注
釈
民
法
⑲
甲
六
三
頁
以
下
ρ
加
藤
・
私
法
四
一
号
一
七
八
頁
。
　
　
　
　
c
　
　
　
　
　
　
．
一
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（
1
3
）
平
井
℃
前
掲
三
九
九
頁
註
e
、
四
二
〇
頁
。
広
中
（
発
言
）
「
不
法
行
為
理
論
の
展
望
」
私
法
四
一
号
二
〇
五
頁
。
’
平
井
は
、
加
藤
『
不
法
行

，
為
↑
、
に
対
七
て
く
乎
井
・
互
九
九
頁
註
e
）
と
、
『
注
釈
民
法
』
に
対
し
て
（
平
井
・
三
九
九
頁
註
e
ー
そ
こ
で
は
、
「
と
く
に
」
と
し
て
い
る
ー

　
　
四
二
〇
頁
、
ま
た
四
二
嚇
頁
註
7
（
三
六
）
）
と
も
に
批
判
す
る
。
広
中
は
『
注
釈
民
法
』
を
批
判
す
る
。
広
中
が
加
藤
『
不
法
行
為
』
の
類
型
化

　
　
に
は
碁
礎
淋
あ
る
と
考
え
て
い
た
芝
は
思
え
な
い
か
ら
、
『
注
釈
民
法
』
は
よ
り
問
題
が
大
き
い
と
考
え
た
と
読
め
る
。

（
1
4
）
加
藤
摂
私
法
四
一
－
号
一
、
七
九
頁
而
な
お
、
前
註
の
批
判
に
対
し
て
、
加
藤
説
を
支
持
す
る
も
の
に
、
森
島
昭
夫
「
過
失
と
違
法
性
⇔
ー
不
法
行

　
　
為
法
講
義
（
一
二
）
」
，
法
学
教
室
二
七
〔
一
九
八
二
〕
五
九
頁
註
（
2
）
が
あ
る
。
’
過
失
判
断
に
お
け
る
結
果
回
避
義
務
（
注
意
義
務
）
の
内
容
決

　
　
定
に
と
っ
て
の
有
用
性
を
根
拠
と
す
る
。
従
っ
て
、
そ
こ
で
加
藤
説
に
よ
る
類
型
化
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
・
『
不
法
行
為
』
で
の
過
失

　
　
類
型
の
よ
う
で
あ
る
（
正
確
に
は
そ
れ
と
も
同
じ
で
は
な
い
が
、
『
注
釈
民
法
』
の
そ
れ
と
は
よ
り
異
な
る
し
、
加
藤
睡
野
村
・
前
掲
書
の
そ
れ

　
　
と
も
異
な
っ
て
い
る
）
。
森
島
に
よ
る
加
藤
説
理
解
に
関
し
て
は
、
次
の
二
つ
の
点
に
疑
問
が
あ
る
。
第
一
は
、
『
注
釈
民
法
』
の
類
型
論
も
同
様

　
　
に
支
持
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
、
第
二
は
、
筆
者
も
、
注
意
義
務
措
定
の
た
め
に
類
型
論
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
は
同
意
す
る
が
、
加

　
　
藤
・
『
不
法
行
為
』
の
類
型
論
に
も
基
準
と
な
る
視
点
が
欠
け
て
い
る
こ
と
へ
の
対
処
を
ど
の
よ
う
に
行
な
お
う
と
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と

　
　
で
あ
る
。
加
藤
説
の
類
型
論
の
変
化
に
つ
い
て
、
中
山
充
「
戦
後
不
法
行
為
法
理
論
史
の
素
描
」
香
川
大
学
経
済
論
叢
五
三
巻
三
弩
〔
一
九
八
一
〕

　
　
四
互
二
頁
以
下
も
参
照
．

（
1
5
）
加
藤
『
不
法
行
為
』
一
二
七
頁
註
（
六
）
．

（
1
6
）
加
藤
・
前
掲
一
二
六
頁
．

（
1
7
）
加
藤
「
公
害
問
題
に
つ
い
て
」
四
四
頁
。
『
公
害
法
の
生
成
と
展
開
』
三
頁
以
下
。
ま
た
、
『
不
法
行
為
（
増
補
版
）
』
〔
一
九
七
四
〕
二
九
〇
頁

　
以
下
の
叙
述
参
照
℃

（
1
8
）
加
藤
『
公
害
法
の
生
成
と
展
開
』
二
二
頁
以
下
、
『
不
法
行
為
（
増
補
版
）
』
二
九
二
頁
以
下
。

（
1
9
）
加
藤
・
N
B
L
一
四
八
号
蝋
四
頁
、
ま
た
、
「
同
名
論
文
（
2
）
」
N
B
L
一
四
七
号
〔
一
九
七
七
〕
二
五
頁
。
ま
た
、
『
不
法
行
為
法
（
増
補



1
6

　
版
）
』
二
九
一
頁
以
下
で
、
四
大
公
害
訴
訟
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
文
引
用
の
な
か
で
の
、
「
原
則
と
し
て
」
と
い
う
こ
と
は
、
相
関
判
断
の
中

　
　
で
の
例
外
の
存
在
を
積
極
的
に
予
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
こ
で
違
法
性
阻
却
事
由
が
考
え
ら

　
　
れ
て
い
る
と
は
読
み
に
く
い
（
違
法
性
阻
却
事
由
な
ら
他
の
利
益
で
も
同
様
に
現
わ
れ
る
）
。

（
2
0
）
我
妻
に
お
い
て
は
、
「
被
侵
害
利
益
の
種
類
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
（
『
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
邸
噌
二
五
頁
、
一
二
七
頁
）
。
加

　
藤
『
不
法
行
為
』
一
〇
六
頁
で
は
、
「
種
類
及
び
性
質
」
と
し
て
い
る
。
「
重
大
性
」
（
後
述
す
る
よ
う
に
新
受
忍
限
度
論
で
は
、
「
程
度
」
と
い
う

　
表
現
が
多
い
）
と
い
う
表
現
へ
の
変
化
が
、
考
え
方
の
相
違
を
直
裁
に
示
し
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
被
侵
害
利
益
評
価
の
方
法
の
一
担

　
　
が
現
わ
れ
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
（
逆
の
こ
と
、
つ
ま
り
「
種
類
・
性
質
」
と
い
う
表
現
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
そ
れ
が
自
覚
的
に
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
）
。
な
お
、
加
藤
説
に
限
ら
ず
ほ
と
ん
ど
の
説
が
、
被
侵
害
利
益
の
重
大
さ
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い

　
　
る
こ
と
、
そ
し
て
、
我
妻
説
も
そ
う
で
あ
る
と
み
て
い
る
ら
し
い
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
（
た
だ
し
、
広
中
『
債
権
各
論
講
義
』
〔
一
九
七
九
〕
四

　
　
三
一
頁
は
、
質
と
し
て
い
る
）
。
　
　
　
　
’

（
2
1
）
加
藤
『
公
害
法
の
生
成
と
展
開
』
三
二
頁
以
下
。

（
2
2
）
加
藤
「
公
害
問
題
に
つ
い
て
」
五
五
頁
。
「
常
識
」
に
つ
い
て
は
、
ま
た
、
加
藤
「
法
解
釈
学
に
お
け
る
論
理
と
利
益
衡
量
」
，
『
現
代
法
（
1
5
）
』

　
　
〔
一
九
六
六
〕
↓
『
民
法
学
に
お
け
る
論
理
と
利
益
衡
量
』
二
五
頁
。
こ
の
こ
と
ば
は
、
加
藤
に
お
い
て
、
重
要
か
つ
領
域
的
に
限
定
さ
れ
な
い
一

　
　
般
性
を
も
つ
。
具
体
的
な
判
決
に
対
し
て
の
、
こ
の
姿
勢
の
現
わ
れ
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
四
日
市
判
決
に
関
す
る
発
言
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
一
四

　
　
号
〔
一
九
七
二
〕
四
一
頁
）
参
照
。

（
2
3
）
加
藤
、
私
法
四
噌
号
一
七
七
頁
。

（
2
4
）
本
文
の
叙
述
は
、
英
米
法
思
考
に
由
来
す
る
も
の
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
非
難
の
意
味
は
入
っ
て
い
な
い
、
念
の
た
め
。

（
％
）
加
藤
・
前
掲
一
七
八
頁
。

（
2
6
）
航
空
機
事
故
に
つ
い
て
、
「
法
解
釈
学
に
お
け
る
論
理
と
利
益
衡
量
」
二
四
頁
以
下
、
「
日
本
不
法
行
為
法
の
今
日
的
課
題
」
一
八
四
頁
、
製
造

　
　
物
責
任
に
つ
い
て
、
『
注
釈
民
法
ω
』
一
三
五
頁
、
公
害
・
生
活
妨
害
に
つ
い
て
、
「
公
害
法
の
生
成
と
展
開
』
二
三
頁
参
照
。
医
療
事
故
に
つ
い
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て
は
、
他
の
論
稿
の
中
に
、
解
釈
上
の
明
示
的
無
過
失
責
任
の
主
張
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
加
藤
・
鈴
木
潔
監
修
『
医
療
過
誤
紛
争

　
を
め
ぐ
る
諸
問
題
』
〔
一
九
七
六
〕
。

（
2
7
）
加
藤
「
日
本
不
法
行
為
法
の
今
日
的
課
題
」
一
八
四
頁
。

（
認
）
加
藤
「
法
解
釈
学
に
お
け
る
論
理
と
利
益
衡
量
」
二
五
頁
。
本
文
の
手
続
に
続
い
て
、
「
実
質
的
な
利
益
衡
量
の
類
似
す
る
も
の
を
ま
と
め
て

　
　
一
つ
の
類
型
と
し
て
構
成
」
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
（
二
七
頁
）
。
し
か
し
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
「
類
型
」
は
、
「
社
会
事
象
を
横
に
並
べ

　
た
」
（
加
藤
・
私
法
四
一
号
一
七
八
頁
）
類
型
と
は
意
味
が
異
な
る
。
前
者
は
、
衡
量
結
果
の
（
あ
る
程
度
の
）
一
般
化
と
い
う
操
作
の
産
物
と

　
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
、
そ
の
よ
う
な
操
作
を
経
な
い
事
故
類
型
で
あ
る
。

（
2
9
）
加
藤
「
法
解
釈
学
に
お
け
る
論
理
と
利
益
衡
量
」
二
八
頁
。
論
理
構
成
は
、
導
出
さ
れ
た
規
準
の
既
存
の
規
準
と
の
論
理
的
無
矛
盾
性
を
示
す

　
　
こ
と
、
と
い
う
「
解
釈
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
の
他
に
、
そ
の
規
準
の
政
策
的
評
価
体
系
の
中
で
の
位
置
を
表
現
す
る
と
い
う
意
義
も
も
ち

　
う
る
。
加
藤
の
方
法
論
に
は
、
こ
の
関
心
は
な
い
。

（
3
0
）
加
藤
「
日
本
不
法
行
為
法
の
今
日
的
課
題
」
一
八
四
頁
。
な
お
、
一
般
条
項
運
用
と
い
う
視
点
か
ら
で
は
な
い
が
、
加
藤
の
欠
歓
構
成
を
、
解

　
釈
作
業
の
放
棄
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
批
判
す
る
も
の
に
、
北
川
善
太
郎
「
担
保
責
任
」
新
民
法
演
習
〔
一
九
六
八
〕
二
〇
三
頁
。

（
3
1
）
加
藤
「
公
害
訴
訟
と
不
法
行
為
ω
」
N
B
L
一
四
六
号
〔
一
九
七
七
〕
九
頁
。

第
三
章
新
受
忍
限
度
論

顯
、

ｵ
〇
九
条
の
一
般
条
項
性
は
、
加
藤
説
に
続
く
新
受
忍
限
度
論
に
よ
る
過
失
・
違
法
性
の
一
元
化
に
よ
っ
て
更
に
拡
大
さ
れ
た
。

新
受
忍
限
度
論
は
、
ま
ず
、
公
害
と
い
う
事
象
類
型
を
対
象
に
、
そ
こ
で
の
「
判
決
に
あ
ら
わ
れ
た
故
意
・
過
失
お
よ
び
違
法
性
の



1
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

考
え
方
を
考
察
し
、
…
…
受
忍
限
度
に
よ
る
統
一
的
判
断
を
提
唱
」
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
こ
の
主
張
者
は
、
加
藤
説
の
違
法
性
受
忍
限
度
論
を
ニ
ュ
ー
サ
ソ
ス
判
例
の
分
析
に
よ
っ
て
支
持
す
る
と
と
も
に
、
過
失
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

も
、
こ
の
考
え
方
が
「
い
ま
ま
で
に
存
在
す
る
多
く
の
判
決
の
中
か
ら
導
き
出
さ
れ
う
る
も
の
」
と
す
る
。
即
ち
、
諸
判
決
に
お
い

て
、
「
過
失
は
、
も
は
や
主
観
的
心
理
状
態
の
問
題
を
離
れ
て
客
観
的
な
問
題
、
す
な
わ
ち
受
忍
限
度
を
こ
え
た
侵
害
を
防
止
す
る
た

め
の
相
当
な
手
段
を
講
じ
た
か
否
か
・
と
い
う
こ
と
の
問
題
と
し
て
愛
ら
れ
て
い
璽
ま
た
・
い
く
つ
か
の
判
決
に
お
い
て
、
「
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

意
・
過
失
が
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
受
忍
限
度
で
勝
敗
が
決
せ
ら
れ
て
い
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
も
こ
の
主
張
の
根
拠
と
す
る
。
こ
の

一
元
化
の
主
張
の
こ
れ
ま
で
の
過
失
論
と
の
最
大
の
相
違
は
、
予
見
可
能
性
を
過
失
の
不
可
欠
の
要
素
と
せ
ず
、
受
忍
限
度
判
断
の
一

　
（
6
）

要
因
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。

二
、
こ
の
新
受
忍
限
度
論
は
、
公
害
と
い
う
事
象
類
型
に
お
い
て
唱
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
類
型
を
こ
え
た
不
法
行
為
一
般
へ
の
拡
大
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

い
う
考
え
方
も
当
初
か
ら
処
々
に
現
わ
れ
て
い
た
。
た
し
か
に
、
他
方
で
は
、
こ
の
類
型
に
限
定
す
る
表
現
も
み
ら
れ
る
か
ら
、
厳
密

に
い
え
ば
、
こ
の
主
張
は
、
公
害
類
型
に
限
る
の
か
、
限
ら
な
い
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
類
型
に
拡
大
さ
れ
る
も
の
な
の
か
或
い
は

一
般
不
法
行
為
法
の
変
革
に
至
る
も
の
な
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
淡
路
説
は
、
受
忍
限
度
と
い
う
表
現
を
す
て
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

つ
も
、
予
見
可
能
性
を
必
要
と
し
な
い
。
ま
た
要
件
を
一
元
化
し
た
過
失
論
を
一
般
不
法
行
為
法
レ
ベ
ル
で
展
開
し
、
ま
た
、
野
村
説

で
は
、
一
元
的
規
準
を
、
七
〇
九
条
の
外
の
「
解
釈
上
の
特
別
の
不
法
行
為
で
あ
る
」
と
す
る
が
、
「
こ
の
…
…
意
味
で
の
受
忍
限
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
考
え
方
を
今
後
ひ
ろ
く
と
り
入
れ
て
い
く
の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
、
他
の
類
型
へ
の
拡
大
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

七
〇
九
条
の
解
釈
と
す
る
か
そ
の
外
と
す
る
か
は
一
ま
ず
お
く
と
し
て
、
受
忍
限
度
に
よ
る
一
元
化
（
淡
路
は
こ
の
表
現
を
捨
て
る
が

実
質
は
変
わ
ら
な
い
）
と
い
う
、
そ
れ
自
体
と
し
て
七
〇
九
条
の
一
般
条
項
性
の
拡
大
で
あ
る
主
張
は
、
領
域
的
に
も
、
公
害
類
型
に

限
ら
れ
た
主
張
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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9

　
こ
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
受
忍
限
度
と
い
う
「
規
準
」
の
性
格
の
確
定
が
一
層
重
要
に
な
り
、
ま
た
そ
の
た
め
に
は
、
価
値
視
点
の
所

在
が
問
題
と
な
る
。

三
、
受
忍
限
度
判
断
の
方
法
に
つ
い
て
、
野
村
説
は
、
「
損
害
の
程
度
な
ど
被
害
者
側
の
事
情
」
と
「
加
害
者
側
の
事
情
や
周
囲
の
状

　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

況
等
も
勘
案
」
す
る
と
し
、
淡
路
説
は
、
一
元
化
し
た
過
失
判
断
に
つ
い
て
、
「
抽
象
的
に
は
、
被
侵
害
利
益
の
性
質
お
よ
び
程
度
（
被

侵
害
利
益
の
重
大
さ
）
と
加
害
行
為
の
態
様
と
の
相
関
衡
量
に
よ
っ
て
過
失
の
有
無
が
判
断
さ
れ
る
（
な
お
、
軽
微
な
被
害
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
（
1
4
）

は
地
域
性
が
考
慮
さ
れ
る
）
」
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
定
式
で
は
、
加
藤
説
と
同
様
、
判
断
規
準
の
量
へ
の
還
元
が
特
色
的
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
新
受
忍
限
度
論
が
、
規
準
の
提
示
と
し
て
よ
り
、
判
断
要
因
の
提
示
と
い
う
性
格
を
も
つ
こ
と
を
現
わ
す
も
の
の
一
つ
で

あ
る
。
次
の
問
題
は
こ
れ
ら
の
利
益
・
要
因
を
位
置
付
け
、
意
義
付
け
る
実
質
的
評
価
視
点
の
所
在
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
一
元
的
規
準
へ
の
選
択
は
、
勿
論
、
裁
判
例
分
析
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
判
例
理
解
を
も
規
定
し

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
（
1
6
）

て
い
る
実
践
的
選
択
が
あ
る
。
淡
路
は
、
実
質
的
理
由
を
、
「
第
一
に
、
最
善
の
防
止
設
備
を
講
じ
て
も
な
お
発
生
す
る
損
害
や
予
見

不
可
能
な
損
害
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
受
忍
限
度
を
越
え
る
も
の
で
あ
れ
ば
賠
償
の
対
象
と
な
る
の
が
、
危
険
な
活
動
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
利
益
を
得
て
い
る
企
業
が
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
義
務
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
当
然
で
あ
る
。
第
二
に
、
受
忍
限
度
論
は
、
す

べ
て
の
種
類
の
公
害
に
適
用
で
き
る
。
第
三
に
、
受
忍
限
度
論
は
、
加
害
者
と
被
害
者
の
事
情
を
相
関
的
に
判
断
す
る
に
適
し
た
弾
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

性
の
あ
る
枠
組
み
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
第
一
点
と
第
三
点
に
主
張
の
眼
目
が
あ
り
、
第
三
点
で
い
う
弾
力
的
判
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

の
方
法
を
介
し
て
、
第
一
点
の
い
う
「
厳
し
い
義
務
」
が
課
さ
れ
る
と
い
う
実
際
上
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

こ
の
第
一
点
、
第
三
点
は
と
も
に
、
「
衡
平
な
損
害
の
分
担
」
を
最
終
的
な
根
拠
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
「
今
後
の
不
法
行
為
の

方
向
は
、
少
く
と
も
要
件
論
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
加
害
者
に
対
す
る
非
難
、
制
裁
を
第
二
義
的
な
も
の
と
し
、
被
害
者
の
救
済
1
1
損
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
）

の
填
補
を
第
一
義
的
な
も
の
と
す
る
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。



⑳

　
た
し
か
に
、
要
件
で
な
く
諸
要
因
を
示
し
つ
つ
求
め
る
受
忍
限
度
・
相
関
関
係
判
断
に
つ
い
て
内
容
が
何
も
示
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
生
命
・
身
体
侵
害
は
、
「
き
わ
め
て
重
大
で
あ
っ
て
、
…
…
と
お
て
い
受
忍
限
度
内
と
は
い
い
え
な
い
」
と
さ

れ
、
実
際
的
に
総
合
的
較
量
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
「
単
な
る
精
神
的
苦
痛
や
生
活
上
の
不
便
益
」
「
財
産
的
損
害
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

は
、
…
…
生
業
に
対
す
る
…
…
以
外
の
侵
害
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
提
案
か
ら
は
、
被
侵
害
利
益
に
、
受
忍
限
度
判
断
に
と
つ

て
の
実
際
上
規
定
的
な
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
、
あ
く
ま
で
一
つ
の
要
因
に
つ
い
て

の
「
重
大
さ
」
判
断
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
被
侵
害
利
益
が
一
定
の
視
点
か
ら
性
質
に
基
づ
い
て
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
と
っ
て
の
規
準
の
構
成
（
受
忍
限
度
と
い
う
一
般
的
規
準
の
分
化
）
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
損
害
分
担
論
は
、
形
式
的

論
拠
に
よ
る
救
済
の
拒
否
へ
の
批
判
と
し
て
登
場
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
質
的
判
断
要
求
と
い
う
こ
と
自
体
の
論
拠
と
は
な
り

得
て
も
、
そ
れ
と
し
て
積
極
的
に
一
定
の
分
担
内
容
の
方
向
を
表
現
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
損
害
の
重
大
さ
と
い
う

判
断
は
直
観
的
判
断
で
あ
っ
て
、
未
だ
、
「
損
害
の
衡
平
な
分
担
」
と
は
別
の
何
ら
か
の
実
質
的
分
類
視
点
に
基
づ
い
た
法
学
的
作
業

の
経
由
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
の
よ
う
な
、
被
侵
害
利
益
の
「
重
大
さ
」
に
よ
る
受
忍
限
度
判
断
の
内
容

例
示
が
、
体
系
の
中
で
の
利
益
衡
量
の
場
・
内
容
の
画
定
と
い
う
意
味
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
公
害
類
型
の

不
法
行
為
法
の
中
で
の
位
置
付
け
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
同
じ
理
由
に
よ
る
。

　
過
失
・
違
法
性
の
一
元
化
に
よ
っ
て
、
相
関
関
係
論
が
我
妻
に
お
い
て
準
縄
（
二
つ
の
柱
の
類
型
は
、
そ
の
具
体
化
と
し
て
の
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勿
）

縄
）
を
必
要
と
す
る
た
め
に
登
場
し
た
と
い
う
一
面
は
、
加
藤
説
を
経
て
、
新
受
忍
限
度
論
に
お
い
て
更
に
後
退
し
た
。

　
そ
の
後
、
淡
路
説
は
新
受
忍
限
度
論
の
根
拠
付
け
及
び
意
義
付
け
の
変
更
を
行
っ
て
い
る
。
即
ち
、
ま
ず
、
損
害
の
公
平
な
分
担
と

い
う
こ
と
の
内
容
の
不
明
確
さ
を
批
判
し
、
「
不
法
行
為
の
目
的
は
、
…
…
被
害
者
の
権
利
の
法
に
よ
る
客
観
的
な
保
障
（
保
護
）
に

（
お
）

あ
る
」
と
す
る
。
し
か
し
、
未
だ
こ
の
新
し
い
根
拠
付
け
か
ら
は
、
直
接
に
は
、
「
少
く
と
も
」
と
し
つ
つ
で
は
あ
る
が
、
「
被
侵
害
利



柳仲
題

堺餉細灘健澱肪臨醇彿稚黙
2
1

益
の
重
大
性
」
に
基
づ
く
、
帰
責
不
要
論
が
根
拠
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
損
害
分
担
論
に
よ
る
そ
れ
と
隔
た
る
こ
と
は
な
い
。

新
た
な
根
拠
付
け
に
伴
う
変
化
は
、
む
し
ろ
新
受
忍
限
度
論
の
意
義
付
け
に
あ
る
。
「
新
受
忍
限
度
論
に
も
と
つ
く
過
失
論
は
、
過
失

を
構
成
し
直
す
と
い
う
過
渡
的
な
形
を
と
り
つ
つ
、
こ
の
被
害
者
の
権
利
の
客
観
的
保
障
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能
に
し
た
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

注
意
す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
。
こ
こ
で
は
新
受
忍
限
度
論
の
意
義
は
、
柔
軟
な
対
応
に
で
は
な
く
、
そ
れ
を
排
除
し
た
無
過
失
責
任

を
可
能
に
す
る
こ
と
に
お
か
れ
て
い
る
。
予
見
可
能
性
を
は
す
ず
こ
と
を
メ
リ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
は
当
初
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゐ
）

そ
れ
は
柔
軟
な
対
応
に
よ
っ
て
可
能
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
淡
路
に
よ
る
新
た
な
根
拠
付
け
が
新
受
忍
限
度
論

の
内
容
を
も
変
化
さ
せ
て
い
く
の
か
は
な
お
不
明
で
あ
る
が
、
相
関
的
利
益
衡
量
を
か
っ
て
と
同
じ
よ
う
に
強
調
す
る
こ
と
は
な
く
な

る
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
の
意
義
付
け
の
変
化
は
、
総
合
考
量
批
判
に
応
え
て
の
、
利
益
衡
量
の
限
定
の
姿
勢
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
し
か
し
尚
、
事
象
類
型
と
被
侵
害
利
益
類
型
の
関
係
、
権
利
保
障
説
を
わ
が
国
で
の
解
釈
論
と
す
る
か
な
ど
、
流
動
的
で
あ
る
。

四
、
新
受
忍
限
度
論
は
、
当
初
か
ら
、
一
元
化
し
た
規
準
と
七
〇
九
条
の
論
理
的
整
合
に
つ
い
て
は
明
確
な
姿
勢
を
示
し
て
は
い
な
か

っ
た
。
「
そ
の
一
は
、
受
忍
限
度
を
超
え
て
い
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
れ
ば
、
過
失
お
よ
び
違
法
性
の
両
要
件
が
充
足
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
、
と
い
う
考
え
方
、
…
…
そ
の
二
は
、
受
忍
限
度
を
超
え
た
損
害
を
ひ
き
起
し
た
場
合
に
は
過
失
が
あ
り
、
他
方
、
違
法
性
要
件
は

こ
れ
を
不
要
と
す
る
考
え
方
、
…
…
そ
の
第
三
は
、
新
受
忍
限
度
論
に
よ
る
判
断
を
、
七
〇
九
条
に
よ
る
処
理
と
は
別
の
も
の
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

考
え
る
立
場
」
が
あ
り
う
る
と
し
、
「
い
ず
れ
の
構
成
を
と
る
べ
き
か
は
、
…
…
今
後
の
課
題
で
あ
る
」
と
し
て
い
た
。
の
ち
、
淡
路

　
　
　
　
　
　
　
　
（
幻
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

は
第
二
の
構
成
を
と
り
、
野
村
は
第
三
の
構
成
を
と
っ
た
。
も
っ
と
も
、
野
村
説
は
、
「
受
忍
限
度
を
こ
え
る
侵
害
が
あ
れ
ば
、
違
法

性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
過
失
の
要
件
も
充
た
さ
れ
る
」
と
し
て
お
り
、
そ
れ
が
「
特
別
の
不
法
行
為
類
型
」
で
の
過
失
・
違
法
性
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
事
実
上
の
無
過
失
責
任
」
で
あ
る
と
の
べ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
七
〇
九
条
の
外
の
も
の
で
あ
れ
、
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

失
の
解
釈
論
（
概
念
構
成
）
で
あ
る
こ
と
の
性
格
を
薄
め
て
は
い
る
が
、
尚
、
事
実
上
の
無
過
失
責
任
論
で
あ
っ
て
、
不
明
確
で
は
あ



2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

れ
、
尚
、
論
理
的
に
は
過
失
・
違
法
性
の
解
釈
論
と
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
欠
鋏
論
で
は
あ
っ
て
も
、
「
正
面
か
ら
」
無
過
失
責

任
論
を
と
る
加
藤
説
と
は
、
論
理
の
平
面
で
は
異
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
野
村
説
は
、
法
的
構
成
に
関
し
て
、
欠
鋏
論
の
も
つ
問
題

と
な
お
過
失
・
違
法
性
論
の
解
釈
論
で
あ
る
こ
と
の
論
理
的
整
合
性
と
い
う
二
つ
の
問
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
の
第

二
点
は
淡
路
説
に
共
通
す
る
〔
淡
路
説
に
お
い
て
は
七
〇
九
条
の
解
釈
論
と
す
る
か
ら
こ
の
点
は
不
可
避
（
た
だ
し
、
註
（
2
7
）
参

照
）
。
野
村
説
に
と
っ
て
は
、
欠
峡
論
を
徹
底
し
て
過
失
不
要
を
明
示
す
れ
ば
、
第
二
点
は
解
消
し
て
第
一
点
だ
け
に
な
る
〕
。

　
こ
の
第
二
点
は
、
予
見
可
能
性
を
は
ず
す
こ
と
が
、
過
失
を
な
ん
ら
か
の
注
意
義
務
違
反
と
構
成
す
る
こ
と
と
論
理
的
に
両
立
し
う

る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
淡
路
は
、
過
失
の
内
容
と
し
て
予
見
可
能
性
を
要
求
す
る
説
に
お
い
て
も
、
予
見
義
務
を
高
度
化
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

と
に
よ
っ
て
、
こ
の
要
請
は
事
実
上
形
骸
化
さ
れ
て
い
る
、
と
反
論
す
る
。
し
か
し
予
見
義
務
の
高
度
化
は
、
内
容
的
に
予
見
可
能
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舘
）
　
、
、
、

を
は
ず
す
こ
と
に
近
付
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
論
理
的
に
は
異
り
、
こ
こ
に
は
、
論
理
に
つ
い
て
の
方
法
論
上
の
立
場
の
相
違
が
現
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

れ
る
。
予
見
可
能
性
が
注
意
義
務
の
論
理
的
前
提
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
の
、
論
理
的
前
提
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
示
さ

　
　
　
　
（
製
）

れ
て
い
な
い
。
論
理
的
無
矛
盾
性
の
要
請
は
、
矛
盾
の
存
在
が
疑
が
わ
れ
た
と
き
に
無
矛
盾
性
を
示
し
う
る
と
い
う
こ
と
を
最
小
限
の

内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
新
受
忍
限
度
論
は
、
こ
の
無
矛
盾
性
を
示
す
こ
と
が
な
か
っ
た
。
野
村
説
に
現
わ
れ
る
欠
鋏
構
成
は
、

条
文
と
の
論
理
的
矛
盾
の
回
避
を
可
能
に
す
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
野
村
説
で
は
、
欠
訣
論
で
は
あ
っ
て
も
、
過
失
概
念
構

成
上
の
論
理
的
矛
盾
も
解
消
さ
れ
ず
に
留
ま
っ
た
。

　
新
受
忍
限
度
論
の
論
理
上
の
問
題
性
及
び
野
村
説
の
欠
映
構
成
は
、
論
理
構
成
に
つ
い
て
の
次
の
よ
う
な
考
え
方
に
由
来
す
る
。
即

ち
、
新
受
忍
限
度
論
に
と
っ
て
は
、
裁
判
例
の
な
か
か
ら
の
実
際
上
の
規
準
の
析
出
が
一
つ
の
関
心
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
こ
に
は
、
裁

判
上
の
自
由
な
規
範
創
造
の
考
え
方
が
あ
る
。
従
っ
て
、
受
忍
限
度
と
い
う
規
準
そ
の
も
の
が
重
要
で
あ
っ
て
、
規
準
の
構
成
概
念
の

論
理
的
説
明
は
関
心
事
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
規
準
が
過
失
要
件
の
解
釈
に
よ
る
の
か
、
無
過
失
論
で
あ
る
か
は
、
「
説
得
技
術
に
か



枷仲
題
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3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

か
わ
る
問
題
で
あ
っ
て
、
法
律
学
者
よ
り
も
む
し
ろ
実
務
家
の
仕
事
に
属
す
る
問
題
か
も
し
れ
な
い
L
と
す
る
。

　
条
文
と
関
係
さ
せ
る
こ
と
だ
け
が
法
律
論
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
規
準
が
条
文
の
解
釈
論
と
し
て
提
出
さ
れ
る
場
合
に

（
3
6
）
（
訂
）

は
、
条
文
と
論
理
的
に
矛
盾
し
な
い
こ
と
は
、
解
釈
論
で
あ
る
こ
と
の
論
理
的
条
件
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
国
家
権
力
の
発
動

が
論
理
的
な
矛
盾
の
上
に
根
拠
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
「
説
得
力
」
は
、
そ
の
法
的
構

成
の
も
つ
事
実
上
の
力
の
問
題
で
あ
り
、
論
理
的
無
矛
盾
性
は
そ
れ
以
前
の
法
的
構
成
の
有
無
の
問
題
で
あ
る
。

　
新
受
忍
限
度
論
が
論
理
的
問
題
性
を
か
か
え
た
ま
ま
過
失
論
を
維
持
し
た
の
は
、
法
的
構
成
の
正
当
化
論
に
加
え
、
法
律
学
の
外
に

お
い
た
そ
の
説
得
力
を
な
お
欲
し
た
こ
と
に
よ
る
。

五
、
新
受
忍
限
度
論
の
主
張
－
評
価
基
準
の
側
面
で
の
、
類
型
形
成
の
基
礎
1
1
実
質
的
評
価
基
準
を
伴
な
わ
な
い
こ
と
に
よ
る
、
一
元

的
判
断
の
一
般
化
に
よ
る
利
益
衡
量
領
域
の
拡
大
、
法
的
構
成
の
側
面
に
お
け
る
論
理
的
不
整
合
の
存
在
1
は
、
一
般
的
主
張
と
し
て

既
に
裁
判
所
に
よ
る
規
準
適
用
作
業
の
専
門
的
性
格
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
へ
の
働
き
か
け
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
、
新
受
忍
限

度
論
の
具
体
的
な
裁
判
に
対
す
る
批
評
は
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
野
村
は
、
新
潟
水
俣
病
判
決
に
対
し
て
、
「
本
件
に
お
い
て
認
定
さ
れ
て
い
る
具
体
的
事
実
関
係
を
み
る
と
過
失
を
認
定
す
る
こ
と

は
き
わ
め
て
容
易
で
あ
り
」
と
し
つ
つ
も
、
「
新
受
忍
限
度
論
に
た
て
ぽ
、
本
件
の
よ
う
な
…
…
重
大
な
侵
害
は
当
然
受
忍
限
度
を
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銘
）

え
る
こ
と
に
な
り
、
違
法
性
や
過
失
を
論
ず
る
ま
で
も
な
く
、
被
告
の
責
任
を
認
め
る
べ
き
こ
と
に
な
る
」
と
す
る
。
ま
た
、
淡
路

は
、
同
判
決
に
つ
い
て
、
そ
の
法
的
構
成
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
自
ら
の
主
張
と
し
て
は
、
「
企
業
者
は
人
身
被
害
と
い
う
『
受

忍
限
度
』
を
越
え
た
損
害
を
他
人
に
与
え
な
い
よ
う
措
置
す
る
…
…
義
務
を
負
っ
て
お
り
（
結
果
回
避
義
務
）
、
…
…
そ
の
よ
う
な
損

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紛
）

害
を
与
え
れ
ば
検
知
の
可
能
・
不
可
能
に
か
か
わ
ら
ず
過
失
が
あ
る
こ
と
に
な
る
」
と
す
る
。

新
受
忍
限
度
論
の
判
決
へ
の
こ
の
よ
う
な
対
応
に
臨
）
裁
判
所
の
過
失
認
定
の
た
め
に
要
す
る
原
告
の
負
担
を
な
く
す
と
い
う
意
図



忽

　
　
（
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

が
あ
る
。
ま
た
、
実
際
に
、
裁
判
官
の
中
で
も
、
実
質
的
評
価
と
し
て
、
無
過
失
責
任
論
へ
の
関
心
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

解
釈
に
よ
る
規
準
の
再
構
成
と
そ
れ
に
即
し
た
事
実
関
係
．
争
点
の
整
序
と
い
う
作
業
を
官
僚
制
裁
判
官
の
任
務
と
し
て
自
ら
に
課
す

考
え
方
は
、
被
害
者
救
済
の
要
請
へ
の
対
応
と
い
う
実
質
的
評
価
と
も
、
限
界
は
あ
る
と
し
て
も
そ
の
限
界
ま
で
は
、
矛
盾
す
る
こ
と

な
く
両
立
し
う
る
。
新
受
忍
限
度
論
者
の
提
案
は
、
こ
の
よ
う
な
職
務
理
解
に
基
づ
く
と
み
る
こ
と
の
で
き
る
（
す
べ
て
の
点
に
専
門

作
業
性
が
つ
く
さ
れ
て
い
る
か
は
別
の
問
題
と
し
て
）
諸
判
決
に
対
し
て
、
法
律
学
が
、
「
被
害
の
重
大
性
」
だ
け
を
理
由
と
し
て
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

決
を
下
す
べ
し
、
と
い
う
専
門
的
作
業
の
回
避
を
説
く
と
い
う
意
味
を
も
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
“
）

　
た
し
か
に
、
新
受
忍
限
度
論
は
「
提
唱
者
以
外
に
あ
ま
り
支
持
者
は
見
当
ら
な
い
」
し
、
ま
た
差
止
不
法
行
為
説
も
同
様
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
存
在
は
、
無
過
失
責
任
の
解
釈
論
的
実
現
と
い
う
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
学
説
に
対
し
そ
れ
へ

の
対
応
を
必
要
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
新
受
忍
限
度
論
は
加
藤
説
の
も
つ
直
観
的
性
格
を
、
川
島
理
論
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
展
開
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
不
法
行
為
成
立

要
件
の
一
般
条
項
性
の
拡
大
と
い
う
傾
向
を
最
も
明
確
な
形
で
表
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
相
関
関
係
論
の
流
れ
の
な
か

で
の
、
我
妻
説
が
一
面
と
し
て
も
っ
た
「
準
縄
」
の
要
請
の
一
層
の
後
退
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。

（
1
）
野
村
「
故
意
・
過
失
お
よ
び
違
法
性
」
加
藤
編
『
公
害
法
の
生
成
と
展
開
』
三
八
八
頁
、
他
に
、
三
九
一
頁
、
三
九
三
頁
。
淡
路
剛
久
「
公
害

　
に
お
け
る
故
意
・
過
失
と
違
法
性
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
五
八
号
〔
一
九
七
〇
〕
三
七
五
頁
。
新
受
忍
限
度
論
を
加
藤
説
と
あ
わ
せ
て
支
持
す
る
も

　
の
、
高
崎
尚
志
「
い
わ
ゆ
る
『
環
境
権
説
』
（
絶
対
権
説
）
と
受
忍
限
度
論
」
環
境
法
研
究
一
〔
一
九
七
四
〕
一
三
七
頁
以
下
。
そ
の
他
の
新
受

　
忍
限
度
支
持
は
、
伊
藤
高
義
『
演
習
民
法
・
債
権
』
〔
一
九
七
二
〕
四
七
二
頁
、
明
言
は
し
な
い
が
実
質
的
に
支
持
と
み
う
る
も
の
、
藪
重
夫
「
日

　
照
の
私
法
的
保
護
に
関
す
る
諸
問
題
」
北
大
法
学
二
五
巻
三
・
四
号
〔
一
九
七
四
〕
一
七
〇
頁
註
（
4
）
な
ど
。

（
2
）
野
村
・
前
掲
三
九
八
頁
。
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（
3
）
野
村
・
前
掲
三
八
七
頁
。

（
4
）
野
村
・
前
掲
三
九
一
頁
。
な
お
、
野
村
の
根
拠
と
す
る
判
決
理
由
に
お
け
る
構
成
を
、
大
審
院
大
阪
ア
ル
カ
リ
判
決
の
構
成
の
（
結
論
の
で
な

　
く
）
影
響
で
あ
る
と
し
て
、
異
っ
た
意
義
付
け
を
す
る
も
の
、
沢
井
裕
『
公
害
の
私
法
的
研
究
』
〔
一
九
六
九
〕
二
八
〇
頁
以
下
、
ま
た
、
西
原

　
道
雄
「
産
業
公
害
に
お
け
る
企
業
の
過
失
ω
」
事
故
と
災
害
二
巻
一
号
六
三
頁
。

（
5
）
野
村
・
前
掲
三
九
三
頁
。
淡
路
・
前
掲
三
七
三
頁
以
下
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
判
決
理
解
に
対
す
る
批
判
、
沢
井
・
前
掲
三
〇
八
頁
以
下
、
森

　
　
島
（
発
言
）
大
阪
弁
護
士
会
環
境
権
研
究
会
編
『
環
境
権
』
〔
一
九
七
三
〕
二
四
〇
頁
。
こ
の
批
判
へ
の
新
受
忍
限
度
論
の
対
応
は
、
淡
路
．
前

　
　
掲
参
照
。

（
6
）
野
村
・
淡
路
『
公
害
判
例
の
研
究
』
〔
一
九
七
一
〕
二
〇
頁
、
淡
路
『
公
害
賠
償
の
理
論
』
〔
一
九
七
五
〕
五
〇
頁
。

（
7
）
野
村
・
前
掲
三
九
三
頁
、
三
九
六
頁
。
野
村
『
公
害
の
判
例
』
〔
一
九
七
一
〕
は
し
が
き
三
頁
。

（
8
）
淡
路
・
ジ
ェ
リ
ス
ト
四
五
八
号
三
七
五
頁
、
野
村
・
淡
路
・
前
掲
二
一
頁
。
「
受
忍
限
度
論
」
に
関
し
て
、
野
村
・
淡
路
「
民
事
訴
訟
と
環
境

　
　
権
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
二
号
〔
一
九
七
一
〕
二
四
三
頁
。

（
9
）
淡
路
『
公
害
賠
償
の
理
論
』
一
一
一
頁
、
ま
た
九
八
頁
。
な
お
、
新
受
忍
限
度
論
を
不
法
行
為
法
一
般
の
場
面
の
も
の
と
理
解
す
る
も
の
、
加

　
　
藤
・
N
B
L
一
四
八
号
一
五
頁
。
た
だ
し
、
淡
路
説
に
は
、
近
時
、
製
造
物
責
任
に
関
し
て
で
は
あ
る
が
、
変
化
の
き
ざ
し
が
窺
え
る
。
淡
路

　
　
「
カ
ネ
ミ
訴
訟
と
食
品
製
造
関
連
企
業
の
責
任
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
五
六
号
〔
一
九
七
八
〕
四
八
頁
、
『
ス
モ
ソ
事
件
と
法
』
〔
↓
九
八
一
〕
一
七
五

　
　
頁
参
照
。

（
1
0
）
野
村
「
受
忍
限
度
に
つ
い
て
」
公
害
研
究
一
巻
三
号
〔
一
九
七
二
〕
七
一
頁
。
一
元
化
に
よ
る
七
〇
九
条
の
外
で
の
規
準
構
成
は
欠
歓
論
で
あ

　
　
る
が
、
加
藤
説
の
よ
う
に
「
正
面
か
ら
」
の
無
過
失
責
任
論
で
は
な
く
、
「
事
実
上
の
無
過
失
責
任
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
（
七
二
頁
）
。
他
の
類

　
　
型
に
関
し
て
は
、
医
療
事
故
に
つ
い
て
、
予
見
可
能
性
及
び
回
避
可
能
性
を
は
ず
し
て
被
害
の
重
大
さ
と
い
う
こ
と
に
よ
る
過
失
認
定
を
主
張
し

　
　
て
い
る
。
加
藤
・
鈴
木
前
掲
（
前
章
註
（
2
6
）
）
一
八
二
頁
。
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（
1
1
）
野
村
・
「
故
意
・
過
失
お
よ
び
違
法
性
」
四
〇
六
頁
。

（
1
2
∀
淡
路
・
『
公
害
賠
償
の
理
論
』
九
九
頁
。

（
1
3
）
淡
路
．
前
註
で
、
「
被
侵
害
利
益
の
種
類
及
び
程
度
」
（
同
・
九
六
頁
は
、
「
被
害
の
程
度
・
重
大
性
」
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
表
現
に
つ
い

　
　
て
も
、
加
藤
説
に
関
し
て
述
べ
た
こ
と
〔
前
章
註
（
2
0
）
及
び
該
当
本
文
〕
が
あ
て
は
ま
る
。
ま
た
、
態
容
に
つ
い
て
も
、
地
域
性
が
例
示
さ
れ

　
　
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
我
妻
説
の
相
関
判
断
の
一
方
の
柱
と
さ
れ
た
態
容
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
判
断
要
因
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
野
村
・
淡
路
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
二
号
二
四
三
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
沢
井
は
、
我
妻
・
加
藤
・
淡
路
を
同
一
の
相
関
関
係
方
式
と
し
て

　
　
い
る
（
沢
井
「
不
法
行
為
法
学
の
混
迷
と
展
望
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
九
六
号
〔
一
九
七
九
〕
八
四
頁
）
。
た
し
か
に
、
加
藤
・
淡
路
が
相
関
関
係

　
　
と
い
う
と
き
、
我
妻
説
と
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
学
説
史
的
に
は
、
我
妻
説
の
も
つ
噌
面
の
展
開

　
　
と
し
て
把
え
る
こ
と
と
同
時
に
、
そ
れ
か
ら
の
変
化
を
み
る
こ
と
の
両
方
が
必
要
で
あ
る
（
た
だ
し
、
沢
井
論
文
の
こ
の
叙
述
に
は
、
学
説
史
と

　
　
い
う
意
味
は
な
い
）
。

（
1
4
）
野
村
・
淡
路
・
前
掲
二
四
三
頁
で
は
、
生
命
・
身
体
被
害
、
財
産
被
害
に
つ
い
て
は
、
新
受
忍
限
度
論
の
妥
当
を
留
保
し
て
い
る
。
も
っ
と

　
も
、
そ
れ
ら
被
害
の
性
格
付
け
を
行
っ
た
う
え
で
は
な
い
。
な
お
、
新
受
忍
限
度
論
は
、
本
来
的
に
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
判
断
を
素
材
と
し
て
登

　
場
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
前
述
の
と
お
り
、
こ
の
こ
と
が
妥
当
領
域
の
限
定
に
導
い
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
の
た
め
に
、

　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
二
号
の
論
文
に
対
し
て
は
、
実
質
的
な
改
説
で
あ
る
と
の
批
評
が
な
さ
れ
た
。
楠
本
安
雄
「
（
書
評
）
『
環
境
権
』
」
民
商
七
〇

　
巻
五
号
〔
一
九
七
四
〕
九
〇
二
頁
）
。
し
か
し
、
「
公
害
」
類
型
で
の
大
き
な
問
題
は
、
生
命
・
身
体
被
害
で
あ
る
た
め
、
新
受
忍
限
度
論
は
、
予

　
見
可
能
性
は
ず
し
に
力
点
を
移
し
た
（
野
村
・
註
（
1
0
）
論
文
、
淡
路
・
前
掲
書
）
。
従
っ
て
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
二
号
論
文
で
の
上
述
留
保

　
　
は
、
そ
の
後
は
は
ず
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
更
に
そ
の
後
、
淡
路
説
で
は
、
受
忍
限
度
は
明
示
的
に
、
「
生
活
妨
害
タ
イ
プ
の
公
害
事
件
」

　
　
に
限
定
さ
れ
る
（
淡
路
・
高
橋
「
ヘ
ド
ロ
公
害
訴
訟
最
高
裁
判
決
へ
の
疑
問
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
三
三
号
〔
一
九
八
二
〕
二
五
頁
）
。

（
1
5
）
裁
判
例
理
解
に
と
っ
て
は
、
判
決
理
由
の
法
律
構
成
で
は
な
く
、
実
際
上
判
断
基
準
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
取
り
出
し
、
そ
れ
に
言
語
表
現
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（
こ
こ
で
は
受
忍
限
度
）
を
与
え
る
、
と
い
う
経
験
法
学
に
基
づ
く
方
法
を
主
張
者
は
意
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
方
法
が
、
新

　
受
忍
限
度
論
者
の
裁
判
例
分
析
を
他
の
論
者
の
そ
れ
と
異
っ
た
成
果
に
導
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
経
験
法
学
は
、
新
受
忍
限
度
論

　
自
ら
の
法
的
構
成
へ
の
姿
勢
に
よ
り
影
響
を
与
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
1
6
）
　
一
元
的
「
受
忍
限
度
」
が
公
害
類
型
に
お
い
て
実
際
に
規
準
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
裁
判
官
は
否
定
的
で
あ
る
。
松
野
嘉
貞
（
発
言
）
「
公
害

　
　
訴
訟
に
関
す
る
問
題
研
究
」
司
法
研
修
所
論
集
欄
九
七
一
－
亙
一
三
七
頁
、
鈴
木
潔
（
発
言
）
「
公
害
訴
訟
〈
第
二
回
〉
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
七
五

　
号
〔
一
九
七
一
〕
一
五
三
頁
。
ま
た
、
東
孝
行
『
公
害
訴
訟
の
理
論
と
実
務
』
〔
昌
一
九
七
一
〕
＝
二
六
頁
以
下
（
亮
だ
し
、
「
理
論
的
に
は
相
当
で

　
な
い
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
不
明
）
。
こ
れ
ら
の
反
応
は
、
文
脈
か
ら
い
っ
て
、
単
に
理
由
付
け
と
し
て
の
法
律
構
成
レ
ベ
ル
の
そ
れ
と
み
る

　
　
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
〔
護
銅
羅
麟
暗
、
し
の
留
さ
．
鋸
鱒
と
塞
黙
農
錘
罎
襲
髄
器
染
蕪
認
郵
離
務
驚
疑
礎
襲
醜
陛

　
　
瑠
濫
雛
塾
欝
騨
軌
華
極
漏
騨
砧
顎
〕
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（
1
7
）
淡
路
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
五
八
号
三
七
五
頁
。

（
1
8
）
第
二
点
は
内
容
が
理
解
し
が
た
い
。
危
険
責
任
が
問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
の
処
理
も
可
能
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
第
一
点
に
含
ま

　
　
れ
よ
う
。
こ
の
第
二
点
の
よ
う
な
表
現
は
、
淡
路
の
他
の
論
稿
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
、
註
（
1
4
）
参
照
。

（
1
9
）
淡
路
・
前
掲
三
七
五
頁
。

（
2
0
）
淡
路
・
『
公
害
賠
償
の
理
論
』
九
四
頁
。
予
見
可
能
性
説
批
判
に
は
、
本
文
第
一
点
の
他
に
、
個
人
で
な
く
企
業
が
責
任
主
体
に
な
る
た
め

　
　
に
、
意
思
の
問
題
と
す
べ
き
で
な
い
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
五
八
号
三
七
五
頁
、
『
公
害
賠
償
の
理
論
』
九
〇
頁
、
ま
た
、
野
村
．
淡
路
『
公
害
判
例

　
　
の
研
究
』
一
七
頁
）
、
予
見
可
能
性
は
実
際
上
判
断
規
準
と
し
て
機
能
し
て
い
な
い
（
野
村
・
淡
路
．
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
二
号
二
四
四
頁
、
淡
路

　
　
『
公
害
暗
償
の
理
論
』
九
二
頁
）
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
前
者
は
論
理
必
然
的
な
も
の
で
は
な
く
（
善
意
．
悪
意
と
い

　
　
っ
た
概
念
の
使
用
あ
り
）
、
後
者
は
、
他
の
判
決
理
解
の
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
沢
井
「
淡
路
剛
久
『
公
害
賠
償
の
理

　
　
論
』
（
民
法
学
の
あ
ゆ
み
）
」
法
律
時
報
四
九
巻
一
号
〔
一
九
七
三
〕
一
一
四
頁
は
、
同
書
に
よ
る
予
見
可
能
性
説
批
判
に
対
し
て
「
説
得
的
に
反
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論
で
き
な
い
」
と
の
べ
て
い
る
。

　
　
　
更
に
、
本
文
第
一
点
に
関
連
し
て
、
淡
路
は
、
予
見
可
能
性
の
立
証
の
困
難
さ
を
あ
げ
る
（
私
法
四
一
号
二
＝
二
頁
）
。
し
か
し
、
例
と
し
て
あ
げ

　
　
ら
れ
て
い
る
文
献
の
所
在
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
敗
訴
に
な
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
経
験
法
学
の
判
決
理
由
理
解
の

　
　
方
法
が
そ
こ
で
は
後
退
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
立
証
の
点
に
つ
い
て
は
、
ま
た
、
沢
井
「
食
品
・
薬
品
公
害
と
製
造
物
責

　
　
任
2
」
法
律
時
報
五
〇
巻
九
号
〔
一
九
七
八
〕
六
七
頁
参
照
（
た
だ
し
、
生
命
・
身
体
被
害
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
沢
井
の
批
判
は
あ
た
ら
な
い
）
。

（
2
1
）
淡
路
．
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
五
八
号
三
七
六
頁
。
新
受
忍
限
度
論
を
「
企
業
の
危
険
と
民
衆
の
安
全
と
の
調
和
を
は
か
る
意
図
の
も
と
に
不
法
行
為

　
　
成
立
を
制
限
し
よ
う
と
し
た
」
と
批
判
す
る
も
の
に
、
後
藤
典
夫
『
現
代
損
害
賠
償
論
』
〔
一
九
八
二
〕
二
九
頁
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
安
全
」
と

　
　
い
う
こ
と
が
生
命
．
身
体
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
新
受
忍
限
度
論
が
そ
れ
を
も
「
調
和
」
の
下
に
お
こ
う
と
し
た
、
ま
た
、
「
不
法
行

　
　
為
成
立
を
制
限
し
よ
う
と
し
た
」
と
す
る
の
は
、
批
判
対
象
の
正
確
な
理
解
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
環
境
権
論
者
か
ら
新
（
及
び
旧
）
受
忍
限

　
　
度
論
に
対
し
て
、
「
被
害
者
救
済
の
拒
否
に
有
力
な
働
き
を
し
て
い
る
」
と
い
う
批
判
が
行
な
わ
れ
て
い
る
（
久
保
井
一
匡
・
『
環
境
権
』
〔
一
九

　
　
七
三
〕
一
〇
四
頁
、
ま
た
一
〇
三
頁
）
。
こ
の
叙
述
は
、
文
脈
か
ら
み
て
、
損
害
賠
償
訴
訟
に
関
し
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
被
告
側
代
理
人
の
論

　
　
拠
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
．
、
と
へ
の
批
判
と
い
う
意
味
が
強
い
〔
霧
嚇
轟
響
難
毯
監
線
ド
講
ぬ
嬢
謙
ガ
簸
碑
焔
解
。
ま
た
、
奢
的

　
　
賠
償
を
主
張
す
る
立
場
（
同
書
一
〇
五
頁
）
か
ら
す
れ
ば
、
受
忍
限
度
論
の
成
立
要
件
論
が
狭
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
立
場
も
環
境
権

　
　
論
に
お
い
て
一
致
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
一
〇
五
頁
参
照
）
。
総
じ
て
、
学
説
史
上
、
新
受
忍
限
度
論
を
、
賠
償
法
上
内
容
的

　
　
に
救
済
を
狭
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
新
受
忍
限
度
論
の
過
失
論
へ
の
環
境
権
論
か
ら
の
批
判
に
は
、
予
見
可
能
性
は
ず
し
は
責
任

　
　
の
成
立
を
広
げ
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
同
書
）
一
五
三
頁
。

（
2
2
）
未
だ
検
討
を
経
て
い
な
い
（
と
く
に
我
妻
説
の
）
の
で
感
想
に
留
め
る
が
、
本
文
に
の
べ
た
こ
と
に
は
、
損
害
分
担
論
の
し
め
た
位
置
の
変
化

　
が
対
応
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
牧
野
・
我
妻
以
降
の
損
害
分
担
論
に
対
し
て
の
批
判
と
し
て
、
後
藤
・
前
掲
六
五
頁
以
下
。

（
2
3
）
淡
路
「
不
法
行
為
法
の
将
来
と
不
法
行
為
法
学
の
課
題
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
三
一
号
〔
一
九
八
一
〕
一
〇
三
頁
。
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2
9

（
2
4
）
淡
路
・
前
掲
一
〇
四
頁
。

（
2
5
）
淡
路
『
公
害
賠
償
の
理
論
』
九
五
頁
以
下
、
ま
た
、
野
村
・
公
害
研
究
一
巻
三
号
七
二
頁
。
一
時
期
は
む
し
ろ
、
「
総
合
的
、
弾
力
的
」
で
あ

　
　
る
こ
と
に
力
点
が
お
か
れ
て
い
た
。
野
村
・
淡
路
『
公
害
判
例
の
研
究
』
二
〇
頁
」
更
に
、
野
村
・
淡
路
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
二
号
二
四
三
頁
。

（
2
6
）
野
村
・
淡
路
『
公
害
判
例
の
研
究
』
一
八
頁
。

（
2
7
）
淡
路
『
公
害
賠
償
の
理
論
』
一
〇
九
頁
以
下
。
も
っ
と
も
、
新
受
忍
限
度
論
の
意
義
の
変
化
と
と
も
に
、
「
生
命
・
身
体
の
被
害
の
ケ
ー
ス
で

　
　
は
、
故
意
・
過
失
は
要
件
論
と
し
て
意
味
を
失
」
う
と
す
る
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
三
一
号
一
〇
四
頁
）
。
こ
れ
が
法
的
構
成
と
し
て
ど
の
よ
う
な
変

　
化
に
な
る
か
は
不
明
。
ま
た
、
同
『
ス
モ
ン
事
件
と
法
』
一
六
六
頁
以
下
、
一
七
五
頁
参
照
。

（
8
2
）
野
村
・
公
害
研
究
一
巻
三
号
七
一
頁
。

（
2
9
）
野
村
・
前
掲
七
二
頁
。

（
3
0
）
た
だ
し
野
村
に
は
、
「
違
法
性
や
過
失
を
論
ず
る
ま
で
も
な
く
」
と
い
う
表
現
も
あ
る
（
野
村
「
新
潟
水
俣
病
判
決
」
判
例
評
論
一
五
三
号

　
　
〔
一
九
七
二
〕
一
二
四
頁
）
。
違
法
性
・
過
失
の
再
構
成
な
の
か
、
お
よ
そ
そ
の
構
成
で
は
な
い
の
か
は
、
不
明
確
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
が
、

　
前
註
論
文
に
拠
れ
ば
、
再
構
成
と
読
ま
ざ
る
を
得
な
い
。
判
例
評
論
で
の
叙
述
は
、
「
判
決
の
よ
う
に
は
…
…
論
ず
る
ま
で
も
な
く
」
の
意
と
解

　
　
せ
な
く
は
な
い
。
な
お
、
好
美
は
、
野
村
説
を
、
受
忍
限
度
に
よ
っ
て
過
失
の
要
件
を
消
し
去
る
こ
と
に
解
釈
論
的
論
証
が
な
い
、
と
批
判
す
る

　
　
（
好
美
清
光
「
日
風
権
の
法
的
構
造
（
下
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
九
四
号
〔
一
九
七
一
〕
二
・
八
頁
、
た
だ
し
、
解
釈
論
的
論
証
と
い
う
こ
と
が
、
論
理

　
的
整
合
性
の
提
示
と
い
う
意
味
か
は
不
明
。
こ
の
批
判
を
支
持
す
る
も
の
、
沢
井
「
差
止
と
利
益
衡
量
」
法
律
時
報
四
三
巻
八
号
〔
一
九
七
一
〕

　
　
一
一
頁
、
同
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
九
六
号
（
八
三
頁
）
。
新
受
忍
限
度
論
の
実
質
的
内
容
は
過
失
要
件
の
消
去
（
要
因
化
）
と
い
っ
て
よ
い
が
、

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
論
理
の
平
面
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
好
美
・
前
掲
一
一
九
頁
註
（
＝
四
）
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
野
村
及
び
淡
路
の
論
稿
の
個
所
に
は
、
輔
元
的

　
　
判
断
の
主
張
は
行
な
わ
れ
て
い
て
も
、
過
失
要
件
を
は
ず
す
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
（
た
だ
し
、
そ
こ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
文
献

　
　
の
な
か
で
、
伊
藤
「
公
害
差
止
請
求
の
法
的
構
成
に
つ
い
て
」
彦
根
論
叢
一
四
三
号
〔
一
九
七
〇
〕
七
六
頁
、
八
哺
頁
は
、
受
忍
限
度
に
基
づ
く



3
0

　
　
貴
任
を
過
失
責
任
に
か
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
伊
藤
『
演
習
・
民
法
（
債
権
）
』
四
七
二
頁
参
照
）
。
な
お
、
好
美
論
文
の
当
該
個
所
は

　
　
差
止
の
不
法
行
為
的
構
成
へ
の
批
判
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
不
法
行
為
法
論
と
し
て
の
新
受
忍
限
度
論
批
判
に
も
な
っ
て
い
る
．

（
3
1
）
淡
路
『
公
害
賠
償
の
理
論
』
九
二
頁
。

（
3
2
）
た
だ
し
、
両
説
の
論
者
の
間
で
全
く
同
じ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
（
沢
井
・
法
律
時
報
五
〇
巻
九
号
六
七
頁
註
（
9
）
ー
瑞
疵

　
　
概
念
に
つ
い
て
の
叙
述
で
あ
る
が
、
沢
井
に
と
っ
て
は
、
そ
の
こ
と
は
重
要
で
は
な
い
ー
）
。

（
3
3
）
平
井
宜
雄
『
損
害
賠
償
法
の
理
論
』
〔
一
九
七
一
〕
四
〇
〇
頁
、
四
一
一
一
頁
．
ま
た
、
前
田
達
明
「
イ
ソ
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
件
（
判

　
　
批
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
四
二
号
〔
一
・
九
七
七
〕
↓
『
判
例
不
法
行
為
法
』
〔
一
九
七
八
〕
三
八
頁
、
同
「
沢
井
裕
『
不
法
行
為
法
学
の
混
迷
と
展

　
　
望
』
を
読
ん
で
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
九
八
号
〔
一
九
七
九
〕
一
一
四
頁
以
下
（
最
後
の
文
献
は
、
正
確
に
は
注
意
義
務
二
元
説
（
沢
井
）
批
判
）
、

　
　
更
に
、
川
井
健
「
不
法
行
為
法
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
一
九
号
〔
一
九
八
一
〕
四
六
頁
以
下
、
森
島
・
法
学
教
室
二
六
号
八
四
頁
、
八
七
頁
註
（
1
0
）

　
参
照
。

（
3
4
）
淡
路
は
、
コ
前
提
と
し
な
い
L
こ
と
の
可
能
性
を
別
の
論
理
を
示
す
こ
と
に
で
は
な
く
、
結
果
不
法
論
に
求
め
て
い
る
（
前
掲
九
八
頁
以
下
）
。

　
　
し
か
し
、
結
果
不
法
論
に
は
有
責
判
断
が
な
お
残
さ
れ
て
い
る
し
、
又
、
「
事
後
的
判
断
」
と
い
う
こ
と
は
、
結
果
不
法
論
批
判
老
の
表
現
で
あ

　
　
る
。

（
3
5
）
野
村
。
本
章
註
ω
論
文
四
〇
輔
頁
。
ま
た
、
続
け
て
、
「
従
来
の
解
釈
法
学
の
重
要
任
務
と
さ
れ
て
き
た
」
と
す
る
。
こ
こ
に
は
、
川
島
武
宜

　
　
に
よ
る
法
的
構
成
の
分
類
と
わ
が
国
の
法
律
学
の
特
徴
付
け
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。
川
島
「
法
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
記
号
的
技

　
　
術
」
川
島
編
『
経
験
法
学
の
研
究
』
〔
一
九
六
六
〕
五
七
頁
以
下
参
照
。

（
3
6
）
正
当
化
の
た
め
の
法
律
的
構
成
、
川
島
の
い
う
「
以
後
的
構
成
」
（
川
島
「
法
的
構
成
」
『
私
法
学
の
新
た
な
展
開
』
我
妻
先
生
追
悼
論
文
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
〔
一
九
七
五
〕
ー
『
川
島
武
宜
著
作
集
第
五
巻
』
〔
一
九
八
二
〕
三
二
八
頁
）
は
、
解
釈
論
の
輔
つ
の
型
或
い
は
機
能
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（
3
7
）
欠
欲
構
成
を
と
れ
ば
こ
の
問
題
は
回
避
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
欠
訣
構
成
は
、
自
由
な
規
範
創
造
と
い
う
実
質
的
内
容
上
の
問
題
の
他
に
、
論
理



枷仲
題

謙鮪細雄彊激肪陣灘彿磁獄
　
的
無
矛
盾
性
の
問
題
も
な
く
し
て
し
ま
う
か
ら
、
学
説
に
よ
る
こ
の
構
成
へ
の
選
択
は
、
権
力
に
と
っ
て
の
評
価
・
構
成
上
の
自
由
と
解
釈
論
者

　
　
の
自
ら
の
主
張
の
効
果
と
の
間
で
の
実
践
的
決
断
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
野
村
説
の
構
成
面
で
の
不
明
確
さ
は
、
正
面
か
ら
は
こ
の
選
択
に
向
か

　
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

（
認
）
野
村
・
判
例
評
論
一
五
三
号
一
二
五
頁
。
な
お
、
本
章
註
（
3
0
）
参
照
。

（
3
9
）
淡
路
・
前
掲
六
四
頁
註
（
9
）
。

（
4
0
）
そ
の
他
の
同
様
な
対
応
と
し
て
、
四
日
市
判
決
に
対
し
て
、
傍
論
に
関
し
て
で
は
あ
る
が
、
野
村
「
四
旧
市
判
決
の
意
義
と
周
題
占
e
法
学
セ

　
　
ミ
ナ
ー
二
〇
一
号
〔
一
九
七
二
〕
九
頁
、
福
岡
ヵ
ネ
ミ
油
症
判
決
（
福
岡
地
判
昭
和
五
二
年
一
〇
月
五
日
）
に
対
し
て
、
淡
路
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
六

　
五
六
号
四
八
頁
以
下
な
ど
。

（
4
1
）
淡
路
『
公
害
賠
償
の
理
論
』
九
輔
頁
。
ま
た
、
私
法
四
一
号
二
一
三
頁
。
本
章
註
（
2
0
）
参
照
。

（
4
2
）
鈴
木
（
発
言
）
・
司
法
研
修
所
論
集
一
九
七
｝
ー
豆
噸
二
九
頁
、
野
崎
（
発
言
）
同
一
三
三
頁
。

（
4
3
）
こ
の
観
点
か
ら
の
新
受
忍
限
度
論
批
判
と
よ
み
う
る
も
の
、
森
島
（
発
言
）
『
環
境
権
』
二
四
九
頁
。
な
お
、
判
例
に
よ
る
過
失
推
定
論
に
対

　
す
る
淡
路
の
批
判
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
五
六
号
四
八
頁
）
へ
の
森
島
の
反
論
（
「
ス
モ
ン
訴
訟
判
決
の
総
合
的
検
討
（
4
）
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
輔
七

　
　
〔
一
九
八
〇
〕
一
〇
四
頁
）
も
、
こ
の
関
連
で
読
み
う
る
。
ま
た
、
裁
判
官
の
反
応
と
し
て
顕
差
止
請
求
に
関
し
て
で
は
あ
る
が
、
野
崎
（
発

　
言
）
・
前
掲
輔
五
八
頁
参
照
。

（
4
4
）
森
島
・
法
学
教
室
二
六
号
八
四
頁
、
ま
た
、
淡
路
『
公
害
賠
償
の
理
論
』
九
六
頁
。

第
四
章
　
そ
の
他
の
学
説
と
成
立
要
件
の
一
般
項
性
の
拡
大

3
1

一
、

s
法
行
為
成
立
要
件
に
お
け
る
新
受
忍
限
度
論
は
、
個
々
的
に
は
相
互
に
対
立
点
も
あ
る
他
の
い
く
つ
か
の
説
と
と
も
に
、
一
般



3
2

条
項
性
の
拡
大
の
傾
向
を
造
り
出
す
も
の
で
あ
っ
た
。
新
受
忍
限
度
論
以
外
の
諸
説
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
立
脚
点
の
上
で
、
加
藤
説

を
我
妻
説
と
と
も
に
批
判
対
象
と
し
つ
つ
も
、
加
藤
説
に
よ
っ
て
開
ら
か
れ
た
傾
向
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
平
井
説
、
前
田

説
、
石
田
説
の
そ
れ
ぞ
れ
に
こ
の
性
格
を
み
蚤
．
旨
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

二
、
平
井
説
、
e
、
平
井
説
は
機
能
主
義
的
実
質
化
の
主
張
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
平
井
説
は
、
法
的
概
念
・
論
理
の
機
能

の
分
析
を
基
礎
と
し
て
の
、
実
質
的
な
価
値
判
断
の
認
識
・
予
測
の
た
め
の
「
理
論
」
で
あ
る
。
解
釈
論
的
作
業
は
、
こ
の
認
識
を
前

提
と
し
て
の
「
提
案
」
で
あ
る
。

　
平
井
説
は
、
ま
ず
、
違
法
性
概
念
の
機
能
の
分
析
か
ら
、
違
法
性
概
念
を
権
利
侵
害
要
件
の
拡
大
と
い
う
「
役
割
を
果
し
終
え
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
し
て
、
不
法
行
為
成
立
判
断
は
過
失
に
一
本
化
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
過
失
の
概
念
規
定
（
再
構
成
）
は
、
「
損
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

回
避
義
務
と
い
う
法
的
価
値
判
断
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
た
義
務
に
違
反
す
る
行
為
」
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
定
立
」
が
実
際
に

行
な
わ
れ
る
要
因
を
、
①
被
告
の
行
為
か
ら
生
ず
る
損
害
発
生
の
危
険
の
程
度
な
い
し
蓋
然
性
の
大
き
さ
、
㈹
被
侵
害
利
益
の
重
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

さ
、
価
損
害
回
避
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
犠
牲
に
さ
れ
る
利
益
と
右
ω
㈹
の
因
子
と
の
比
較
衡
量
、
に
ま
と
め
る
。

　
⇔
、
平
井
説
の
こ
の
再
構
成
及
び
要
因
の
提
示
が
、
彼
の
い
う
「
解
釈
論
的
提
案
」
な
の
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
以
下
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
か
ら
す
る
と
そ
う
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
平
井
は
、
法
解
釈
学
の
「
理
論
」
を
、
⑨
主
唱
者
の
法
的
な
価
値
判
断
お

よ
び
既
存
の
各
種
の
法
規
範
命
題
と
理
論
的
整
合
性
を
保
ち
つ
つ
説
明
す
る
た
め
の
論
理
な
い
し
概
念
の
構
成
物
を
提
供
す
る
も
の
、

⑤
裁
判
官
の
行
っ
て
き
た
法
的
処
理
と
価
値
判
断
お
よ
び
そ
の
理
由
づ
け
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
て
客
観
的
に
分
析
し
、
法
的
処
理
の

性
質
の
差
異
を
明
ら
か
に
し
析
出
す
る
と
と
も
に
そ
の
価
値
判
断
を
導
く
因
子
と
理
由
づ
け
と
を
論
理
的
に
整
合
的
命
題
と
し
て
構
成

し
て
判
決
行
動
の
客
観
的
科
学
的
認
識
を
可
能
な
ら
し
め
る
概
念
な
い
し
論
理
を
提
供
す
る
も
の
と
に
区
別
し
、
⑤
「
理
論
」
を
提
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
い
し
構
成
す
る
こ
と
が
損
害
賠
償
法
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
『
損
害
賠
償
法
の
理
論
』
で
は
、
⑤
理
論
の
提
示
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（
6
）

を
中
心
に
し
、
加
え
て
、
そ
れ
と
は
「
性
格
を
異
に
す
る
」
が
故
に
、
「
明
示
」
し
て
「
解
釈
論
的
提
案
」
が
試
み
ら
れ
る
と
す
る
。

従
っ
て
、
過
失
概
念
の
再
構
成
作
業
と
要
因
の
抽
出
に
つ
い
て
い
え
ぽ
、
第
一
に
、
平
井
の
こ
の
書
は
、
相
当
因
果
関
係
概
念
の
仮
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

問
題
性
を
明
ら
か
に
し
、
⑤
理
論
を
提
示
し
ま
た
解
釈
論
的
提
案
を
行
う
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
て
、
過
失
・
違
法
性
概
念
は
、
相
当
因

果
関
係
概
念
の
分
析
の
前
提
と
し
て
分
析
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
過
失
に
つ
い
て
の
解
釈
論
的
提
案
は
関
心
に
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

第
二
に
、
判
例
か
ら
の
そ
れ
ら
の
因
子
の
「
抽
出
作
業
」
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
「
一
定
の
理
論
的
視
角
」
は
、
上
述
⑤
理
論
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

る
。
第
三
に
、
他
の
解
釈
論
的
提
案
に
お
い
て
は
、
実
際
に
、
そ
の
旨
が
「
明
示
し
て
」
の
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
過
失
の
再
構
成
の

個
処
に
は
「
明
示
」
が
な
い
。
第
四
に
、
こ
の
再
構
成
の
提
示
の
の
ち
、
そ
の
反
面
と
し
て
の
実
践
的
帰
結
と
い
う
表
現
を
行
っ
て
い

　
　
　
（
1
0
）

る
こ
と
は
、
再
構
成
作
業
の
認
識
的
作
業
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
判
例
分
析
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
な
「
機

能
を
も
つ
『
過
失
』
概
念
の
意
味
は
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
か
」
と
い
う
作
業
は
、
平
井
が
「
再
構
成
」
と
い
っ
て
い
る
と
き
に
感

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

じ
さ
せ
る
解
釈
論
的
性
格
に
も
拘
わ
ら
ず
、
⑤
理
論
で
あ
る
と
解
し
て
よ
い
。

　
⇔
、
平
井
は
、
こ
の
再
構
成
の
「
反
面
と
し
て
生
ず
る
実
践
的
帰
結
は
、
『
過
失
』
を
前
述
の
よ
う
な
因
子
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

と
こ
ろ
の
法
律
上
の
価
値
判
断
で
あ
る
こ
と
を
正
面
に
押
し
出
し
、
そ
れ
を
裁
判
官
に
訴
え
る
こ
と
、
に
あ
る
」
と
す
る
。

　
平
井
の
⑤
型
理
論
の
構
成
の
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
関
心
は
、
「
実
務
」
と
③
「
理
論
」
と
の
乖
離
の
原
因
を
、
⑧
理
論
に
含
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

る
仮
象
問
題
性
に
み
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
作
業
は
、
目
的
た
る
予
測
と
い
う
こ
と
の
他
に
、
解
釈
論
的
作
業
に
と
っ
て
も
、
解
釈

論
の
提
示
す
る
規
準
の
も
ち
う
る
意
味
の
自
覚
に
有
用
で
あ
る
。
ま
た
、
裁
判
に
お
け
る
実
質
的
判
断
が
概
念
操
作
に
よ
っ
て
自
覚
さ

れ
な
い
或
い
は
隠
蔽
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
阻
止
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
と
い
う
意
味
で
の
裁
判
過
程
の
一
種
の
明
確
化
作
用
を
ー
平

井
の
表
明
さ
れ
た
意
図
か
ら
す
れ
ば
1
副
次
的
効
果
と
し
て
も
つ
。

　
し
か
し
、
本
稿
で
の
対
象
で
あ
る
、
過
失
・
違
法
性
学
説
に
と
っ
て
の
意
味
と
い
う
点
で
は
、
こ
の
再
構
成
作
業
は
、
そ
れ
と
し
て



3
4

は
認
識
の
た
め
の
理
論
で
あ
っ
て
も
、
第
一
に
、
実
質
的
判
断
の
存
在
を
前
提
し
、
そ
の
自
覚
を
求
め
つ
つ
、
そ
の
判
断
内
容
の
分
析

は
伴
な
わ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
質
的
判
断
と
い
う
こ
と
自
体
の
要
求
で
あ
る
と
い
う
面
を
も
つ
こ
と
、
第
二
に
、
◎
型
理
論
の
拒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

否
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
受
忍
限
度
論
と
方
法
的
基
礎
を
共
通
に
し
、
そ
れ
に
有
力
な
支
え
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
他
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

で
の
裁
量
論
で
あ
る
解
釈
論
的
提
案
や
損
害
賠
償
責
任
を
「
究
局
的
に
は
被
告
に
金
何
円
を
支
払
ら
わ
せ
る
の
が
妥
当
か
ど
う
か
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

う
具
体
的
問
題
に
帰
着
す
る
」
と
い
う
考
え
方
も
ま
た
こ
の
こ
と
に
あ
ず
か
っ
た
。
前
述
第
一
点
即
ち
、
「
分
析
」
が
、
概
念
の
機
能

に
の
み
向
け
ら
れ
て
い
て
、
実
質
的
価
値
判
断
の
分
析
・
分
類
に
は
向
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
同
書
の
叙
述
の
限
定
と

い
う
に
は
留
ま
ら
な
い
・
第
二
点
と
共
通
す
る
法
解
釈
学
に
対
す
る
見
方
に
由
来
す
る
。
「
解
釈
学
の
本
来
の
任
務
」
を
「
裁
判
の
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

由
付
け
を
統
一
的
・
体
系
的
に
構
成
す
る
と
い
う
」
こ
と
に
み
る
考
え
方
か
ら
は
、
解
釈
論
者
自
ら
の
価
値
の
体
系
化
で
あ
る
◎
型
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

論
の
入
る
余
地
は
な
い
。
仮
象
問
題
批
判
は
、
規
範
文
章
の
意
義
の
相
対
化
と
と
も
に
、
裁
判
で
の
実
際
的
規
準
を
取
り
出
し
、
再
構

成
す
る
と
い
う
こ
の
任
務
の
た
め
に
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
「
反
面
と
し
て
の
実
践
的
帰
結
」
と
し
て
、
実
践
的
選
択
の
契
機
が
表
面
化

さ
れ
る
が
、
「
本
来
の
任
務
」
に
と
っ
て
は
、
価
値
判
断
は
既
に
与
え
ら
れ
て
い
て
、
他
方
、
こ
の
選
択
へ
の
働
き
か
け
の
方
途
と
し

て
は
、
◎
型
理
論
は
拒
否
さ
れ
て
い
る
。
解
釈
学
説
が
、
説
得
の
た
め
の
技
術
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
へ
の
批
判
（
川
島
の
い
う
以

後
的
構
成
）
は
、
平
井
に
お
い
て
は
、
学
説
の
そ
の
よ
う
な
位
置
へ
の
批
判
（
そ
れ
は
実
質
的
評
価
に
連
な
る
）
で
な
く
、
説
得
の
技

術
で
あ
る
こ
と
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
。
「
説
得
」
が
、
非
権
力
者
か
ら
権
力
者
へ
の
政
策
的
な
働
き
か
け
の
一
つ
の
型
で
あ
る
こ
と
、

社
会
規
範
を
一
定
の
実
質
的
評
価
に
基
づ
い
て
、
権
力
作
用
を
拘
束
す
る
た
め
の
規
準
に
構
成
す
る
こ
と
の
も
ち
う
る
意
義
は
考
え
ら

　
　
　
　
（
2
0
）

れ
て
い
な
い
。

三
、
0
　
前
田
説
は
、
過
失
を
、
意
思
へ
の
非
難
と
す
る
こ
と
を
批
判
し
、
予
見
可
能
性
を
前
提
と
す
る
・
標
準
人
を
基
準
と
し
た
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

果
回
避
の
作
為
義
務
違
反
と
概
念
規
定
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
注
意
義
務
の
分
配
に
つ
い
て
、
第
一
に
、
当
該
危
険
が
誰
の
行
為
支
配
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範
囲
の
も
の
で
あ
る
か
、
第
二
に
、
当
該
危
険
の
程
度
す
な
わ
ち
事
故
発
生
の
可
能
性
、
第
三
に
、
被
侵
害
利
益
の
重
大
さ
、
第
四

に
、
行
為
義
務
設
定
に
よ
っ
て
制
限
を
受
け
る
利
益
が
、
過
失
の
前
提
た
る
行
為
義
務
決
定
の
た
め
の
利
益
衡
量
に
お
け
る
モ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
（
2
2
）

で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
こ
れ
ら
の
要
因
を
判
断
す
る
尺
度
は
、
当
該
裁
判
官
に
人
格
化
さ
れ
た
時
代
精
神
に
よ
る
と
さ
れ
る
。

　
前
田
説
に
お
い
て
、
こ
の
価
値
尺
度
と
な
る
基
本
的
視
点
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
行
為
不
法
論
を

展
開
す
る
考
え
方
の
中
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
・
裁
判
官
の
社
会
秩
序
維
持
者
と
し
て
の
地
位
で
あ
る
。
前
田
説
の
特
色
は
、
目
的

的
行
為
論
に
基
づ
く
行
為
不
法
論
に
あ
る
。
前
田
説
は
、
我
妻
・
加
藤
の
系
列
と
は
全
く
別
の
方
法
に
依
り
な
が
ら
、
刑
法
的
発
想
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

の
共
通
性
の
ゆ
え
に
、
規
準
の
一
般
条
項
性
の
拡
大
の
主
張
と
い
う
性
格
を
同
様
に
も
つ
も
の
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
⇔
　
前
田
は
、
要
件
論
と
効
果
論
の
結
び
つ
き
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
効
果
論
に
関
し
て
、
「
刑
法
学
と
損
害
賠
償
法
理
論
を
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
量
刑
論
が
大
切
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
量
刑
に
お
い
て
、
法
益
侵
害
の
程
度
や
加
害
者
の
態
様
が
量

刑
に
影
響
す
る
こ
と
、
損
害
賠
償
法
で
の
「
違
法
性
」
も
刑
法
と
「
同
じ
分
母
」
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
本
稿
の
対
象
で
あ
る
要
件
構
成
で
の
一
般
条
項
性
の
拡
大
と
結
び
つ
く
の
は
次
の
こ
と
に
よ
る
。
量
刑
は
、
罪
刑
法
定
主

義
と
い
う
国
家
対
私
人
間
で
の
人
権
保
障
か
ら
要
請
さ
れ
る
枠
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
中
で
は
、
一
種
の
行
政
と
し
て
の
性
格
を

も
っ
て
、
裁
量
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
刑
法
は
、
国
家
対
私
人
の
関
係
で
の
サ
ソ
ク
シ
ョ
ソ
発
動
規
準
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
裁
判

官
は
検
察
官
（
行
政
官
）
と
は
異
っ
て
、
私
人
に
対
す
る
関
係
で
社
会
秩
序
・
国
家
を
直
接
に
代
表
す
る
も
の
と
し
て
登
場
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
規
準
は
、
社
会
秩
序
と
人
権
保
障
の
緊
張
関
係
の
産
物
で
あ
っ
て
、
量
刑
は
、
そ
の
規
準
で
与
え
ら

れ
た
枠
内
で
の
、
社
会
秩
序
と
被
告
の
関
係
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
、
そ
し
て
尚
、
国
家
の
判
断
で
あ
る
。
被
害
者
と
被
告
の
私
人
間

の
関
係
は
、
そ
の
判
断
に
と
っ
て
直
接
的
に
重
要
な
も
の
と
し
て
は
登
場
し
な
い
。
権
利
義
務
規
範
が
裁
判
官
の
判
断
の
規
準
と
な
る



3
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
留
）

こ
と
は
な
い
。
そ
こ
で
は
社
会
秩
序
と
の
関
係
で
の
被
告
の
行
為
の
評
価
、
相
当
性
判
断
が
決
定
的
意
味
を
も
つ
（
要
件
論
で
は
、
罪

刑
法
定
主
義
と
の
緊
張
が
大
き
い
こ
と
の
た
め
に
、
相
当
性
判
断
は
そ
れ
と
矛
盾
し
な
い
か
ぎ
り
で
の
も
の
と
な
る
が
）
。
損
害
賠
償

法
を
量
刑
論
に
近
付
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
原
告
・
被
告
の
間
の
利
益
対
立
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
意
識
の
対
立
の
も
つ
意
義
を
後
退
さ

　
　
　
　
　
　
（
認
）

せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
裁
判
官
が
、
損
害
賠
償
請
求
権
を
基
礎
づ
け
る
規
範
関
係
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
社
会
秩

序
の
観
点
か
ら
、
損
害
の
分
配
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
こ
0
立
場
か
ら
の
分
配
と
い
う
こ
と
に
、
前
田
説
の
前
述
四
つ
の
要

因
、
そ
の
序
列
が
適
合
的
で
あ
る
。

　
⇔
　
前
田
説
が
、
効
果
論
で
権
利
義
務
規
範
の
存
在
と
は
な
じ
ま
な
い
量
刑
論
と
の
共
通
性
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
行
為
不
法
論

が
主
要
な
位
置
を
し
め
て
い
る
要
件
論
の
性
格
を
も
規
定
す
る
。
即
ち
、
行
為
不
法
論
が
刑
法
的
発
想
を
取
り
払
わ
な
い
限
り
、
私
人

間
の
権
利
・
義
務
規
範
の
構
成
に
な
じ
ま
ず
、
そ
こ
で
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
社
会
秩
序
の
視
点
か
ら
損
害
分
配
の
目
的
（
従
っ

て
、
当
然
被
侵
害
利
益
の
考
慮
が
入
る
が
、
そ
の
利
益
の
評
価
視
点
は
、
社
会
全
体
1
1
国
家
に
あ
る
）
で
設
定
さ
れ
る
注
意
義
務
の
違

反
の
反
射
と
し
て
生
ず
る
も
の
と
い
う
性
格
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

　
前
田
説
の
要
件
論
で
は
、
行
為
不
法
論
に
基
づ
い
て
、
帰
責
根
拠
に
即
し
て
、
故
意
責
任
と
過
失
責
任
が
区
別
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

性
質
が
、
意
思
責
任
・
信
頼
責
任
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
体
系
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
体
系
が
ど
の
よ
う
な
実
質
的
評
価
を
表
現

し
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
な
規
準
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
成
立
要
件
の
規
準
と
し
て
の
機
能
の
確
保
と
い
う
問
題

は
、
実
質
的
に
は
過
失
責
任
に
集
中
す
る
。
こ
の
点
で
の
、
「
信
頼
」
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
説
に
よ
る
「
意
思
の
緊
張
の

欠
如
」
と
異
っ
て
、
私
人
間
の
関
係
の
形
成
要
因
を
そ
の
私
人
間
の
中
に
み
る
、
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
ず
、
信
頼
責
任
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
法
は
、
法
益
侵
害
…
惹
起
の
危
険
性
を
最
小
限
度
に
（
す
な
わ
ち
、
社
会
相
当
な
程
度
は
）
抑
え

る
よ
う
、
各
場
合
に
各
社
会
構
成
員
に
、
社
会
生
活
上
必
要
な
注
意
（
作
為
、
不
作
為
）
義
務
を
分
配
す
る
。
と
す
る
と
、
他
人
は
、



梯仲醐阯働齢離蜘硝繍
に

灘彿秩獄
留

わ
れ
わ
れ
が
、
そ
の
注
意
義
務
に
従
っ
て
、
ふ
る
ま
う
こ
と
を
信
頼
す
る
。
…
…
わ
れ
わ
れ
が
、
他
人
の
信
頼
を
破
っ
て
、
注
意
義
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
》

に
反
し
て
行
動
し
た
と
き
、
そ
の
信
頼
を
保
護
す
る
意
味
で
、
発
生
し
た
損
害
の
賠
償
義
務
を
負
う
L
と
。
つ
づ
け
て
「
相
互
作
用
」

が
述
べ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
の
叙
述
か
ら
は
、
体
系
的
位
置
と
し
て
、
信
頼
は
、
注
意
義
務
の
分
配
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

の
で
あ
っ
て
、
私
人
間
の
規
範
と
し
て
、
注
意
義
務
決
定
の
基
礎
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
窺
が
わ
れ
る
。
ま
た
、

不
法
行
為
法
の
性
格
か
ら
も
、
「
信
頼
」
論
は
、
基
本
的
意
味
を
も
つ
こ
と
が
な
い
と
い
え
よ
う
。
即
ち
、
取
引
法
分
野
で
の
信
頼
原

則
で
は
、
相
手
方
の
信
頼
（
善
意
）
が
保
護
に
価
す
る
か
、
そ
の
信
頼
の
創
出
に
も
う
一
方
が
因
を
作
っ
た
か
が
、
そ
の
取
引
の
効
力

の
承
認
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
結
び
つ
く
（
信
頼
の
有
無
が
規
準
に
な
っ
て
い
る
）
の
に
対
し
、
前
田
説
に
お
い
て
も
、
過
失
責
任
成
立
に

決
定
的
な
こ
と
は
ω
～
ω
要
因
で
あ
っ
て
、
信
頼
が
実
際
に
あ
る
か
否
か
は
、
衡
量
に
間
接
的
に
影
響
が
あ
る
と
し
て
も
、
取
引
分
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
×
3
2
）

の
よ
う
に
規
準
と
し
て
の
決
定
的
意
味
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
。
か
く
て
、
「
信
頼
」
は
、
衡
量
規
準
再
構
成
の
基
礎
と
な
る
性
格
を

も
た
ず
、
「
時
代
精
神
」
と
い
う
一
般
的
尺
度
は
再
構
成
さ
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
に
残
さ
れ
る
。

　
⑳
前
田
説
は
、
我
妻
相
関
関
係
論
を
、
「
再
び
考
え
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
」
と
し
、
「
違
法
性
は
、
加
害
行
為
の
態
様
（
行
為
無
価

値
－
故
意
、
注
意
義
務
違
反
と
し
て
の
過
失
）
と
被
侵
害
利
益
の
重
要
性
（
結
果
無
価
値
）
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
す
る
こ
と
が
、
合
目

的
的
で
は
な
い
麓
と
い
う
・
我
妻
説
と
は
二
つ
の
柱
の
順
序
が
逆
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
墾
る
よ
う
に
・
こ
こ
で
は
行
為
無
価
値
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

断
が
基
本
的
位
置
に
あ
る
。
結
果
無
価
値
が
そ
れ
と
相
関
関
係
に
お
か
れ
る
こ
と
は
、
「
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
損
害
分
配
の
法
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

の
不
法
行
為
法
に
お
い
て
は
、
被
害
者
の
立
場
の
観
慮
と
い
う
こ
と
か
ら
…
…
提
唱
さ
れ
う
る
」
と
さ
れ
る
。
我
妻
説
に
お
い
て
は
、

被
侵
害
利
益
の
種
類
に
基
礎
を
お
い
た
類
型
構
成
（
準
縄
の
具
体
化
）
が
試
み
ら
れ
て
い
た
。
前
田
説
に
お
い
て
、
行
為
態
様
に
力
点

を
移
さ
れ
た
相
関
関
係
論
で
は
、
判
断
規
準
の
提
出
に
と
っ
て
、
行
為
態
様
の
中
心
に
な
る
過
失
判
断
の
前
述
ω
～
ω
モ
メ
ソ
ト
の
衡

量
規
準
の
構
成
が
決
定
的
意
義
を
も
っ
て
く
る
が
、
前
述
の
こ
と
か
ら
、
「
信
頼
」
は
、
権
利
・
義
務
規
範
構
成
た
り
う
る
よ
う
な
類



鈴

型
化
の
基
礎
と
し
て
の
適
合
性
は
高
く
は
な
か
っ
た
。

　
勿
論
、
不
法
行
為
論
は
私
人
間
の
法
的
関
係
を
対
象
と
す
る
か
ら
、
前
田
説
に
お
い
て
も
刑
法
的
思
考
が
中
心
を
な
す
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
そ
こ
に
共
通
性
を
み
る
考
え
方
は
、
「
損
害
分
配
」
を
社
会
秩
序
か
ら
の
行
為
評
価
を
基
礎
に
行
う
考
え
方
と
し
て
、
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

田
説
に
お
い
て
我
妻
説
に
か
わ
る
準
縄
が
実
際
的
に
は
具
体
化
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
と
っ
て
の
根
拠
を
な
し
て
い
た
。

四
、
O
　
石
田
説
は
、
意
思
責
任
的
不
法
行
為
を
七
〇
九
条
の
拘
束
力
の
対
象
範
囲
と
し
、
行
為
責
任
的
不
法
行
為
を
「
他
の
制
定
法

や
条
理
に
ょ
り
規
準
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
い
福
後
者
は
更
に
二
つ
に
わ
け
ら
れ
「
望
ば
・
自
動
車
運
転
行
麹
医
療
行
麹

弁
護
士
業
、
報
道
事
業
…
…
」
が
客
観
責
任
的
不
法
行
為
の
、
「
例
え
ば
、
大
気
汚
染
行
為
、
水
質
汚
濁
行
為
、
鉱
物
掘
採
行
為
、
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訂
）

子
力
事
業
、
鉄
道
事
業
、
食
料
品
や
医
薬
品
な
ど
の
製
造
物
責
任
…
」
が
結
果
責
任
的
不
法
行
為
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
類
型
論
（
同
時
に
不
法
行
為
法
体
系
論
）
の
構
成
は
、
一
定
の
実
質
的
評
価
視
点
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
七
〇
九

条
と
そ
れ
以
外
の
区
別
は
形
式
的
視
点
、
行
為
責
任
類
型
内
部
の
区
別
は
、
「
重
大
な
損
害
を
比
較
的
広
い
範
囲
に
惹
起
す
る
危
険
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詔
）

を
有
す
る
」
行
為
か
否
か
と
い
う
実
質
的
視
点
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

　
石
田
説
は
そ
れ
と
し
て
は
支
持
者
を
ほ
と
ん
ど
見
出
し
得
な
い
が
、
な
お
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
主
張
が
実
際
上
は
総
合
判
断
の
範

囲
を
広
げ
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
新
た
な
根
拠
付
け
を
与
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ま
た
、
石

田
説
も
、
平
井
説
・
前
田
説
と
並
ん
で
、
受
忍
限
度
・
新
受
忍
限
度
論
が
造
り
出
し
た
傾
向
の
一
部
を
な
し
た
。
こ
の
性
格
は
、
第
一

に
石
田
説
の
解
釈
方
法
論
か
ら
、
第
二
に
、
そ
れ
と
関
連
を
も
っ
て
不
法
行
為
類
型
構
成
で
の
自
由
な
衡
量
の
位
置
か
ら
生
ず
る
。
こ

の
二
つ
の
こ
と
に
と
っ
て
規
定
的
で
あ
る
の
は
、
主
張
が
一
定
の
実
質
的
評
価
視
点
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
⇔
　
石
田
説
に
お
い
て
は
、
欠
鋏
論
・
条
理
論
が
、
提
示
さ
れ
た
上
述
類
型
の
規
準
と
し
て
の
性
格
を
弱
め
て
い
る
。
石
田
説
の
解
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釈
方
法
論
は
、
勿
論
、
直
接
に
不
法
行
為
法
領
域
の
類
型
論
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
一
般
論
レ
ベ
ル
で

の
選
択
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
く
に
石
田
説
の
不
法
行
為
論
の
意
義
付
け
は
、
そ
の
方
法
論
の
性
格
付
け
を
ぬ
き
に
し
て
は
行
な
い
得

な
い
。
石
田
説
の
方
法
論
上
の
選
択
の
根
拠
は
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
（
高
度
の
）
国
家
的
法
律
観
批
判
、
即
ち
、
外
観
上
だ
け
事
件
を

包
摂
す
る
こ
と
が
裁
判
官
の
固
有
の
価
値
判
断
の
所
在
を
不
明
確
に
し
、
ひ
い
て
は
、
制
定
法
が
個
人
的
判
断
を
隠
蔽
す
る
隠
れ
蓑
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
釦
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

な
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
従
っ
て
、
石
田
説
に
関
し
て
は
、
石
田
に
よ
っ
て
弊
害
と
さ
れ
る
こ
と
と
、
広
い
欠
峡
・
条
理
の
領
域

を
承
認
す
る
こ
と
と
の
間
の
選
択
の
実
践
的
意
義
が
問
題
と
な
る
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ま
ず
、
石
田
説
は
、
法
律
家
の
裁
判
過
程
認
識
が
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
お
か
れ
た
と
は
異
る
状
態
に
あ
る
下
で

の
主
張
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
法
解
釈
論
争
を
経
た
現
代
に
お
い
て
は
、
エ
！
ル
リ
ッ
ヒ
が
概
念
法
学
批
判
を
行
っ
た

時
代
と
異
り
、
法
律
解
釈
が
解
釈
者
に
よ
る
選
択
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
、
細
部
に
つ
い
て
は
別
に
し
て
、
法
律
家
の
間
で
は
ほ
ぼ
共

通
の
認
識
に
な
っ
て
い
る
。
条
文
操
作
が
「
隠
れ
蓑
」
と
い
う
役
割
を
成
功
裡
に
果
た
し
う
る
こ
と
は
少
な
く
、
そ
れ
は
む
し
ろ
理
由

付
け
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
う
意
味
が
大
き
い
（
時
代
の
相
違
が
ま
た
、
欠
概
領
域
の
広
さ
を
、
　
ヘ
ッ
ク
と
は
も
ち
ろ

ん
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
と
も
異
に
す
る
こ
と
に
導
び
か
な
い
か
の
検
討
に
は
、
立
入
れ
な
い
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

　
ま
た
、
厳
格
な
限
定
を
付
さ
ず
に
官
僚
制
裁
判
官
を
法
創
造
者
と
す
る
こ
と
は
、
法
的
操
作
と
い
う
手
続
（
そ
れ
は
批
判
の
手
掛
り

と
な
る
）
を
省
略
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
解
釈
論
に
よ
る
、
規
準
構
成
を
通
し
て
の
、
私
人
間
の
権
利
義
務
規
範
を
拘
束
的
な
も
の
と

す
る
試
み
の
意
義
を
低
下
さ
せ
る
。
ま
た
、
裁
判
官
に
と
っ
て
の
負
担
と
い
う
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
既
に
、
川
島
は
、
実
践
的
主
張
で
は
な
く
、
「
推
測
」
と
い
う
形
で
あ
る
が
、
「
『
条
理
』
に
ょ
る
理
由
づ
け
は
、
お
そ
ら
く
今
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

判
決
に
お
い
て
は
従
来
よ
り
も
多
く
用
い
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
の
べ
て
い
た
。
経
験
法
学
の
判
決
分
析
の
方
法
は
、
新
受
忍
限
度

論
の
一
つ
の
よ
り
拠
で
あ
っ
た
が
、
石
田
説
は
そ
れ
を
更
に
進
め
て
、
実
践
的
主
張
と
し
て
の
欠
映
・
条
理
論
を
主
張
し
た
も
の
と
い



⑳

え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
，

　
⇔
　
前
に
第
二
点
と
し
た
、
不
法
行
為
類
型
内
部
の
問
題
に
移
る
と
、
ま
ず
、
行
為
責
任
的
不
法
行
為
は
、
平
均
人
の
損
害
発
生
に

関
す
る
認
識
可
能
性
を
前
提
と
し
て
の
、
損
害
防
止
行
為
を
し
な
い
こ
と
（
社
会
的
不
相
当
行
為
）
で
あ
る
。
こ
の
不
相
当
（
危
険
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
“
）

関
連
）
判
断
は
、
「
行
為
自
体
の
有
す
る
客
観
的
態
様
（
危
険
性
の
程
度
）
と
損
害
の
重
大
性
の
相
関
関
係
の
吟
味
」
に
よ
る
。
そ
こ

で
、
こ
の
相
関
関
係
論
が
、
「
準
縄
」
の
再
構
成
の
視
点
を
も
つ
か
が
問
題
と
な
る
が
、
そ
こ
で
示
さ
れ
る
例
ー
酒
酔
い
運
転
に
ょ
る

生
命
・
身
体
被
害
と
、
停
車
中
の
ド
ア
の
開
閉
の
際
の
相
手
の
指
を
は
さ
ん
で
軽
微
な
ね
ん
ざ
を
負
わ
せ
た
場
合
で
の
前
者
の
責
任
肯

定
、
後
者
で
の
否
定
と
い
う
そ
れ
ー
か
ら
は
、
こ
の
相
関
と
い
う
こ
と
は
各
事
件
で
の
二
つ
の
要
因
の
判
断
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
て
、
相
関
と
い
う
方
法
に
よ
る
規
準
の
構
成
が
予
定
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
結
果
責
任
的
不
法
行
為
論
は
、
各
立
法
の
体
系
的
位
置
付
け
で
も
あ
る
が
、
実
践
的
意
義
の
中
心
は
、
無
過
失
責
任
の
「
解
釈
」
的

構
成
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
相
関
関
係
判
断
が
規
定
的
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
実
質
的
に
は
、
「
損
害
の
重
大
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

範
囲
の
広
さ
」
が
重
要
と
な
る
。
裁
判
所
で
行
な
わ
れ
て
い
る
規
準
適
用
作
業
に
と
っ
て
の
こ
の
無
過
失
責
任
論
の
意
味
は
、
結
局
の

と
こ
ろ
、
石
田
説
の
欠
鋏
論
の
評
価
に
係
っ
て
い
る
。

　
本
章
で
と
り
あ
げ
た
三
つ
の
説
は
、
加
藤
説
ー
新
受
忍
限
度
論
の
よ
う
に
法
的
操
作
を
取
払
っ
て
実
質
的
衡
量
を
求
め
る
と
い
う
の

で
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
立
場
か
ら
の
法
的
操
作
（
平
井
説
は
、
「
理
論
」
の
再
構
成
）
を
経
て
、
場
・
内
容
の
画
定
を
伴
な

わ
な
い
実
質
的
判
断
要
求
の
傾
向
を
大
き
く
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

（
1
）
平
井
『
損
害
賠
償
法
の
理
論
』
二
八
二
頁
。

（
2
）
平
井
・
前
掲
四
一
三
頁
。



柳仲
題課
と向

動の論性法違
　

失過
る
けおに学法為行法不代

現
4
1

（
3
）
平
井
・
前
掲
四
〇
三
頁
以
下
。

（
4
）
沢
井
・
「
新
潟
水
俣
病
判
決
の
研
究
・
5
」
法
律
時
報
四
四
巻
一
四
号
〔
一
九
七
一
〕
一
五
九
頁
註
（
1
5
）
も
、
そ
れ
と
し
て
は
解
釈
論
的
提

　
案
で
は
な
い
と
み
て
い
る
。
淡
路
『
公
害
賠
償
の
理
論
』
四
六
頁
は
、
「
議
論
の
平
面
を
異
に
し
…
」
と
す
る
（
た
だ
し
九
八
頁
で
の
取
扱
い

　
　
は
、
新
受
忍
限
度
論
と
同
じ
「
平
面
」
で
あ
る
）
。
　
　
蕎

（
5
）
平
井
。
前
掲
一
六
頁
以
下
。

（
6
）
平
井
・
前
掲
噸
九
頁
。

（
7
）
平
井
・
前
掲
九
頁
以
下
つ

（
8
）
平
井
・
前
掲
四
〇
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
，

（
9
）
平
井
・
前
掲
一
八
一
頁
、
二
六
五
頁
、
四
五
八
頁
な
ど
。

（
1
0
）
平
井
・
前
掲
四
＝
ご
頁
。

（
U
）
例
え
ば
平
井
・
前
掲
一
九
頁
（
「
分
析
し
、
解
釈
論
上
の
提
案
を
試
み
る
」
）
と
四
九
二
頁
（
1
1
分
析
し
…
…
再
構
成
す
る
作
業
L
）
の
表
現
を
対

　
　
比
。

（
1
2
）
平
井
説
理
解
に
つ
い
て
、
認
識
と
実
践
の
峻
別
の
必
要
性
か
強
調
す
る
も
の
に
、
織
田
博
子
「
不
法
行
為
責
任
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
早
大

　
法
研
論
集
二
二
〔
一
九
八
〇
〕
七
二
頁
が
あ
る
。
た
だ
し
、
織
田
の
行
う
評
価
の
仕
方
以
外
に
、
こ
こ
に
も
存
す
る
認
識
作
業
の
提
示
の
実
践
性

　
　
と
い
う
哺
般
的
問
題
を
別
に
し
て
も
、
そ
の
機
能
分
析
で
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
も
の
は
何
か
、
入
ら
な
い
こ
と
に
導
び
い
て
い
る
基
本
的
姿
勢

　
　
は
何
か
を
明
ら
か
に
し
、
分
析
の
意
義
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
更
に
、
と
く
に
平
井
説
に
お
い
て
は
、
第
一
に
、
他
の
部
分
で
の

　
解
釈
的
提
案
と
の
内
容
上
の
共
通
性
が
大
き
い
こ
と
、
第
二
に
、
「
再
構
成
」
に
も
「
解
釈
論
提
案
」
に
も
、
④
型
理
論
に
よ
る
解
釈
論
へ
の
否

　
　
定
的
考
え
方
が
基
礎
に
あ
る
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
平
井
説
が
解
釈
論
の
平
面
で
の
議
論
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
単
に
他
の
論
者
の
対
応

　
　
が
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
平
井
説
の
側
に
も
原
因
が
あ
っ
た
、
と
い
え
よ
う
。



4
2

（
1
3
）
平
井
・
前
掲
四
＝
二
頁
。

（
1
4
）
平
井
・
前
掲
九
頁
以
下
。

（
1
5
）
淡
路
・
前
掲
九
八
頁
。
ま
た
、
平
井
に
よ
る
新
受
忍
限
度
論
の
不
法
行
為
法
一
般
に
と
っ
て
の
意
義
付
け
は
、
平
井
（
発
言
）
ジ
ュ
リ
ス
ト
四

　
　
七
五
号
噸
四
三
頁
。
た
だ
し
、
新
受
忍
限
度
論
と
の
共
通
性
は
方
漢
論
上
で
あ
る
。
内
容
的
に
も
「
予
見
可
能
性
と
し
て
の
過
失
を
放
榔
す
る
こ

　
　
と
に
よ
っ
て
…
…
過
失
責
任
を
危
険
責
任
の
領
域
へ
と
接
近
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
図
」
が
あ
る
（
牛
山
積
・
富
井
利
安
「
不
法
行
為
法
に
お
け
る

　
故
意
．
過
失
及
び
違
法
性
の
動
向
」
比
較
法
学
七
巻
二
号
〔
哺
九
七
二
〕
三
八
頁
）
と
み
る
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
。
前
章
註
（
3
3
）
参
照
。

（
1
6
）
平
井
．
前
掲
四
九
四
頁
以
下
。
た
だ
し
、
近
時
、
淡
路
「
損
害
論
の
新
し
い
動
向
②
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
七
一
号
輔
二
八
頁
註
（
3
）
は
、
平
井

　
説
を
批
判
す
る
。

（
1
7
）
平
井
・
前
掲
唱
七
頁
。

（
1
8
）
平
井
・
前
掲
噛
三
頁
註
（
五
）
。

（
1
9
）
平
井
・
前
掲
三
三
〇
頁
参
照
。

（
2
0
）
異
っ
た
関
心
か
ら
で
は
あ
る
が
、
法
的
構
成
の
考
え
方
に
関
し
て
、
平
井
説
に
疑
問
を
呈
す
る
も
の
、
北
川
「
損
害
賠
償
額
算
定
の
基
準
時
」

　
法
学
論
叢
八
八
巻
四
－
六
号
〔
一
九
七
ご
　
哨
五
〇
頁
。

（
2
1
）
前
田
『
不
法
行
為
帰
責
論
』
　
〔
一
九
七
八
〕
二
＝
頁
。

（
2
2
）
前
田
・
前
掲
二
一
三
頁
。
こ
の
う
ち
第
哺
点
は
前
田
説
だ
け
に
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
前
田
説
が
目
的
的
行
為
論
を
基
礎
に
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
と
深
く
連
関
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
、
前
掲
書
で
は
、
「
第
一
」
と
傍
点
が
う
た
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
注
意
義
務
の
分
配
」
と
い
う
表

　
現
も
そ
の
基
本
的
考
え
方
に
由
来
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
こ
の
第
一
点
に
対
し
て
は
批
判
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
森
島
・
法
学
教
室
二

　
　
七
号
五
五
頁
。
ま
た
、
織
田
・
前
掲
七
八
頁
。

（
2
3
）
前
田
・
前
掲
二
一
四
頁
。



柳仲
題課
と向

動の論性法違
　

失過
る
けおに学法

為
行法不

代現
4
3

（
2
4
）
原
島
重
義
「
わ
が
国
に
お
け
る
権
利
論
の
推
移
」
法
の
科
学
4
〔
一
九
七
六
〕
五
九
頁
は
、
目
的
的
行
為
論
を
、
「
受
忍
限
度
論
の
い
わ
ば
別

　
働
隊
に
な
っ
て
い
る
」
と
す
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
機
能
を
、
刑
法
的
発
想
に
起
因
す
る
と
み
る
も
の
で
あ
る
。

（
2
5
）
前
田
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
九
八
号
＝
六
頁
。

（
2
6
）
前
田
・
前
掲
＝
八
頁
。

（
2
7
）
前
田
説
に
お
け
る
、
行
為
の
社
会
的
相
当
性
判
断
の
も
つ
重
要
な
位
置
に
つ
い
て
は
、
前
田
・
前
掲
一
八
五
頁
。
ま
た
、
沢
井
・
法
学
セ
ミ
ナ

　
　
ー
二
九
六
号
八
七
頁
註
（
6
6
）
。

（
2
8
）
後
藤
・
前
掲
は
、
損
害
分
配
論
を
批
判
し
つ
つ
、
前
田
説
と
は
全
く
異
っ
た
角
度
か
ら
、
行
為
不
法
論
に
依
っ
て
い
る
（
四
哺
頁
以
下
）
。
但

　
　
し
、
行
為
不
法
論
も
損
害
分
配
論
と
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
へ
の
批
判
的
対
処
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

（
2
9
）
前
田
・
前
掲
輔
八
八
頁
。
ま
た
、
「
他
人
の
秩
序
に
か
な
っ
た
行
為
を
信
頼
」
（
前
田
「
過
失
概
念
と
違
法
性
概
念
の
接
近
」
民
法
学
6
〔
一
九

　
　
七
五
〕
↓
『
判
例
不
法
行
為
法
』
一
三
頁
）
と
い
う
と
き
に
も
、
「
秩
序
に
か
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
分
配
さ
れ
た
「
注
意
義
務
に
即
し
た
」
，

　
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
信
頼
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
。

（
3
0
）
前
田
説
に
は
、
過
失
責
任
を
違
法
無
責
な
行
為
に
つ
い
て
の
責
任
で
あ
る
と
す
る
ヴ
ィ
ー
ト
ヘ
ル
タ
ー
の
考
え
方
へ
の
接
近
が
あ
り
（
『
不
法

　
行
為
帰
責
論
』
一
八
九
頁
）
、
実
質
的
に
は
、
注
意
義
務
の
分
配
が
重
要
で
あ
っ
て
信
頼
責
任
論
は
、
過
失
責
任
を
有
責
と
す
る
た
め
の
論
理
と

　
　
い
う
色
彩
が
強
い
。
な
お
、
沢
井
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
九
六
号
八
八
頁
参
照
。

（
3
1
）
　
嶋
般
に
不
法
行
為
法
分
野
で
扱
か
わ
れ
て
い
る
医
療
事
故
・
製
造
物
責
任
は
、
信
頼
し
て
関
係
に
入
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
が
、
取
引
法
で
の

　
信
頼
機
能
と
は
異
っ
て
、
責
任
の
存
否
の
決
定
的
規
準
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
契
約
責
任
で
あ
っ
て
も
、
「
信
頼
」
は
、
拡
大

　
損
害
に
関
し
て
は
、
給
付
義
務
の
存
否
に
関
し
て
と
同
じ
働
き
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
石
田
穣
「
前
田
達
明
著
『
不
法
行
為
帰
責

　
　
論
』
」
法
学
論
叢
一
〇
七
巻
二
号
〔
一
九
八
〇
〕
七
三
頁
で
の
批
判
の
第
一
点
も
こ
の
関
連
で
読
み
う
る
。

（
3
2
）
前
田
は
、
ス
モ
ン
金
沢
判
決
、
福
岡
判
決
に
関
し
て
、
過
失
1
1
「
信
頼
責
任
」
と
す
る
考
え
方
が
端
々
に
現
わ
れ
て
い
る
、
と
す
る
（
「
ス
モ
ソ
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判
決
に
お
け
る
『
過
失
』
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
七
六
号
〔
一
九
七
九
〕
二
三
頁
）
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
判
決
で
は
、
意
墨
貝
任
と
対
置
さ
れ
た
意
味

　
　
で
の
信
頼
責
任
が
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
即
ち
、
「
信
頼
」
は
、
こ
の
種
製
造
物
の
性
格
か
ら
、
高
度
の
注
意
義
務
の
必
要
性
を
と

　
く
た
め
の
一
つ
の
要
因
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
過
失
責
任
一
般
の
原
理
の
問
題
に
た
だ
ち
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
種
の
判

　
決
を
素
材
と
し
て
、
信
頼
を
類
型
構
成
に
生
か
す
こ
と
は
別
の
立
場
か
ら
も
あ
り
え
よ
う
。

（
3
3
）
前
田
『
不
法
行
為
帰
責
論
』
噌
八
七
頁
。

（
3
4
）
前
田
・
前
掲
唱
八
九
頁
（
傍
点
は
筆
者
）
。
ま
た
、
「
…
…
被
侵
害
利
益
の
重
要
性
に
よ
っ
て
も
、
損
害
賠
償
の
要
否
範
囲
に
影
響
す
る
…
：
」

　
　
（
前
田
「
過
失
概
念
と
違
法
性
概
念
の
接
近
」
一
四
頁
）
と
す
る
こ
と
も
同
じ
意
味
で
あ
る
。
沢
井
・
前
掲
・
八
七
頁
で
の
前
田
説
の
こ
の
部
分

　
　
の
引
用
は
、
「
…
に
よ
っ
て
、
」
と
な
っ
て
い
て
、
「
も
」
が
ぬ
け
て
い
る
た
め
に
、
前
田
説
の
意
味
が
異
な
っ
て
き
て
い
る
。

（
3
5
）
た
だ
し
、
本
文
の
よ
う
に
い
う
こ
と
は
、
例
え
ば
「
判
決
の
説
得
力
」
と
い
う
他
の
理
由
か
ら
、
裁
量
へ
の
傾
向
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
る
こ

　
　
と
が
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
効
果
論
で
は
あ
る
が
、
平
井
説
の
裁
量
論
へ
の
批
判
が
そ
れ
で
あ
る
（
前
田
・
『
不
法
行
為
帰
責

　
　
論
』
二
四
三
頁
。
石
田
説
の
欠
欲
構
成
へ
の
批
判
も
同
じ
意
味
を
も
つ
。
前
掲
・
二
〇
一
頁
以
下
）
。
こ
の
よ
う
な
部
分
を
も
つ
と
い
う
こ
と

　
　
は
、
前
田
説
が
要
件
論
の
噌
般
条
項
性
の
拡
大
傾
向
の
一
部
を
な
す
と
い
う
こ
と
を
打
消
す
ま
で
の
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
「
説
得
力
」

　
　
と
い
う
こ
と
で
は
、
権
力
か
ら
被
支
配
者
へ
の
そ
れ
の
み
が
考
え
ら
れ
て
い
て
（
そ
こ
で
も
、
「
説
得
」
と
い
う
こ
と
で
、
権
利
・
義
務
関
係
に

　
　
対
応
し
た
規
準
の
適
用
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
）
、
非
権
力
者
か
ら
裁
判
権
力
へ
の
働
き
か
け
と
し
て

　
　
の
機
能
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

（
％
）
石
田
『
損
害
賠
償
法
の
再
構
成
』
〔
一
九
七
七
〕
一
〇
九
頁
以
下
。

（
3
7
）
石
田
・
前
掲
八
二
頁
及
び
九
五
頁
．

（
3
8
）
石
田
・
前
掲
九
五
頁
。
客
観
責
任
的
不
法
行
為
と
結
果
責
任
的
不
法
行
為
は
、
損
害
発
生
の
認
識
可
能
性
の
要
否
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
が
、

　
　
そ
の
要
否
に
と
っ
て
実
質
的
意
味
を
も
つ
の
が
、
損
害
の
重
大
性
と
範
囲
で
あ
る
。
な
お
、
方
法
論
上
、
実
質
的
価
値
基
準
へ
め
対
処
が
な
い
こ
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と
を
批
判
す
る
も
の
と
し
て
、
星
野
英
一
「
民
法
の
解
釈
の
方
法
に
つ
い
て
」
裁
判
所
書
記
官
研
修
所
報
二
六
号
〔
一
九
七
六
〕
↓
『
民
法
論
集

　
第
四
巻
』
〔
噌
九
七
八
〕
九
九
頁
。

（
3
9
）
批
判
す
る
者
と
し
て
、
例
え
ば
、
沢
井
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
九
六
号
八
四
頁
、
私
法
四
一
号
二
〇
九
頁
、
淡
路
『
公
害
賠
償
の
理
論
』
一
六
四

　
　
ー
一
一
頁
、
私
法
四
一
号
叫
＝
一
頁
、
森
島
。
法
学
教
室
二
五
号
七
九
頁
な
ど
。

（
4
0
）
石
田
『
民
法
学
の
基
礎
』
〔
一
九
七
六
〕
一
二
五
頁
、
ッ
…
－
再
構
成
』
一
〇
頁
。
ま
た
、
七
〇
九
条
の
解
釈
論
に
関
し
て
、
白
を
黒
と
い
い
く

　
　
る
め
る
議
論
と
類
似
す
る
面
が
あ
り
、
法
解
釈
学
の
学
問
性
に
疑
問
を
抱
か
せ
る
（
『
再
構
成
』
一
〇
頁
）
、
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

　
「
学
問
性
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、
他
の
処
に
も
説
明
は
見
当
ら
ず
、
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
類
落
昌
9
冨
津
概
念
に
つ

　
　
い
て
は
、
磯
村
哲
『
社
会
法
学
の
展
開
と
構
造
』
〔
一
九
七
五
〕
三
一
二
頁
以
下
。

（
4
1
）
石
田
説
に
お
い
て
は
、
た
し
か
に
、
欠
敏
・
条
理
と
い
う
こ
と
で
自
由
な
法
発
見
が
積
極
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
条
理
の
内

　
容
・
順
序
と
し
て
、
類
推
解
釈
・
反
対
解
釈
・
一
般
的
法
原
則
・
解
釈
者
固
有
の
価
値
判
断
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
石
田
・
前
掲
五
頁
）
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
し
な
お
、
欠
敏
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
拘
束
的
規
準
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
条
理
内
容
の
提
言
は
、
規
準
の
な
い

　
処
で
の
政
策
的
提
言
と
い
う
以
上
の
意
味
を
も
た
な
い
。

（
4
2
）
規
準
の
具
体
化
が
実
際
上
規
範
創
造
に
な
る
と
い
う
こ
と
と
、
意
識
的
に
法
創
造
者
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
異
な
る
。

（
4
3
）
川
島
「
法
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
記
号
的
技
術
」
六
一
頁
。
た
だ
し
、
こ
の
コ
ソ
テ
ク
ス
ト
は
、
条
理
だ
け
の
強
調
で
は
な
く
、

　
そ
れ
は
、
「
社
会
学
的
法
律
学
」
な
い
し
「
利
益
法
学
」
的
な
理
由
付
け
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
4
4
）
右
田
・
前
掲
八
四
頁
。
な
お
、
こ
れ
は
第
一
に
と
さ
れ
て
い
る
が
、
策
二
、
第
三
と
し
て
の
べ
ら
れ
て
い
る
も
㊨
は
、
い
わ
ば
阻
却
事
由
で
あ

　
　
り
、
積
極
的
に
は
、
こ
の
第
繭
の
も
の
が
決
定
的
で
あ
る
。

（
4
5
）
石
旺
翫
前
掲
九
五
頁
以
下
。
二
ま
た
”
一
〇
六
頁
。
・
　
　
・
　
　
一
凸
　
・
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第
五
章
　
沢
井
説
ー
形
式
性
の
回
復
に
よ
る
対
処

一
、

O
章
ま
で
み
て
き
た
、
総
合
判
断
要
求
と
い
う
学
説
上
の
大
き
な
流
れ
に
対
し
て
、
他
方
で
は
、
と
く
に
公
害
・
薬
害
訴
訟
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

原
告
側
の
主
張
を
支
え
る
形
で
、
裁
判
官
に
よ
る
利
益
衡
量
の
場
を
狭
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
害
者
救
済
の
途
を
開
き
、
確
保
し
よ

う
と
す
る
主
張
が
あ
る
。
沢
井
説
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
沢
井
説
の
特
色
は
、
一
言
で
表
わ
す
と
す
れ
ば
、
形
式
性
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
そ
こ
に
は
、
公
害
現
象
に
対
す
る
批
判
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

実
質
的
価
値
選
択
が
あ
る
。
し
か
し
、
沢
井
説
が
、
な
お
、
批
判
説
と
し
て
の
位
置
に
あ
る
の
は
、
一
つ
に
は
、
こ
の
形
式
性
に
よ

る
。
そ
し
て
ま
た
、
沢
井
説
の
な
か
に
は
、
形
式
的
規
準
化
の
困
難
さ
の
現
わ
れ
と
読
み
う
る
も
の
が
あ
る
。

二
、
沢
井
は
、
新
受
忍
限
度
論
・
新
過
失
論
を
批
判
す
る
基
本
的
な
姿
勢
を
次
の
よ
う
に
表
現
す
る
。
「
す
べ
て
を
一
元
化
し
、
す
べ

て
の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
総
合
し
て
判
断
す
る
と
い
っ
て
し
ま
え
ぽ
、
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
挙
に
個
別
判
断
に
還
元
し
、
評

価
は
裁
判
官
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
よ
り
は
、
い
く
つ
か
の
柱
に
ま
と
め
て
ー
い
わ
ゆ
る
中
間
項
と
し
て
ー
、
要
件
を
明
確
化
し
、
判
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ル
ー
ル
を
設
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
。
こ
の
視
点
か
ら
の
一
元
説
批
判
に
は
、
「
裁
判
官
全
体
の
保
守
的
体
質
」
と
い
う
沢
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
認
識
i
一
元
説
論
者
と
異
っ
た
そ
れ
ー
が
背
後
に
あ
る
。

　
こ
こ
で
の
要
件
明
確
化
・
判
断
ル
ー
ル
の
設
定
と
い
う
こ
と
は
次
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
る
。
ま
ず
、
不
法
行
為
責
任
の
「
論
理
的
構

造
」
を
、
（
i
）
他
人
の
利
益
損
害
を
認
識
し
つ
つ
な
し
た
侵
害
行
為
、
ま
た
は
か
か
る
認
識
は
な
い
が
注
意
義
務
を
欠
い
た
侵
害
行
為

が
客
観
的
に
存
在
す
る
こ
と
…
…
、
お
よ
び
、
（
鱒
1
1
）
被
告
は
、
か
か
る
侵
害
を
認
識
し
て
い
る
以
上
、
行
為
を
な
す
べ
き
で
な
い
の
に
、

あ
え
て
行
為
を
し
た
こ
と
、
も
し
く
は
、
意
思
の
緊
張
を
欠
い
た
た
め
に
侵
害
を
予
見
せ
ず
、
そ
の
結
果
、
か
か
る
行
為
に
及
ん
で
し
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（
5
）

ま
っ
た
こ
と
i
被
告
へ
の
非
難
（
故
意
・
過
失
）
を
通
じ
て
の
帰
責
i
の
二
面
を
も
つ
と
す
る
。
沢
井
説
の
特
色
が
形
式
性
で
あ
る
と

い
う
の
は
、
こ
の
二
つ
の
要
件
の
構
成
に
お
い
て
、
裁
判
官
の
実
質
的
衡
量
1
と
く
に
、
損
害
回
避
措
置
に
関
し
て
の
そ
れ
ー
を
、
排

除
な
い
し
制
限
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
注
意
義
務
を
前
述
↑
－
×
一
1
1
）
の
二
側
面
に
ふ
る
い
わ
け
、
「
客
観
的
な
行
為
自
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
（

す
な
わ
ち
損
害
画
避
の
た
め
の
具
体
的
な
措
置
行
為
の
問
題
（
違
法
性
）
と
、
右
の
前
提
と
な
る
予
見
可
能
性
…
…
の
問
題
（
過
失
）

　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

と
に
分
け
」
過
失
判
断
か
ら
、
予
見
可
能
性
以
外
の
要
因
の
評
価
を
排
除
す
る
。

　
注
意
義
務
二
元
論
に
よ
っ
て
、
違
法
性
場
面
に
も
っ
て
こ
ら
れ
た
損
害
回
避
措
置
判
断
は
、
更
に
次
の
よ
う
に
限
定
さ
れ
る
。
違
法

性
場
面
で
の
注
意
義
務
違
反
の
存
否
は
、
被
侵
害
利
益
の
重
大
性
と
侵
害
行
為
の
態
様
と
の
相
関
関
係
的
衡
量
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ

（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

る
。
そ
し
て
、
違
法
性
判
断
の
「
核
心
は
被
害
に
あ
る
」
と
し
て
、
被
侵
害
利
益
が
重
大
な
場
合
、
即
ち
生
命
・
身
体
・
所
有
権
等
の

絶
対
権
侵
害
で
は
、
違
法
性
阻
却
事
由
の
な
い
か
ぎ
り
、
こ
れ
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
一
般
的
規
範
か
ら
、
当
然
違
法
と
な

（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

る
。
従
っ
て
、
「
防
止
措
置
努
力
を
考
慮
す
る
余
地
は
全
く
な
い
」
。
そ
の
他
の
法
益
侵
害
は
、
個
別
注
意
義
務
違
反
に
よ
っ
て
違
法
と

な
る
。
従
っ
て
、
回
避
措
置
を
そ
の
中
の
一
つ
と
す
る
侵
害
態
様
と
の
相
関
が
実
際
に
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
そ
の
他
の
利
益
ー
精

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

神
的
苦
痛
、
得
べ
か
り
し
利
益
等
ー
に
限
ら
れ
る
。
利
益
衡
量
の
場
を
こ
の
よ
う
に
限
定
し
た
う
え
、
そ
の
判
断
に
関
し
て
、
そ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

も
、
被
害
か
ら
の
評
価
が
決
定
的
で
あ
っ
て
、
防
止
措
置
努
力
の
「
し
ん
し
ゃ
く
の
余
地
は
き
わ
め
て
少
な
い
」
と
す
る
。
そ
し
て
更

に
、
「
予
見
可
能
性
の
み
で
、
す
で
に
過
失
の
成
立
は
認
め
ら
れ
て
い
る
、
と
す
れ
ば
、
か
か
る
心
証
形
成
の
過
程
で
の
防
止
措
置
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

評
価
は
、
必
然
的
に
低
目
に
落
着
か
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
も
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
過
失
は
、
「
『
予
見
可
能
性
』
が
あ
る
の
に
予
見
せ
ず
、
そ
の
行
為
に
出
た
こ
と
」
の
非
難
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
沢
井
の
過
失
論
の
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

色
は
、
「
予
見
で
き
れ
ば
そ
の
行
為
を
な
さ
ず
物
を
も
た
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
回
避
で
き
る
」
、
と
い
う
窮
極
的
回
避
義
務
の
考
え
方
が

基
礎
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
非
難
の
根
拠
は
、
「
意
思
の
緊
張
」
が
あ
れ
ば
予
見
し
え
た
（
従
っ
て
回
避
し
え
た
）
と
い
う
こ
と



4
8
　
　
　
（
1
7
）

に
お
か
れ
る
。

　
沢
井
の
過
失
論
は
、
過
失
の
総
合
判
断
化
に
対
抗
し
て
、
形
式
的
性
格
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
他
説
を
総
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

判
断
要
求
に
導
び
い
た
領
域
で
、
形
式
的
定
義
の
維
持
に
よ
っ
て
、
実
際
上
は
過
失
要
件
を
「
形
骸
化
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
5
衡
量

を
排
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
形
式
性
維
持
の
実
践
的
意
義
は
、
「
形
骸
化
」
に
あ
っ
た
。
過
失
は
、
危
険
の
（
調
査
義
務
を
前
提

と
し
た
）
予
見
可
能
性
で
足
り
、
加
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
工
場
、
自
動
車
等
の
操
業
・
運
転
行
為
は
そ
れ
自
体
過
失
が
あ
る
、
と
さ
れ

稔
と
く
に
・
化
学
工
業
に
関
し
て
は
・
安
全
性
が
不
明
の
ま
ま
塵
芙
更
に
咲
「
無
害
性
の
調
査
は
不
鯉
で
あ
る
こ
と
が
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

失
の
根
拠
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
「
無
過
失
責
任
を
過
失
責
任
の
な
か
で
、
ぎ
り
ぎ
り
の
線
ま
で
追
求
し
よ
う
と
す
る
」
こ
と
が
現

わ
れ
て
い
る
。

三
、
沢
井
説
に
お
い
て
は
、
こ
の
実
質
的
目
的
が
、
新
受
忍
限
度
論
と
は
異
っ
て
、
法
的
構
成
を
介
し
て
》
ま
た
、
・
規
準
の
形
式
性
を

維
持
す
る
ζ
と
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
上
、
予
見
可
能
性
に
関
し
て
だ
け
で
な
く
、
一
回
避
措
置
評
価
を
め
ぐ
っ
て
も

厳
し
い
実
質
的
評
価
の
対
立
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
行
為
の
有
責
性
判
断
で
、
実
質
的
判
断
を
排
除
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
伴
っ

た
。
沢
井
説
の
展
開
の
な
か
で
現
わ
れ
る
修
正
や
補
充
は
、
い
ず
れ
も
、
損
害
回
避
措
置
判
断
を
狭
い
場
面
に
封
じ
こ
め
よ
う
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

こ
と
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
第
一
に
、
「
完
全
な
防
止
措
置
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
危
険
が
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
判
断
は
、
有
責
性

と
し
て
の
過
失
の
問
題
と
な
る
」
と
し
つ
つ
、
「
そ
の
意
味
で
、
防
止
措
置
も
過
失
と
無
縁
で
は
な
い
が
、
視
角
が
ま
っ
た
く
異
な

る
…
＠
と
す
る
・
視
角
が
異
な
夜
と
い
う
意
味
は
・
危
険
性
の
予
見
可
能
性
を
打
ち
湛
う
る
よ
う
な
措
置
だ
け
が
三
」
で
考
え

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
違
法
性
判
断
で
の
態
様
の
要
因
と
な
る
も
の
と
は
異
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
区
別

は
流
動
的
で
あ
る
。
被
告
は
、
過
失
場
面
で
の
防
止
措
置
（
し
か
も
こ
れ
は
被
侵
害
利
益
に
よ
る
区
別
を
問
わ
な
い
）
で
あ
る
こ
と
を
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主
張
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
大
審
院
大
阪
ア
ル
カ
リ
事
件
判
決
型
の
衡
量
は
排
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
結
局
は
予
見
対
象
の
設

定
の
仕
方
が
決
定
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
過
失
を
回
避
措
置
と
切
り
離
し
て
の
判
断
と
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
る
。
ま
た
、
「
視
角
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

異
な
る
」
こ
と
の
論
理
で
あ
る
注
意
義
務
二
元
論
に
つ
い
て
は
、
沢
井
も
、
「
分
け
方
が
面
倒
」
「
ま
ぎ
ら
わ
し
い
」
と
し
て
い
る
。

　
第
二
に
、
沢
井
説
に
お
い
て
は
、
「
被
害
防
止
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
概
念
が
登
場
す
る
。
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
で
の
鐘
化
の
責
任

の
肯
定
の
仕
方
に
関
し
て
、
福
岡
判
決
、
小
倉
判
決
の
認
定
か
ら
す
れ
ば
、
既
に
「
被
害
防
止
の
社
会
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
使
用
制
限
、

毒
性
の
周
知
徹
底
と
消
費
者
サ
千
ド
の
対
応
措
置
）
を
欠
く
な
か
で
、
大
量
に
製
造
販
売
し
た
こ
と
に
、
当
然
過
失
を
認
め
え
た
は
ず

　
　
　
（
％
）
（
留
）

で
あ
る
」
と
す
る
。
た
し
か
に
、
防
止
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
被
告
の
個
々
の
行
為
で
は
な
く
、
一
般
的
機
構
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
自
体
、
被
告
の
回
避
措
置
に
よ
る
補
充
を
予
定
す
る
場
合
も
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
の
措
置
と
一
体
と
し
て
意
義

が
測
定
さ
れ
よ
う
。
上
述
第
一
点
と
同
じ
問
題
に
な
る
。

　
第
三
に
、
回
避
措
置
評
価
を
過
失
判
断
か
ら
排
し
て
違
法
性
判
断
の
う
ち
の
一
部
に
限
定
す
る
こ
と
は
、
沢
井
説
の
当
初
か
ら
の
目

標
に
な
っ
て
い
た
が
、
絶
対
権
侵
害
と
そ
の
他
の
利
益
侵
害
と
い
う
分
類
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
は
、
初
期
の
『
公
害
私
法
の
研
究
』
で

は
現
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
は
、
「
違
法
性
の
面
で
の
区
別
」
と
し
て
、
「
市
民
の
立
場
の
互
換
可
能
性
の
あ
る
」
「
正
当
な
経
済
活

動
な
い
し
日
常
活
動
で
あ
る
」
場
合
と
、
「
大
企
業
対
市
民
…
…
の
よ
う
に
立
場
の
互
換
可
能
性
が
な
い
場
合
」
を
わ
け
、
後
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

「
加
害
者
に
特
別
な
保
護
義
務
が
課
せ
ら
れ
、
相
当
な
設
備
を
し
て
も
責
任
を
免
れ
な
い
」
も
の
と
し
て
い
る
。
後
、
沢
井
説
で
は
、

こ
の
行
為
類
型
は
、
石
田
説
を
参
考
に
し
つ
つ
、
市
民
的
責
任
・
業
務
的
責
任
・
企
業
的
責
任
の
三
つ
に
さ
れ
、
過
失
論
の
中
の
類
型

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

と
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
従
っ
て
、
行
為
類
型
は
、
直
接
的
に
は
回
避
措
置
評
価
で
で
は
な
く
、
調
査
義
務
及
び
そ
の
違
反
の
有
無
で

　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

働
く
も
の
と
な
る
。
当
初
は
回
避
措
置
判
断
の
た
め
の
類
型
で
あ
っ
た
も
の
が
、
調
査
義
務
判
断
の
た
め
の
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
は
、
回
避
措
置
と
調
査
義
務
の
判
断
が
同
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
窺
が
わ
せ
る
。



5
0

（
1
）
本
稿
で
の
学
説
史
的
検
討
は
、
狭
義
の
学
説
だ
け
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
と
く
に
公
害
・
薬
害
訴
訟
の
原
告
弁
護
団
の
主
張

　
が
不
法
行
為
法
学
の
展
開
に
と
っ
て
も
っ
て
き
た
意
義
の
検
討
の
必
要
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
筆
者
に
は
、
そ
れ
ら
の
主
張
を

　
個
々
の
事
件
に
即
し
て
実
践
的
検
討
を
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
評
価
の
前
提
と
な
る
で
あ
ろ
う
、
体
験
と
方
法
論
が
欠
け
て
い
る
。

（
2
）
同
様
の
性
格
を
よ
り
強
く
も
つ
も
の
が
、
原
島
・
前
掲
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
の
差
止
論
に
対
し
て
は
、
原
則
的
立
場
を
同
じ
く
す
る
沢

　
井
か
ら
も
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
（
沢
井
・
「
民
法
学
の
あ
ゆ
み
」
法
律
時
報
五
〇
巻
三
号
〔
一
九
七
八
〕
一
五
四
頁
以
下
）
。

（
3
）
沢
井
・
法
律
時
報
四
九
巻
一
号
一
一
六
頁
。

（
4
）
沢
井
「
公
害
訴
訟
に
お
け
る
諸
問
題
」
『
現
代
損
害
賠
償
法
講
座
5
・
公
害
・
生
活
妨
害
』
〔
一
九
七
三
〕
二
六
頁
以
下
。
ま
た
、
同
・
（
大
阪

　
弁
護
士
会
環
境
権
研
究
会
編
）
『
環
境
権
』
六
頁
以
下
。

（
5
）
沢
井
・
「
新
潟
水
俣
病
判
決
の
総
合
的
研
究
5
」
法
律
時
報
四
四
巻
一
四
号
〔
一
九
七
一
〕
一
五
八
頁
。
た
だ
し
、
引
用
で
は
省
略
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
第
一
の
側
面
を
、
不
法
行
為
責
任
を
審
理
す
る
場
合
の
対
象
（
す
な
わ
ち
違
法
な
行
為
（
傍
点
沢
井
）
）
の
存
在
と
言
い
換
え
て
い
る
こ
と
は
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
く
理
解
で
き
な
い
。
対
象
た
る
行
為
の
存
在
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
で
い
う
「
論
理
構
造
」
以
前
の
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
違
法
な
行
為
」

　
　
の
存
在
と
傍
点
が
つ
け
ら
れ
れ
ば
理
解
で
き
る
の
だ
が
。
な
お
、
沢
井
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
九
六
号
九
〇
頁
の
叙
述
で
は
、
違
法
性
が
語
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
い
て
、
違
法
な
行
為
の
存
在
に
つ
い
て
で
は
な
い
。

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

沢
井
・
法
律
時
報
四
四
巻
一
四
号
一
六
〇
頁
。

同
旨
と
思
わ
れ
る
も
の
、
西
原
「
違
法
性
と
過
失
」
ト
”
毛
曽
ぎ
9
七
号
〔
一
九
七
九
〕

沢
井
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
九
六
号
九
〇
頁
。

沢
井
・
法
律
時
報
四
四
巻
一
四
号
一
六
一
頁
。

沢
井
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
九
六
号
九
〇
頁
。

一
五
頁
。
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題
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5
1

（
1
1
）
沢
井
・
法
律
時
報
四
四
巻
一
四
号
一
六
三
頁
。

（
1
2
）
沢
井
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
九
六
号
九
〇
頁
、
法
律
時
報
四
四
巻
噌
四
号
一
六
三
頁
。

（
1
3
）
沢
井
・
前
掲
一
六
三
頁
。

（
1
4
）
沢
井
・
前
掲
一
六
三
頁
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
体
系
的
位
置
及
び
実
際
の
判
断
の
順
序
が
こ
う
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
両
方
の
点
か
ら
疑
問
が

　
あ
る
が
。

（
1
5
）
沢
井
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
九
六
号
九
一
頁
。

（
1
6
）
沢
井
『
公
害
の
私
法
的
研
究
』
一
七
一
頁
。

（
1
7
）
沢
井
・
法
律
時
報
四
四
巻
一
四
号
三
六
一
頁
。
た
だ
し
、
の
ち
、
た
し
か
に
「
意
思
の
緊
張
」
と
い
う
こ
と
が
全
く
捨
て
ら
れ
る
の
で
は
な
い

　
　
が
（
沢
井
「
損
害
賠
償
責
任
の
構
造
（
1
）
」
法
律
時
報
五
三
巻
八
号
〔
一
九
八
一
〕
八
五
頁
、
た
だ
し
ま
た
、
八
四
頁
註
（
9
）
参
照
）
、
責
任

　
根
拠
と
し
て
は
、
信
頼
違
反
（
た
だ
し
、
内
容
的
に
は
前
田
説
と
は
異
る
）
が
の
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
九
六
号
八
七
頁
、

　
九
一
頁
。
こ
の
変
化
は
、
す
ぐ
の
ち
に
の
べ
る
、
「
形
骸
化
」
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
た
、
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？

（
1
8
）
沢
井
・
法
律
時
報
四
四
巻
輔
四
号
一
六
三
頁
註
（
1
2
）
。
た
だ
し
そ
こ
で
「
形
式
的
に
…
：
‘
と
い
う
意
味
は
不
明
。
ま
た
、
沢
井
・
法
律
時

　
報
五
〇
巻
九
号
六
七
頁
註
（
8
）
。

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

沢
井
・
法
律
時
報
四
四
巻
一
四
号
一
，
夫
一
、
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
一

沢
井
『
公
害
の
私
法
的
研
究
』
一
七
一
頁
゜

沢
井
「
汚
悪
水
論
」
法
律
時
報
臨
時
増
刊
『
水
俣
病
裁
判
ー
公
害
裁
判
第
三
案
』
〔
一
九
七
三
〕
七
頁
。

沢
井
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
九
六
号
八
七
頁
註
（
6
6
）
。

以
下
に
あ
げ
る
三
点
の
他
に
、
過
失
湿
信
頼
責
任
論
へ
の
変
化
（
註
（
1
7
）
参
照
）
も
、
回
避
措
置
判
断
の
排
除
に
起
因
す
る
。

沢
井
・
法
律
時
報
四
四
巻
一
四
号
一
六
三
頁
。
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
’



5
2

（
2
5
）
沢
井
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
九
六
号
八
一
頁
、
九
一
頁
。
森
島
は
、
そ
の
「
論
理
構
造
を
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
」
と
い
う
（
法
学
教
室
三
一
号

　
　
六
〇
頁
）
。

（
％
）
沢
井
・
法
律
時
報
五
〇
巻
九
号
六
四
頁
。
な
お
、
森
島
は
、
沢
井
説
に
よ
れ
ば
、
「
た
い
て
い
の
場
合
に
結
果
が
発
生
さ
え
す
れ
ば
過
失
が
認

　
　
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」
（
法
学
教
室
二
六
〇
号
八
四
頁
）
と
す
る
が
、
沢
井
は
、
「
場
合
に
よ
っ
て
」
形
骸
化
す
る
（
註
（
1
8
）
個
所
参
照
）
と

　
　
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
一
つ
に
は
、
こ
の
被
害
防
止
メ
カ
ニ
ズ
ム
論
の
故
で
あ
ろ
う
。

（
2
7
）
他
面
で
は
、
こ
の
概
念
は
、
「
許
さ
れ
た
危
険
」
と
関
連
さ
せ
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
違
法
性
判
断
で
働
く
も
の
に
さ
れ
て
い
る
。
沢
井
「
食

　
　
品
製
造
関
連
企
業
の
責
任
構
造
」
法
律
時
報
四
九
巻
五
号
二
一
頁
参
照
。

（
認
）
沢
井
『
公
害
の
私
法
的
研
究
』
一
七
七
頁
。

（
2
9
）
沢
井
・
私
法
四
一
号
二
一
〇
頁
。
な
お
、
法
律
時
報
四
四
巻
一
四
号
一
六
一
頁
以
下
で
は
、
行
為
の
危
険
性
に
相
応
す
る
調
査
の
叙
述
に
過
失

　
　
判
断
で
の
行
為
類
型
の
考
え
方
が
窺
が
わ
れ
る
が
、
類
型
と
し
て
明
確
に
定
式
化
は
さ
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
、
他
方
、
損
害
評
価
で
も
市
民
的

　
　
互
換
性
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
3
0
）
沢
井
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
九
六
号
八
五
頁
で
は
、
行
為
類
型
を
「
基
本
的
価
値
判
断
の
指
針
」
と
す
る
か
ら
、
被
害
類
型
の
一
部
で
行
な
わ
れ

　
　
る
回
避
措
置
評
価
に
も
全
く
考
慮
さ
れ
な
い
と
は
い
い
き
れ
な
い
が
。

（
3
1
）
な
お
、
沢
井
は
、
こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
の
類
型
化
の
関
係
を
、
「
横
の
類
型
化
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
…
・
：
縦
の
類
型
化
が
は
ま
っ
て
い
く
と
い
う

　
　
の
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
」
（
私
法
四
一
号
二
一
〇
頁
）
と
の
べ
る
。
次
章
で
の
べ
る
よ
う
に
、
私
見
も
、
こ
の
「
は
め
こ
み
」
に
賛
成
で
あ

　
る
が
、
そ
の
さ
い
の
行
為
類
型
形
成
は
過
失
判
断
の
規
準
の
分
化
と
し
て
、
回
避
措
置
評
価
の
分
類
で
も
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。



第
六
章
今
後
の
課
題

枷仲
題課
と向動

の論性法違
　

失過
る
けおに学法為行法不代現5

3

嗣
、
要
約
す
れ
ば
、
学
説
の
展
開
か
ら
は
、
一
般
的
傾
向
に
お
い
て
は
、
規
準
構
成
に
よ
る
利
益
衡
量
の
場
・
内
容
の
画
定
に
欠
け
る

こ
と
、
他
方
、
沢
井
説
に
お
い
て
は
、
逆
に
、
過
失
概
念
か
ら
の
実
質
的
判
断
の
排
除
に
困
難
が
伴
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
う
る
。

　
権
力
を
持
た
な
い
解
釈
学
説
に
よ
る
実
質
的
判
断
要
求
は
、
規
準
に
構
成
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
規
準
に
沿
う
実
質
的
判
断
の
内
容
・

意
義
が
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
官
（
権
力
）
の
判
断
へ
の
働
き
か
け
と
し
て
の
意
味
を
よ
り
持
ち
う
る
だ
ろ
う
。
こ
の

こ
と
は
、
結
局
、
実
質
的
法
的
評
価
を
基
礎
と
し
た
体
系
的
志
向
の
必
要
性
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
裁
判
権
力
へ
の
働
ぎ
か
け

と
い
っ
て
も
、
学
説
は
様
々
な
立
場
か
ら
の
様
々
な
働
き
か
け
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
非
権
力
者
に
よ
る
裁
判
所
へ
の
働
き

か
け
が
、
他
の
権
力
に
対
し
て
と
は
異
っ
た
意
義
を
も
ち
う
る
の
は
、
対
象
が
国
家
的
官
僚
機
構
の
一
部
と
い
う
性
格
を
持
つ
と
同
時

に
、
独
立
性
を
も
も
っ
た
個
々
の
裁
判
官
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
及
び
、
そ
の
作
業
が
規
準
適
用
作
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
る
。

こ
の
う
ち
と
く
に
後
者
の
部
分
が
、
解
釈
学
説
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も
つ
。
そ
し
て
、
規
準
の
操
作
に
関
し
て
、
具
体
的
事
件
に

接
す
る
こ
と
な
く
唱
え
ら
れ
る
解
釈
学
説
が
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
は
、
体
系
の
中
に
そ
の
規
準
を
位
置
付
け
、

運
用
の
方
向
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
、
規
準
が
実
質
的
価
値
を
表
現
し
、
直
接
的
に
法
適
用
者
に
よ
る
法
的
評
価
を
重
要
な
も

の
と
し
て
い
る
場
合
に
は
、
体
系
的
視
点
か
ら
の
、
そ
の
判
断
の
場
・
内
容
の
画
定
が
重
要
に
な
る
。
体
系
は
、
勿
論
、
個
々
の
解
釈

論
に
お
い
て
常
に
表
面
に
出
さ
れ
る
と
い
う
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
個
々
の
解
釈
論
を
背
後
か
ら
意
義
付
け
る
も
の
と
し
て
存
在
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
論
理
的
形
式
的
体
系
と
異
っ
て
、
実
質
的
価
値
を
基
礎
に
お
く
体
系
は
、
現
実
の
変
化
に
、
一
定
の
視
点
か

ら
、
開
か
れ
た
性
格
を
も
ち
、
又
、
と
く
に
民
事
法
は
、
私
人
間
対
立
す
る
利
益
の
選
択
を
任
務
と
す
る
か
ら
、
そ
の
体
系
は
、
刑
事

法
と
異
っ
て
、
よ
り
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。



餌

　
実
質
的
法
的
評
価
に
基
づ
く
体
系
的
思
考
と
の
自
覚
的
取
組
み
が
不
法
行
為
法
学
の
今
後
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
。
目
下
、
尚
こ
の

体
系
に
つ
い
て
の
私
見
を
提
出
す
る
準
備
は
で
き
て
い
な
い
が
、
以
下
、
あ
え
て
、
方
向
だ
け
で
も
試
論
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

ら
の
今
後
の
作
業
の
た
め
の
ノ
ー
ト
と
し
、
ま
と
あ
に
か
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
、
不
法
行
為
法
で
の
規
漁
構
成
の
実
質
的
価
値
基
礎
は
、
私
人
の
法
的
主
体
性
の
相
互
承
認
と
い
う
こ
と
に
お
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら

　
（
1
）

な
い
。
こ
の
価
値
に
て
ら
し
て
、
個
人
の
利
益
領
域
ボ
画
定
さ
れ
、
過
失
判
断
の
類
型
化
が
行
な
わ
れ
る
。

　
不
法
行
為
法
は
損
害
の
賠
償
を
目
的
と
す
る
。
七
〇
九
条
解
釈
も
、
七
〇
九
条
だ
け
を
み
る
の
で
な
く
、
不
法
行
為
法
体
系
の
中
に

入
れ
て
行
な
わ
れ
る
。
七
〇
九
条
は
故
意
又
は
過
失
に
よ
る
他
者
の
利
益
領
域
の
侵
害
を
賠
償
責
任
の
成
立
要
件
と
す
る
が
、
無
過
失

責
任
立
法
は
、
被
害
の
質
及
び
加
害
行
為
の
種
類
に
よ
っ
て
、
故
意
・
過
失
の
立
証
を
必
要
と
せ
ず
に
、
賠
償
責
任
の
成
立
を
認
め

（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
。
従
っ
て
、
不
法
行
為
の
成
立
に
と
？
て
は
、
故
意
・
過
失
の
存
在
で
は
な
く
、
被
侵
害
利
益
の
も
つ
意
義
が
決
定
的
で
あ
る
。

　
過
失
と
違
法
性
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
過
失
は
侵
害
態
容
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
る
一
定
の
利
益
侵
害
が
違
法
と
判
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
（
5
）

さ
れ
る
。
従
っ
て
、
違
法
性
類
型
は
、
被
侵
害
利
益
類
型
に
過
失
類
型
が
は
め
こ
ま
れ
た
も
の
と
な
る
。

三
、
違
法
性
類
型
の
柱
と
な
る
被
侵
害
利
益
は
、
法
主
体
に
と
っ
て
の
そ
の
意
味
と
い
う
観
点
か
ら
分
類
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
①
人
格

的
利
益
、
㈹
財
貨
的
利
益
侵
害
、
㈹
生
活
妨
害
（
㈲
そ
の
他
。
㈹
は
、
更
に
、
確
定
的
帰
属
が
承
認
さ
る
べ
き
も
の
と
、
競
争
秩
序
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

さ
ら
さ
れ
て
い
る
も
の
が
区
別
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
ま
た
、
㈹
も
、
そ
の
中
に
は
、
、
財
貨
的
性
格
を
お
び
た
も
の
が
あ
り
、
ま

た
、
い
わ
ば
、
間
接
的
な
利
益
と
い
う
べ
き
も
の
も
あ
り
、
そ
の
区
別
は
、
侵
害
行
為
の
評
価
に
と
っ
て
意
義
を
も
つ
。

，
ま
ず
、
㈹
と
㈹
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
㈹
㈹
と
い
う
順
序
が
、
現
在
の
体
系
書
の
中
で
の
位
置
で
あ
る
。
こ
れ
は
t
不
法
行
為

法
が
財
産
法
で
あ
る
こ
と
を
自
明
の
前
提
と
し
て
、
財
貨
侵
害
の
保
護
か
ら
出
発
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
七
〇
九
条
の
民
法
典
の
中

で
の
位
置
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
も
一
、
つ
の
考
え
方
で
あ
る
沖
し
か
し
、
体
系
的
に
は
①
㈹
と
お
く
べ
き
で
あ
る
。
第
一
に
、
人
格
的
利
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益
の
う
ち
の
中
心
的
な
も
の
は
、
財
貨
帰
属
・
移
転
の
客
体
と
な
ら
な
い
か
ら
、
財
産
法
は
人
格
的
利
益
を
中
心
的
な
対
象
と
は
し
て

い
な
い
だ
け
で
あ
っ
て
、
財
産
法
秩
序
め
主
体
の
存
在
は
、
こ
の
秩
序
に
と
っ
て
の
前
提
で
あ
っ
て
、
そ
の
利
益
は
財
貨
に
先
行
す
る

も
の
で
あ
る
。
更
に
い
え
ば
、
第
二
に
、
財
産
法
秩
序
の
主
体
と
し
て
の
利
益
が
こ
こ
で
の
保
護
の
実
体
で
は
な
い
。
民
法
は
、
こ
の

人
格
的
利
益
侵
害
に
対
し
て
、
債
権
発
生
原
因
と
し
て
、
財
貨
的
利
益
に
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
対
処
セ
き
な
い
が
、
利
益
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

体
と
し
て
は
、
問
題
と
な
る
人
格
的
利
益
は
、
財
産
法
主
体
と
し
て
の
そ
れ
で
な
く
、
法
主
体
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。

　
次
に
、
人
格
的
利
益
に
つ
い
て
。
従
来
は
、
財
貨
的
利
益
が
内
部
で
区
別
さ
れ
る
の
に
比
し
て
、
人
格
的
利
益
は
、
一
括
し
て
扱
わ

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
も
、
主
体
に
と
っ
て
の
意
義
に
即
し
て
区
別
が
行
な
わ
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
㈹
純
粋
な
人
格
的

利
益
と
、
㈲
場
合
に
よ
っ
て
、
財
貨
的
性
格
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
も
の
、
そ
し
て
前
者
は
更
に
、
ω
個
人
に
直
接
的
に
帰
属
す
る
も
の

と
⑭
他
主
体
と
の
関
係
の
中
で
生
ず
る
も
の
と
い
う
区
別
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
⑧
1
ω
、
生
命
・
身
体
へ
の
故
意
・
過
失
に
よ
る
（
場
合
に
よ
っ
て
は
、
過
失
が
証
明
さ
れ
な
く
て
も
或
い
は
な
く
て
も
）
侵
害

は
、
自
然
的
存
在
と
し
て
の
人
間
（
財
貨
秩
序
主
体
で
あ
る
だ
け
で
は
な
い
）
へ
の
侵
害
と
し
て
、
そ
の
主
体
性
の
否
定
で
あ
る
。
名

誉
は
、
人
間
（
法
人
も
含
む
）
の
社
会
的
存
在
性
を
現
わ
す
も
の
と
し
て
、
そ
れ
へ
の
故
意
・
過
失
に
よ
る
侵
害
が
違
法
と
な
る
。
し

か
し
、
社
会
的
存
在
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
が
故
に
、
真
実
を
の
べ
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
違
法
と
な
ら
ず
、
過
失
判
断
に
お
い
て

も
、
公
共
性
利
益
（
こ
の
認
定
は
慎
重
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
が
）
が
重
視
さ
れ
る
。
貞
操
侵
害
は
、
主
体
の
人
間
的
尊
厳
の
否
定
で

あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
他
の
身
体
侵
害
と
異
っ
て
、
過
失
判
断
が
問
題
と
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
あ
ろ
う
。
自
由
の
侵
害

は
、
主
体
の
市
民
的
平
等
性
の
否
定
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
は
、
主
体
の
私
的
存
在
性
の
否
定
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
前
者
は

他
の
利
益
（
例
え
ば
、
団
体
交
渉
権
）
に
よ
っ
て
制
約
を
う
け
、
こ
の
こ
と
は
過
失
判
断
に
も
意
味
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
。
後
者
に
つ

い
て
は
、
主
体
の
私
的
存
在
性
の
広
狭
は
、
例
え
ば
職
業
に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
の
こ
と
は
過
失
判
断
に
と
っ
て
意
味
を
も
つ
。
と
は



5
6
い
え
、
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
中
核
的
部
分
は
、
主
体
に
必
ず
残
さ
れ
て
い
る
。

　
ω
1
⑭
、
婚
姻
と
い
う
全
人
格
的
結
合
は
人
間
の
基
礎
的
生
活
単
位
を
な
す
。
第
三
者
に
よ
る
一
方
配
偶
者
へ
の
侵
害
或
い
は
こ
の

結
合
へ
の
直
接
的
な
不
当
な
干
渉
に
よ
る
破
壊
に
対
し
て
、
賠
償
責
任
に
よ
る
保
護
に
価
す
る
利
益
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
利
益

は
、
独
立
二
主
体
の
関
係
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
直
接
的
な
干
渉
は
不
当
な
も
の
で
あ
る
場
合
が
違
法
と
な
り
、
一
方
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

偶
者
乏
の
姦
通
は
（
勿
論
貞
操
侵
害
と
判
断
さ
れ
な
い
そ
れ
）
原
則
と
し
て
賠
償
責
任
は
生
じ
な
い
。

　
家
族
的
感
情
に
つ
い
て
も
同
様
の
問
題
が
あ
る
（
但
し
、
七
一
一
条
参
照
）
。

　
⑩
　
氏
名
権
、
肖
像
権
は
、
も
っ
ぱ
ら
人
格
的
利
益
と
し
て
扱
か
わ
る
べ
き
場
合
と
、
財
貨
的
利
益
と
し
て
の
性
格
を
強
く
も
つ
場

合
と
が
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
そ
の
性
格
に
対
応
す
る
部
分
は
、
財
貨
帰
属
或
い
は
移
転
秩
序
に
よ
る
保
護
と
同
様
の
判
断
が
下
さ
れ

る
（
著
作
者
人
格
権
は
、
そ
の
実
質
的
内
容
に
即
し
て
、
更
に
分
類
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
）
。

四
、
過
失
判
断
は
、
被
侵
害
利
益
の
特
質
に
規
定
さ
れ
る
。
過
失
の
存
在
は
一
定
の
利
益
侵
害
行
為
を
違
法
な
も
の
と
す
る
。
一
般
的

に
定
義
す
る
と
す
れ
ば
、
一
定
の
行
為
（
不
作
為
）
に
際
し
、
意
思
の
緊
張
の
欠
如
の
故
に
、
一
定
の
結
果
を
予
見
す
べ
き
で
あ
る
の

に
せ
ず
に
行
為
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
行
為
が
回
避
措
置
を
伴
う
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
伴
う
こ
と
に
よ
る
結
果
の
予
見

可
能
性
が
問
題
と
な
る
。
行
為
選
択
の
際
の
認
識
に
お
い
て
結
果
発
生
の
危
険
性
が
ゼ
ロ
で
な
け
れ
ば
常
に
過
失
が
あ
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
当
初
の
調
査
、
予
見
義
務
及
び
回
避
措
置
を
伴
っ
た
場
合
の
そ
れ
ら
の
判
断
は
、
被
侵
害
利
益
の
質
、
危
険
現
実
化
の
程

度
、
そ
の
行
為
を
要
請
す
る
他
の
利
益
の
質
の
総
合
的
判
断
と
な
る
。
そ
の
判
断
の
規
準
は
、
合
理
人
の
他
者
の
主
体
性
承
認
と
い
う

「
意
思
の
緊
張
」
で
あ
る
。
こ
の
規
準
の
運
用
の
た
め
に
は
、
次
の
三
つ
の
手
段
に
よ
っ
て
、
評
価
の
方
向
付
け
が
試
み
ら
れ
る
。

　
第
一
に
、
過
失
判
断
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
侵
害
利
益
類
型
に
お
い
て
行
な
わ
れ
、
被
侵
害
利
益
の
質
の
も
つ
意
義
が
規
定
的
役
割
を

も
つ
。
第
二
に
、
「
合
理
人
」
に
つ
い
て
は
、
沢
井
説
の
過
失
類
型
が
生
か
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
合
理
人
の
意
思
の
緊
張
の
欠
如
と
い



柳仲
題課
と向

動の論性法違
コ

失過
る
けおに学法

為
行法不代現肝

う
規
準
は
、
市
民
的
判
断
・
業
務
的
判
断
・
企
業
的
判
断
に
お
け
る
他
主
体
へ
の
注
意
の
欠
如
と
分
化
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
一

次
的
に
は
、
専
門
的
知
識
に
基
づ
く
調
査
・
予
見
義
務
の
有
無
・
程
度
、
つ
い
で
、
回
避
措
置
の
効
果
に
つ
い
て
の
測
定
及
び
危
険
性

の
程
度
の
判
断
の
適
切
さ
の
判
断
の
目
安
と
な
る
。
第
三
の
、
そ
の
選
択
を
要
請
す
る
他
の
利
益
の
質
と
い
う
こ
と
は
、
問
題
に
す
べ

き
場
合
も
あ
る
し
、
す
べ
き
で
な
い
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
医
療
事
件
に
お
い
て
は
、
危
険
が
存
在
し
て
も
、
そ
れ
と
そ
の
行
為
の

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

被
害
者
に
と
っ
て
の
有
用
性
の
間
で
の
選
択
の
相
当
性
が
専
門
知
識
に
即
し
て
判
断
さ
れ
る
場
合
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
名
誉
侵

害
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
選
挙
民
の
選
択
と
い
う
政
治
制
度
上
の
一
般
的
利
益
が
重
要
と
な
ろ
う
。
従
っ
て
、
問
題
と
な
る
場
合

は
、
大
き
く
は
、
も
っ
ぱ
ら
加
害
者
の
利
益
、
あ
わ
せ
て
或
い
は
も
っ
ぱ
ら
他
者
（
一
般
大
衆
と
い
っ
た
）
の
利
益
、
被
害
者
の
利
益

と
分
類
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
の
質
が
規
定
的
意
味
を
も
つ
被
侵
害
利
益
と
の
関
係
で
評
価
さ
れ
る
。

　
最
後
に
、
「
意
思
の
緊
張
の
欠
如
」
を
過
失
責
任
の
帰
責
根
拠
と
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
。
分
業
体
制
の
拡
大
に
よ
る
他
者
と
の
接

触
の
拡
大
・
多
様
化
は
、
し
か
し
、
他
者
へ
の
無
関
心
と
或
い
は
注
意
が
伴
な
わ
な
い
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
例
え
ば
、
企
業
責

任
的
行
為
の
典
型
を
考
え
る
と
、
外
部
と
の
ま
た
内
部
で
の
分
業
化
に
よ
っ
て
、
排
液
が
他
者
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
、
組
織
体

（
最
終
的
に
は
構
成
員
に
還
元
さ
れ
る
）
と
し
て
の
緊
張
を
欠
く
こ
と
が
帰
責
の
根
拠
と
な
る
。
注
意
義
務
の
遵
守
に
専
門
的
知
識
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
注
意
義
務
の
要
求
水
準
が
高
く
な
る
（
危
険
責
任
化
）
と
い
う
こ
と
と
は
別
で
あ
る
。
現
代
の
市
民
社

会
で
の
、
個
人
の
利
益
領
域
の
確
保
に
は
、
こ
れ
ま
で
過
失
”
意
思
責
任
論
の
批
判
説
の
拠
り
所
で
あ
っ
た
第
二
・
第
三
類
型
で
、
個

人
ま
た
組
織
体
の
意
思
の
緊
張
が
要
請
さ
れ
る
。

　
体
系
を
ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
か
は
、
多
く
の
場
合
は
個
々
の
具
体
的
結
論
の
相
違
と
直
接
に
結
び
つ
く
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
学
説
が
、
法
的
価
値
体
系
を
主
張
す
る
姿
勢
を
も
つ
こ
と
は
、
そ
れ
と
矛
盾
す
る
評
価
の
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
、
判
断

内
容
の
も
つ
意
義
を
一
定
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
過
失
責
任
を
、
裁
判
所
に
ょ
る
客
観



的
注
意
義
務
違
反
判
断
の
結
果
で
あ
る
と
す
る
こ
と
と
、
意
思
の
緊
張
の
欠
如
と
す
る
こ
と
と
の
間
で
は
、

系
が
異
な
り
、
ま
た
、
裁
判
官
の
作
業
の
意
義
付
け
が
異
な
る
。

そ
れ
が
表
現
す
る
価
値
体

（
1
）
損
害
の
公
平
な
分
担
と
い
う
一
般
に
唱
え
ら
れ
る
目
的
は
、
本
来
は
過
失
・
権
利
侵
害
要
件
の
形
式
的
操
作
へ
の
批
判
と
し
て
登
場
し
て
き
た

　
　
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
自
体
は
価
値
基
準
を
表
現
し
て
い
な
い
（
淡
路
」
．
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
三
哺
号
一
〇
三
点
）
。
公
平
な
分
担
と
し
か
表
現
し
え

　
　
な
い
部
分
が
残
る
か
も
し
れ
な
い
に
せ
よ
、
こ
れ
を
一
般
的
な
目
的
と
す
る
こ
と
は
、
実
質
的
評
価
の
方
向
を
示
す
た
め
に
は
適
切
で
な
い
。
後

　
藤
・
前
掲
八
九
頁
以
下
が
、
公
平
な
損
害
分
担
論
批
判
を
試
み
て
い
る
。

（
2
）
無
過
失
責
任
立
法
の
こ
の
性
格
付
け
（
勿
論
こ
れ
が
す
べ
て
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
）
に
つ
い
て
は
、
西
原
・
私
法
四
一
号
二
一
八
頁

　
以
下
、
富
井
「
無
過
失
責
任
論
の
沿
革
と
公
害
賠
償
責
任
②
」
広
島
大
学
社
会
文
化
研
究
第
六
巻
〔
一
九
八
〇
〕
一
四
二
頁
以
下
。
ま
た
、
西
原

　
　
は
、
一
元
説
に
対
し
て
、
コ
番
問
題
に
な
り
ま
す
の
が
、
無
過
失
責
任
の
位
置
づ
け
で
あ
」
る
と
す
る
（
同
頁
）
。
前
田
は
、
明
確
に
、
無
過
失

　
責
任
を
違
法
行
為
に
よ
る
も
の
で
な
い
と
す
る
（
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
九
八
号
一
一
七
頁
）
。

（
3
）
沢
井
・
法
律
時
報
四
四
巻
一
四
号
一
六
一
頁
、
広
中
・
私
法
四
一
号
二
〇
五
頁
“

（
4
）
沢
井
・
私
法
四
一
号
一
＝
○
頁
。

（
5
）
森
島
は
、
被
侵
害
利
益
の
側
面
か
ら
の
不
法
行
為
の
成
立
の
限
界
付
け
と
し
て
違
法
性
概
念
を
用
い
る
こ
と
を
提
唱
す
る
（
法
学
教
室
三
一
号

　
　
六
一
頁
）
。
そ
し
て
「
こ
れ
ま
で
の
用
法
と
は
明
ら
か
に
違
う
」
と
す
る
が
、
実
際
上
、
か
っ
て
の
二
元
論
と
ど
れ
程
違
う
の
か
、
よ
く
わ
か
ら

　
　
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
な
お
、
違
法
性
論
に
対
す
る
意
味
で
の
権
利
侵
害
論
の
系
譜
の
意
義
付
け
に
つ
い
て
は
、
各
論
者
の
権
利
論
と
の
対
応
関
係
の
検
討
が
必
要
で

　
　
あ
る
が
、
本
稿
で
は
立
入
れ
な
か
っ
た
。
追
っ
て
検
討
の
予
定
で
あ
る
。

（
6
）
広
中
『
債
権
各
論
議
義
〔
第
五
版
〕
』
四
三
一
頁
以
下
。



　
村
中（

題課
と向

動の論性
法違コ

失過
る
けおに学法

為
行
法
不代現

（
7
Y
本
文
で
、
人
格
的
利
益
の
位
置
に
つ
い
て
の
べ
た
こ
と
は
、
直
接
に
は
、
あ
る
べ
き
法
的
価
値
体
系
の
中
で
の
位
置
を
求
め
、
価
値
を
適
切
に

　
　
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
過
失
判
断
の
尺
度
に
と
っ
て
も
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
超
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
て
、
損
害
諭
で
の
人
身
被
害
の
把
え
方
、
算
定
方
式
に
つ
い
て
、
財
貨
主
体
で
あ
る
こ
と
を
貫
ぬ
く
の
か
、
こ
の
財
産
法
で
の
位
置
を
便
宜
的
な

　
　
も
の
、
本
来
的
に
ぱ
財
産
法
を
超
え
た
も
の
と
し
て
、
人
身
被
害
の
特
殊
性
を
強
調
す
べ
き
か
は
、
体
系
論
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
か
ら
、
こ
こ

　
　
で
は
留
保
す
る
。
た
だ
、
財
貨
主
体
と
し
て
扱
う
と
い
う
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
は
な
く
便
宜
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（
8
）
我
妻
説
で
は
、
人
格
的
利
益
と
い
う
ま
と
め
方
が
ま
だ
現
わ
れ
て
い
な
い
（
『
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
〔
新
法
学
全
集
〕
』
一
三
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
頁
以
下
）
。
加
藤
説
で
は
、
「
物
権
的
な
も
の
」
コ
債
権
的
な
も
の
L
と
い
う
区
別
（
他
論
者
も
一
般
的
に
行
う
こ
の
区
別
は
、
法
形
式
に
よ
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
・
の
で
あ
っ
て
、
利
益
の
実
質
に
着
目
し
た
も
の
で
は
な
い
。
註
（
6
）
文
献
は
、
こ
の
点
へ
の
批
判
を
意
味
す
る
）
の
次
に
、
「
人
格
権
的
な
も

　
・
の
」
と
い
う
項
を
設
け
、
そ
の
中
で
、
身
体
的
側
面
と
精
神
的
側
面
に
わ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
直
観
的
区
別
と
い
う
以
外
に
は
意
味
を
も
た
な

　
　
い
よ
う
で
あ
る
。
広
中
・
前
掲
四
三
六
頁
以
下
、
幾
代
通
『
不
法
行
為
』
〔
鴫
九
七
七
〕
八
三
頁
以
下
は
、
財
貨
的
利
益
の
侵
害
を
い
く
っ
か
の

　
　
大
き
な
項
目
に
わ
け
る
が
、
人
格
的
利
益
に
つ
い
て
の
大
項
目
は
一
つ
で
あ
る
。

（
9
）
周
知
の
と
お
り
。
最
高
裁
昭
和
五
四
年
三
月
三
〇
日
第
二
小
法
廷
判
決
は
、
不
貞
の
相
手
方
の
賠
償
責
任
を
肯
定
。
こ
の
判
決
を
支
持
す
る
学

　
　
説
も
多
い
が
、
ま
た
逆
に
、
こ
の
判
決
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
否
定
説
が
擾
頭
し
て
き
て
い
る
。
否
定
説
は
、
島
津
一
郎
「
不
貞
行
為
と
損
害
賠

　
　
償
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
八
五
号
〔
一
九
七
九
〕
一
一
六
頁
以
下
、
水
野
紀
子
「
判
批
」
法
協
九
八
巻
二
号
〔
一
九
八
一
〕
二
九
一
頁
以
下
が
詳
し

　
　
い
。

附
記
　
校
正
段
階
に
お
い
て
胃
四
宮
和
夫
『
事
務
管
理
・
不
当
利
得
ロ
・
不
法
行
為
∵
中
、
巻
』
〔
一
九
八
三
〕
に
接
し
た
。
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